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山　　林　2023・4

　【表紙写真に寄せて】　

油圧式集材機の開発について（1）
和歌山県　榎本　長治

　和歌山県の山林は 30 度を超える急傾斜地が多く，出材方式は架線集材
がほとんどである。
　集材機械はいすゞ自動車のエルフなどの中古エンジンにクラッチを介し
て，3つのドラムを正転・逆転させワイヤを巻き取り，伐倒木を吊り上げ
搬出する機械式集材機が，戦後長らく使われてきている。このエンドレス
タイラー式の索張り方式は，大きな面積の急傾斜地の出材には実に合理的
な出材方式である。しかし機械操作には熟練技術が要り，機械運転手と荷
掛け手の無線通話のみのやり取りは危険を伴うこともある。
　これらの架線集材の合理化・省力化を考えないと和歌山県の林業の将来
はないと思い県に提案し，2012 年伐出業者，伐出班長，機械販売店，林
業家に和歌山県林業試験場が加わり「架線集材の低コスト化・省力化技術
研究会」が組織され，私は会長の役割を果たした。2013 年度の「先進的
林業機械緊急実証・普及事業」に採用され，翌年の補正予算で電気制御の
油圧式集材機を前田製作所との共同作業で開発することができた。その翌
年の 2015 年，無線制御が完成した。
　表紙写真は，2015 年夏の弊社山林における出材風景である。無線操縦
なので運転手は技術のない人でもジョイスティックで機械を離れて操作で
きる。また荷掛け手も別のリモコンを操作して集材機を操作でき，安全性
が増すと同時に，搬器の自動走行，インターロック機構もついている。全
く新しい技術開発に果敢に取り組んでいただいた前田製作所の皆さんに心

から感謝したい。現場
で稼働してから現在ま
で 8年間，これといっ
た故障もなく，今では
なくてはならない機械
となっている。さらに
この時，本線の巻き取
り機も開発され，架線
撤収作業の安全性が改
善された。技術面を
リードしていただいた
井硲林産井硲社長，上
道キカイ上道社長，和
歌山県林業試験場，県
林業振興課の皆さまに
改めて感謝したい。

〔表紙〕場　所：和歌山県有田郡広川町下津木
撮　影：榎本長治

油圧集材機のリモコン（前田製作所）
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林
業
の
課
題
と
解
法

　
林
業
を
営
む
森
林
に
は
広
大
な
面
積
と
長
年
に
わ
た
る
管
理
が
求
め

ら
れ
、
き
め
細
か
い
手
入
れ
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
施
業
や
手
入
れ
は
、

所
有
者
や
植
栽
年
で
区
分
さ
れ
た
数
ha
の
小
班
を
単
位
と
し
て
、
樹
齢

は
五
年
を
一
括
り
と
し
た
齢
級
を
単
位
と
し
て
管
理
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

地
域
の
森
林
経
営
は
、
対
象
地
を
取
り
ま
と
め
て
森
林
経
営
計
画
を
立

案
し
施
業
を
実
施
す
る
が
、
林
況
の
把
握
、
事
業
の
取
り
ま
と
め
や
経

費
設
計
が
容
易
で
な
く
、
計
画
の
遂
行
率
は
低
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

　
一
方
、
森
林
情
報
の
電
子
帳
票
化
管
理
は
進
ん
で
お
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に

よ
る
林
地
管
理
と
と
も
に
林
業
情
報
基
盤
の
構
築
が
進
展
し
て
い
る
。

ま
た
、
素
材
生
産
地
か
ら
需
要
者
へ
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
も
構
築
さ
れ
て
き
て
お
り
、
林
業
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
、
電
子
計
測
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
林
況
は
地
上
・
航
空

レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
っ
て
高
精
度
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
単
木
ベ
ー
ス
で
の
本
数
、
材
積
管
理
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
事
業
取
り
ま
と
め
や
施
業
設
計
は
経
験
、
技
能
が
要
求
さ
れ

る
と
と
も
に
手
間
が
か
か
り
、
さ
ら
に
成
果
を
反
映
さ
せ
た
森
林
情
報

の
更
新
管
理
は
大
い
な
作
業
量
が
発
生
す
る
。
電
子
帳
票
ベ
ー
ス
の
森

林
管
理
で
は
、
経
年
に
よ
る
立
木
成
長
や
、
施
業
に
よ
る
立
木
減
少
を
、

当
該
電
子
帳
票
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
マ
ク
ロ
処
理
や
人
手
作
業
で

反
映
さ
せ
る
が
、
煩
雑
で
膨
大
な
処
理
が
伴
う
。

時
空
間
ツ
ー
ル
に
よ
る

　
地
域
林
業
経
営
Ｄ
Ｘ
と
事
業
デ
ザ
イ
ン

仁に 

多た 

見み

　
　
俊と
し

　
　
夫お
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そ
の
た
め
、
施
業
計
画
の
デ
ザ
イ
ン
は
容
易
で
は
な
く
、
複
数
案
の

立
案
、
比
較
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。
適
正
化

す
る
過
程
が
な
い
の
で
、
地
域
や
事
業
推
進
者
の
将
来
展
望
や
育
成
意

図
が
反
映
さ
れ
な
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
や
す
い
。
さ
ら
に
、
経
費
面
や

時
間
で
の
制
約
か
ら
計
画
に
沿
っ
た
事
業
の
遂
行
が
な
さ
れ
な
い
場
合

が
少
な
く
な
い
。
事
業
量
自
体
は
、
域
内
の
森
林
の
成
長
量
を
有
効
に

引
き
出
す
と
い
う
よ
り
、
当
該
年
度
に
得
ら
れ
た
施
業
コ
ス
ト
へ
の
補

助
金
額
に
左
右
さ
れ
る
。

　
筆
者
ら
は
こ
れ
ら
の
実
状
を
鑑
み
、
地
域
林
業
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ナ
リ
オ
を
表
現
す
る
数
理
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
ツ
ー
ル
を
連
携
利

用
し
、
地
域
林
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
現
在
は
、

基
本
機
能
と
複
数
ツ
ー
ル
の
連
携
機
能
化
と
利
用
を
容
易
に
す
る
メ

ニ
ュ
ー
化
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
筆
者
ら
の
実
際
的
な
林
業
Ｄ

Ｘ
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
構
造
、
機
能
お
よ
び
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら

の
シ
ス
テ
ム
を
「
地
域
林
業
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
、
本
シ
ス

テ
ム
）
と
呼
ぶ
。

拡
張
時
空
間
に
よ
る
林
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
デ
ル

　
本
シ
ス
テ
ム
の
森
林
の
取
り
扱
い
は
、
従
来
の
、
森
林
簿
情
報
を
帳

票
形
式
で
扱
い
、
森
林
の
管
理
単
位
を
小
班
な
る
ま
と
ま
っ
た
土
地
に

地
番
を
つ
け
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
地
理
情
報
を
管
理
す
る
、
と

い
う
や
り
方
と
同
様
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
当
年
の
林
況
を
林
齢
、
立
木
の
大
き
さ
、
立
木
密
度
で
把
握

す
る
。
こ
れ
ら
は
、
該
当
地
域
の
立
木
成
長
モ
デ
ル
を
考
慮
し
て
森
林

簿
の
立
木
蓄
積
情
報
か
ら
算
出
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
標
準
成
長
量
に

基
づ
い
て
後
年
の
立
木
蓄
積
、
林
況
を
算
出
す
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
当
該
地
域
の
林
業
活
動
と
し
て
、
標
準
的
な
施
業
シ
ナ

リ
オ
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
シ
ス
テ
ム
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
（System

 
D

ynam
ics

：
以
下
Ｓ
Ｄ
）
モ
デ
ル
と
し
て
構
築
す
る
。
施
業
シ
ナ
リ

オ
で
は
、
想
定
す
る
作
業
種
と
そ
れ
ご
と
の
必
要
人
工
数
、
機
械
量
を

設
定
し
て
お
く
。

　
以
下
に
示
す
、
現
状
で
の
検
討
例
に
お
け
る
標
準
施
業
シ
ナ
リ
オ
は
、

植
栽
密
度
三
、
〇
〇
〇
本
／
ha
、
下
刈
り
七
年
生
ま
で
毎
年
施
業
、
除

伐
一
五
年
生
時
に
本
数
除
伐
率
一
〇
％
、
初
回
間
伐
二
〇
年
生
時
に
本

数
強
度
三
割
、
二
回
間
伐
四
〇
年
生
時
に
本
数
強
度
三
割
、
輪
伐
期
六

〇
年
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
必
要
人
工
数
、
機
械
量
を
考
慮
し
て

現
地
に
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
林
況
は
、
小
班
ご
と
の
立
木
材
積
量

と
当
該
地
域
の
標
準
立
木
成
長
曲
線
（
関
数
）
か
ら
、
標
準
的
な
立
木

密
度
と
立
木
大
き
さ
を
算
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
小
班
数

を
層
と
す
る
ア
レ
イ
（
配
列
）
と
し
て
表
す
（
図
1
）。

　
Ｓ
Ｄ
モ
デ
ル
は
、
因
果
関
係
に
あ
る
変
数
群
の
値
を
、
そ
の
変
化
を

生
じ
さ
せ
る
バ
ル
ブ
や
そ
の
強
度
を
与
え
る
パ
ラ
メ
ー
タ
群
の
処
理
に

よ
っ
て
単
位
時
間
の
変
化
が
進
行
し
た
後
の
状
態
を
算
出
す
る
こ
と
の
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繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
そ
の
変
数
群
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
空
間
状
態
の

変
化
を
動
的
に
表
現
す
る
。
林
況
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
施
業
ベ
ク
ト
ル
を

作
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
当
期
間
の
林
況
の
推
移
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
経
年
、
各
年
の
地
域
林
業
施
業
を
表
し
、

課
題
年
の
林
況
、
事
業
内
容
、
成
果
を
算
出
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
素
材
量
は
初
回
・
二
回
目
に
間
伐
す
る
小
班
お
よ
び
主

伐
す
る
小
班
の
立
木
蓄
積
と
施
業
強
度
、
造
材
歩
留
ま
り
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
量
は
造
材
処
理
に
よ
っ
て
落
と
さ
れ
た
材
積
、
固
定
CO2
量
は
対

象
地
の
総
材
積
量
の
前
年
か
ら
の
増
加
分
な
ど
の
Ｓ
Ｄ
モ
デ
ル
の
要
素

を
関
連
づ
け
て
算
出
さ
れ
る
。

「
地
域
林
業
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」
の
構
造

　
本
シ
ス
テ
ム
は
、
主
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
・
三
次
元
モ
デ
ル
デ
ザ
イ
ン
ツ
ー

ル
・
Ｓ
Ｄ
ツ
ー
ル
の
三
つ
の
ツ
ー
ル
で
構
成
さ
れ
る
。
各
ツ
ー
ル
で
の

処
理
は
、
適
宜Python

な
ど
で
記
述
し
た
ル
ー
チ
ン
、
メ
ニ
ュ
ー
で

処
理
、
起
動
さ
れ
、
双
方
的
デ
ー
タ
入
出
力
と
と
も
に
相
互
連
係
す
る
。

　
そ
し
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
地
理
情
報
を
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
帳
票
情
報
を

管
理
す
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
取
り
ま
と
め
対
象
候
補
地
の
切
り
出
し
や

デ
ー
タ
の
表
示
系
の
変
換
な
ど
を
行
う
。

　
林
況
や
施
業
に
よ
る
変
化
な
ど
を
三
次
元
Ｃ
Ｇ
と
し
て
可
視
化
す
る

こ
と
は
、
成
長
に
よ
る
変
化
や
施
業
手
入
れ
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
成
果

を
把
握
、
理
解
し
や
す
く
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

U
nity

を
用
い
る
。
筆
者
は
、
山
岳
森
林
で
の
架
線
機
構
作
業
へ
の
適

用
に
つ
い
て
こ
れ
を
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
用
い
）
1
（

て
、
林
業
分
野
で

の
有
用
性
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
と
連
係
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
対
象
地
で
の
林
分
の
立
木
の
大
き
さ
、
密
度
を
、
樹
種

に
対
応
し
た
立
木
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
三
次
元
仮
想
空
間
に
表
示
し
た
。

こ
れ
で
任
意
の
時
点
で
任
意
の
林
分
を
表
示
で
き
る
。

　
な
お
、
Ｓ
Ｄ
モ
デ
ル
ツ
ー
ル
は
、Stella/A

rchitect

）
2
（

を
利
用
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
域
、
事
業
体
の
林
業
経
営
ス
キ
ー
ム
を
、
因
果

関
係
モ
デ
ル
で
表
す
。
概
括
的
な
処
理
手
順
に
つ
い
て
図
2
に
示
す
。

図 1　 SDモデルにおける小班林況の表現
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Ｓ
Ｄ
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
連
携
に
よ
る

新
た
な
機
能
と

可
能
性

　
地
域
林
業
を

経
営
す
る
シ
ナ

リ
オ
は
、
対
象

と
す
る
針
葉
樹

人
工
林
分
を
成

長
に
し
た
が
っ

て
ど
の
よ
う
に

管
理
す
る
か
を
、

地
域
森
林
の
小

班
に
つ
い
て
の

林
齢
ご
と
の
施

業
内
容
と
そ
の

成
果
と
し
て
の

立
木
密
度
お
よ

び
そ
れ
に
与
え

る
変
化
と
し
て

Ｓ
Ｄ
モ
デ
ル
に

設
定
す
る
。

　
施
業
は
、
標
準
モ
デ
ル
と
し
て
地
拵
え
、
植
栽
、
下
刈
り
、
初
回
間

伐
、
二
回
間
伐
、
主
伐
を
施
す
。
標
準
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
最
も
シ
ン

プ
ル
に
、
地
域
の
森
林
は
全
て
同
様
に
施
業
す
る
、
と
い
う
設
定
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
班
ご
と
に
所
有
者
の
意
向
に
し
た
が
っ
た
独
自

の
施
業
シ
ナ
リ
オ
に
設
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
リ
セ
ッ
ト
モ
デ
ル

と
し
て
、
輪
伐
期
六
〇
年
、
植
栽
本
数
三
、
〇
〇
〇
本
／
ha
、
下
刈
り

年
数
七
年
、
こ
の
間
の
自
然
枯
死
率
五
％
、
除
伐
林
齢
一
五
年
、
除
伐

強
度
一
〇
％
、
初
回
間
伐
林
齢
二
〇
年
、
同
強
度
本
数
三
〇
％
、
二
回

間
伐
林
齢
四
〇
年
、
同
強
度
本
数
三
〇
％
、
で
あ
る
。
当
該
モ
デ
ル
に

よ
っ
て
、
任
意
の
年
度
に
お
け
る
各
施
業
に
必
要
な
人
工
数
、
素
材
生

産
量
、
機
械
投
入
量
な
ど
が
算
出
さ
れ
る
。

　
事
業
を
取
り
ま
と
め
る
際
の
適
切
な
施
業
の
種
類
と
量
は
、
手
入
れ

す
る
際
の
作
業
能
率
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
林
況
や
適
用
作
業
仕
組

み
に
よ
っ
て
適
切
な
機
械
力
、
人
工
数
投
入
量
が
算
出
さ
れ
る
が
、
雇

用
を
持
続
的
に
発
生
さ
せ
、
林
業
を
地
域
産
業
と
し
て
営
む
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
事
業
量
と
雇
用
量
の
バ
ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
各
小
班

は
植
栽
さ
れ
た
年
が
異
な
る
の
で
、
同
年
に
必
要
な
施
業
は
、
異
な
る

複
数
の
事
業
と
な
る
。
こ
れ
を
調
整
な
し
で
総
人
工
数
を
算
出
し
、
そ

れ
を
基
に
必
要
と
な
る
毎
年
の
人
工
数
を
平
準
化
し
て
地
域
が
提
供
可

能
な
値
に
最
適
化
す
る
）
3
（

。
す
な
わ
ち
、
当
該
地
域
の
林
業
労
働
力
を
一

〇
人
雇
用
、
年
間
二
、
〇
〇
〇
人
日
の
人
工
を
提
供
可
能
と
す
る
と
、

当
年
に
手
入
れ
が
必
要
な
分
で
の
作
業
量
を
総
計
し
て
二
、
〇
〇
〇
人

図 2　「地域林業デザインシステム」の構造と利用フロー
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日
と
な
る
対
象
林
分
の
組
み
合
わ
せ
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
計
画
期

間
を
一
〇
年
と
し
て
対
象
地
の
組
み
合
わ
せ
を
最
適
化
し
て
、
施
業
の

人
工
数
の
帳
尻
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
、
計
画
期
間
は
任

意
に
設
定
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
一
輪
伐
期
六
〇
年
間
に
お
い
て
作
業

人
工
数
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
た
際
の
最
適
化
前
後
の
作
業
人
工
数
の
変
化

を
図
3
に
示
す
。

　
施
業
コ
ス
ト
は
、
各
年
の
施
業
量
と
作
業
単
価
か
ら
算
出
さ
れ
る
。

こ
れ
は
逆
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
施
業
量
お
よ
び
作
業
単
価
を
求
め

る
こ
と
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
の
最
適
化
を
施
し
た
シ
ナ
リ
オ

で
林
業
事
業
を
設
計
す
る
と
、
搬
出
作
業
機
械
を
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と
し

て
七
〇
〇
ha
ほ
ど
が
循
環
林
業
経
営
を
可
能
と
す
る
事
業
面
積
と
な
る
。

今
日
の
わ
が
国
の
林
業
生
産
事
業
で
標
準
的
な
車
両
機
械
作
業
シ
ス
テ

ム
（
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
組
み
合
わ

せ
）
で
五
〇
〇
ha
ほ
ど
の
事
業
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

作
業
シ
ス
テ
ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
に
発
揮
し
な
が
ら
持
続
的

に
循
環
す
る
森
林
施
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
4
（

。

　
立
木
の
事
業
工
程
に
お
け
る
造
材
歩
留
ま
り
を
考
慮
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
産
材
種
毎
お
よ
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
生
産
量
を
算
出
で

き
、
地
域
や
広
域
の
製
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
向
け
へ
の
対
応
を
設
計
で
き

る
。
ま
た
、
育
林
工
程
に
お
け
る
立
木
の
材
積
成
長
量
を
基
に
し
て
、

CO2
固
定
に
よ
る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
数
量
的
表
現
が
可
能
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
適
正
化
さ
れ
た
総
面
積
七
六
三
ha
の
事
業
計
画
に
お
い
て
、
計

画
初
年
か
ら
一
〇
年
間
に
想
定
さ
れ
る
事
業
採
算
は
年
平
均
で
出
材
量

七
、
四
三
二
㎥
、
売
上
九
、
三
一
九
万
円
、
経
費
六
、
三
八
二
万
円
と

な
り
、
収
益
と
し
て
二
、
九
三
七
万
円
が
期
待
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
・
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
に
よ
る
機
能
と
可
能
性

　
対
象
地
で
の
林
分
の
立
木
の
大
き
さ
と
生
立
木
密
度
を
、
樹
種
を
考

慮
し
た
立
木
モ
デ
ル
を
用
い
て
三
次
元
空
間
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

任
意
の
時
点
で
任
意
の
林
分
の
見
え
方
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
対
象
地
域
の
森
林
は
地
理
情
報
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
っ
て
管
理

し
て
お
り
、
森
林
簿
情
報
と
小
班
単
位
で
情
報
連
結
（
ジ
オ
レ
フ
ァ
レ
ン

図 3　 事業量を施業人工数によって最適化
した年間人工計画
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ス
）
さ
れ
て
お
り
、
各
小
班
は
森
林
簿
情
報
で
林
況
を
可
視
化
す
る
こ
と

が
で
き
、
設
定
し
た
施
業
シ
ナ
リ
オ
で
手
入
れ
し
た
地
域
林
分
の
変
化
の

様
子
を
仮
想
三
次
元
空
間
で
Ｃ
Ｇ
で
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
関
東
の
林
業
地
の
検
討
に
お
い
て
、
当
年
の
林
況
（
図
4
ａ
、
b
）

お
よ
び
想
定
し
た
施
業
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
二
〇
年
後
の
林
況
を
描
い
た

も
の
を
図
5
ａ
、
b
に
示
す
。
も
ち
ろ
ん
、
手
入
れ
を
行
わ
な
か
っ
た

り
、
遅
れ
た
り
し
た
場
合
の
よ
う
に
シ
ナ
リ
オ
が
変
動
し
た
際
も
、
パ

ラ
メ
ー
タ
を
調
整
し
て
そ
の
結
果
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
林
況
を
立

木
を
描
い
て
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
た
せ
て
表
現
す
る
の
は
、
視
覚
的
に

対
象
地
の
状
況
を
認
識
す
る
た
め
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
。

　
作
成
さ
れ
た
三
次
元
空
間
モ
デ
ル
は
、
森
林
空
間
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
（
仮
想
空
間
上
に
再
現
さ
れ
た
対
象
の
モ
デ
ル
）
で
あ
る
。
デ
ジ
タ

図 4　対象林分の林況可視化地点と視線方向

図 5　シミュレーションモデルによる林況の見え方
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ル
ツ
イ
ン
の
強
み
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
算
で
創
生
さ
れ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
成
果
を
視
覚
的
に
表
現
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
森
林
の
時
空
間

デ
ザ
イ
ン
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
森
林
の
イ
メ
ー
ジ
を

明
確
に
共
有
で
き
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
・
Ｓ
Ｄ
・
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
に
よ
る
機
能
と
可
能
性

　
こ
れ
ら
三
つ
の

ツ
ー
ル
を
連
携
さ

せ
て
、
機
敏
に
林

業
事
業
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
こ
と
は
、

目
標
と
す
る
事
業

を
設
計
す
る
際
に

有
用
で
あ
る
。
処

理
を
メ
ニ
ュ
ー
化

し
、
パ
ラ
メ
ー
タ

の
設
定
を
変
化
さ

せ
つ
つ
、
対
象
地

の
広
狭
、
期
間
の

長
短
に
柔
軟
に
対

応
し
て
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰

り
返
し
、
想
定
す
る
目
標
値
を
得
る
ま
で
施
業
デ
ザ
イ
ン
を
容
易
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

現
場
作
業
の
デ
ジ
タ
ル
把
握
、
モ
デ
ル
化

　
山
林
で
の
林
分
を
三
次
元
扱
い
す
る
た
め
の
ツ
ー
ルU

nity

は
、
設

定
し
た
空
間
に
、
林
業
作
業
を
重
ね
描
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
業

機
械
や
作
業
員
の
動
作
地
点
の
経
緯
度
情
報
を
重
ね
描
き
す
れ
ば
作
業

の
進
行
の
様
子
を
、
時
刻
で
の
状
況
ま
た
当
該
日
で
の
作
業
進
行
を
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現
す
る
。
作
業
進
行
の
様
子
は
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
に
埋

め
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
セ
ス
適
正
化
の
検
討
を
可
能

と
す
る
。
施
業
の
単
事
業
は
数
日
、
数
か
月
程
度
の
短
い
期
間
で
あ
る

の
で
、
三
次
元
表
示
さ
せ
る
期
間
が
大
い
に
異
な
る
。
事
業
サ
ブ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
な
る
。

　
地
形
急
峻
な
と
こ
ろ
で
の
集
材
作
業
は
、
三
次
元
の
架
線
配
置
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
（
図
6
）
を
用
い
て
、
配
置
と
架
設
の
可
能
性
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
し
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
込
ん
で
い
く
。

山
林
の
デ
ジ
タ
ル
把
握
の
成
果
、
経
験
の
蓄
積
と

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

　
林
況
を
森
林
簿
情
報
に
よ
っ
て
把
握
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、
地

上
及
び
空
中
レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
っ
て
高
精
細
な
林
況
情
報
を
取
り
込

む
こ
と
が
で
き
る
。
立
木
の
太
さ
、
高
さ
な
ら
び
に
位
置
情
報
を
高
精

図 6　３D空間に架設した集材架線機構
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度
で
把
握
し
、
処
理
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
単
木
ベ
ー
ス
の
林
況
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
が
作
成
可
能
で
、
立
木
材
積
の
正
確
な
把
握
は
も
ち
ろ
ん
、
適

当
な
採
材
基
準
を
適
用
し
て
素
材
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
収
穫
量
を
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
、
実
際
の
施
業
に
よ
る
モ
デ
ル
再
現
性

に
精
度
を
確
保
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
施
業
シ
ナ
リ

オ
を
適
用
す
る
と
、
除
伐
、
初
回
・
二
回
の
間
伐
木
基
準
で
フ
ィ
ル

タ
ー
し
て
対
象
木
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
施
業
前
後
の
林
分
の
変
化

か
ら
作
業
の
質
・
成
果
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
生
産
素
材
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
量
と
の
整
合
性
を
突
き
合
わ
せ
て
確
認
す
る
。
林
況
の
変
化

は
立
木
の
成
長
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
成
長
に
よ
る
CO2
の
固
定
量
を
実

数
量
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
機
能
と
し
て
の
CO2
固
定
機

能
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
表
現
で
き
る
。

　
林
内
で
の
作
業
に
お
い
て
は
、
立
木
、
地
表
状
況
を
高
精
度
に
把
握

し
つ
つ
、
作
業
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
事
業
遂
行

の
工
程
デ
ザ
イ
ン
を
き
め
細
か
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
車
両
機
械

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
架
線
機
械
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
人
力
作
業
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
想

定
さ
れ
る
。
当
該
年
度
で
の
施
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
と
も
に
、
工
程

予
測
、
経
費
予
測
が
可
能
と
な
る
。

拡
張
時
空
間
林
業
Ｄ
Ｘ
の
実
践

　
林
内
で
の
空
間
利
用
に
つ
い
て
、
地
形
的
に
可
能
な
場
所
の
抽
出
、

立
木
の
大
き
さ
や
密
度
、
配
置
な
ど
を
評
価
し
て
、
林
内
散
策
、
集
会

な
ど
の
利
用
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
こ
と
が
、
三
次
元
空
間
編
集
機
能
に

よ
っ
て
柔
軟
に
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
立
木
の
成
長
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
あ
わ
せ
て
、
林
内
空
間
の
成
長
管
理
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
樹
種
の
植
栽
育
成
管
理
と
社
会

連
携
に
お
け
る
、
高
精
細
な
林
況
管
理
と
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
可
視
化
モ
デ
ル
で

の
情
報
発
信
と
共
有
を
具
現
化
で
き
る
。
地
域
森
林
の
林
業
経
営
の
成

果
と
し
て
林
況
の
法
正
程
度
や
林
齢
校
正
目
標
の
表
現
と
し
て
「
目
標

林
型
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
が
、
単
純
な
帳
票
シ
ー
ト
に
よ
っ
て

表
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
モ
デ
ル
で
は
そ
れ
が

可
能
と
な
る
。

連
携
者
ー
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
の
整
合

　
地
域
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
森
林
所
有
者
、
林
業
事
業
体
、
行
政
と

い
う
利
害
関
係
に
あ
る
三
つ
の
セ
ク
タ
ー
の
協
調
が
重
要
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
観
点
、
評
価
指
標
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
検
討
を
行
う
と

と
も
に
新
機
軸
の
デ
ザ
イ
ン
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
本
「
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
も
、
拡
張
時
空
間
機
構
に
よ
る
コ

ア
部
分
は
共
通
し
た
そ
れ
ぞ
れ
に
使
い
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
を
備
え
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
形
づ
く
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、
素
材
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
CO2
排
出
権
な
ど
を
Ｓ
Ｃ
Ｍ
機
能
と
し
て
統
合
必
要

が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
各
セ
ク
タ
ー
で
独
自
の
検
討
後
の
地
域
林
業
の
運
営
は
、
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「
地
域
林
業
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」
の
マ
ス
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
、
各
セ

ク
タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
調
整
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
が
機
能

す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
る
。
現
場
作
業

は
プ
ロ
の
作
業
者
組
織
が
請
け
負
う
の
が
得
策
で
あ
る
。

 

　
本
シ
ス
テ
ム
の
利
用
は
、
事
業
設
計
担
当
者
は
事
務
所
の
デ
ス
ク

で
の
業
務
と
し
て
、
森
林
を
所
有
す
る
個
人
は
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
で
施
業
デ

ザ
イ
ン
の
条
件
設
定
と
採
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
す
こ
と
が

で
き
る
。
自
身
の
森
林
の
育
成
、
伐
出
、
さ
ら
に
は
、
環
境
価
値
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
と
評
価
を
３
Ｄ
空
間
で
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
ゲ
ー
ム
感

覚
で
林
業
を
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
マ
ル
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
情

報
を
交
換
、
共
有
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
よ
う
に
、
地
域
林
業
と

い
う
い
わ
ば
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
、
利
害
関
係
者
間
で
状
況
を
共
有
し
て
、

情
報
、
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。

日
本
の
森
林
の
可
能
性

　
こ
れ
ま
で
の
林
業
に
お
い
て
は
、
数
量
的
な
関
係
性
の
表
現
が
曖
昧

で
、
多
因
子
が
関
連
す
る
相
互
関
係
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
比
較
的
少
な
い
因
子
の
関
係
を
も
と
に
、
数
量
的
な
検
討
を

可
能
と
す
る
数
理
計
画
や
統
計
的
手
法
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
複
数

の
動
的
に
関
係
す
る
因
子
の
相
互
関
係
を
数
量
的
に
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
示
し
た
地
域
林
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
は
、
既
に
県
レ
ベ

ル
で
整
備
さ
れ
た
地
域
の
地
理
情
報
と
林
況
情
報
を
も
と
に
し
て
、
目

標
と
す
る
森
林
の
状
況
を
描
き
、
実
現
す
る
た
め
の
毎
年
の
手
入
れ
を

数
量
的
に
示
す
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
利
用
し
や
す
い
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
る
機
能
利
用
、
処
理
指
示
を
構
築
し
て
い
る
。

　
地
域
林
業
を
、
異
な
る
立
場
と
姿
勢
で
己
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
体
現

し
て
い
る
関
係
者
の
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
引
き
出
し
、
産
業
と
し

て
の
自
立
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
豊
か
な

自
然
を
基
に
真
摯
で
積
極
的
な
参
画
者
に
よ
っ
て
、
高
い
立
木
成
長
量

を
生
か
す
、
高
生
産
性
の
林
業
産
業
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
る
。
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私
　
の
　
林
　
業
　
経
　
営
　

森
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
め
ざ
す
持
続
的
経
営
林
の
展
開

渡わ
た

　
　
邊な
べ

　
　
定さ
だ

　
　
元も
と

一
　
は
じ
め
に

　
㈱
白
糸
植
物
園
は
︑
静
岡
県
富
士
市
・
富
士
宮
市
・
静
岡
市
清
水
区

に
ま
た
が
る
富
士
山
域
で
︑
現
在
六
八
〇
名
の
森
林
所
有
者
と
経
営
委

託
契
約
を
結
び
︑
環
境
保
全
と
林
業
を
両
立
す
る
﹁
持
続
的
経
営
林
づ

く
り
﹂
を
行
っ
て
い
る
受
託
林
業
の
事
業
体
で
す
︒
筆
者
︵
Φ
森
林
環

境
研
究
所
主
宰
︶
が
開
発
し
た
防
災
水
源
涵
養
路
網
や
中
層
間
伐
・
同

齢
択
伐
林
な
ど
の
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
検
証
す
る
た
め
に
設
立
し
ま

し
た
︒
二
〇
二
二
年
現
在
︑
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
︑
山
林
一
︑
〇
五

〇
ha
を
対
象
に
︑
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
︑
継
続

的
に
森
林
か
ら
の
収
益
を
得
ら
れ
る
持
続
的
な
経
営
林
を
目
指
し
た
森

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
持
続
的
経
営
林
は
実
際
に
林
業
を
行
っ
て
い
る
現
場
の
技
術
で
あ
っ

て
︑
国
や
県
・
市
が
行
政
指
導
す
る
た
め
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
プ
ロ
セ

ス
な
ど
持
続
的
林
業
経
営
の
規
範
と
は
異
な
り
ま
す
︒
林
業
経
営
者
が

具
体
的
な
地
域
を
対
象
と
し
︑
林
業
経
営
を
行
う
た
め
の
取
扱
い
技
術

で
す
︒二

　
持
続
的
経
営
林
と
は

㈠
　
持
続
的
経
営
林
の
役
割

　
持
続
的
経
営
林
と
い
う
名
称
は
︑
一
九
九
三
年
に
京
都
議
定
書
を
発
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効
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
国
際
会
議
の
基
調
講
演
で
筆
者
が
提
唱
し
ま

し
た
︒
講
演
で
は
︑
高
蓄
積
・
高
成
長
量
・
高
収
益
・
多
目
的
利
用
・
生

物
多
様
性
の
五
要
件
を
兼
ね
備
え
た
経
済
林
で
あ
る
と
定
義
し
ま
し
た
︒

五
要
件
を
満
た
す
経
済
林
と
は
ど
ん
な
林
で
し
ょ
う
か
︒
高
蓄
積
の
森

林
は
極
相
林
で
す
︒
極
相
林
は
現
存
量
が
高
い
け
れ
ど
も
︑
枯
れ
る
量

と
成
長
す
る
量
が
均
衡
し
て
お
り
︑
結
果
と
し
て
成
長
量
は
ゼ
ロ
で
す
︒

環
境
団
体
が
森
を
護
れ
と
主
張
し
ま
す
が
︑
地
球
温
暖
化
防
止
に
は
寄

与
し
な
い
森
林
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
︒
高
成
長
量
の
森
林
は

CO2
を
固
定
す
る
機
能
が
最
も
高
い
若
い
人
工
林
で
す
︒
私
た
ち
は
収
穫

表
の
伐
期
平
均
成
長
量
の
最
も
高
い
林
齢
で
判
断
し
ま
す
︒
例
え
ば
︑

三
重
県
ス
ギ
地
位
中
の
伐
期
平
均
成
長
量
の
最
も
高
い
林
齢
は
三
五
年

で
す
︒
三
五
年
生
の
ス
ギ
若
齢
林
を
皆
伐
し
ま
す
と
︑
CO2
削
減
に
は
寄

与
し
ま
す
が
︑
他
の
四
要
件
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
︒
三
五
年
生
で
皆
伐

す
る
と
︑
平
均
林
齢
一
七
年
程
度
の
人
工
林
が
日
本
列
島
を
席
巻
す
る

こ
と
と
な
り
︑
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
森
林
を
容
認
で
き
ま
せ
ん
︒

　
高
収
益
の
森
林
に
は
︑
労
働
生
産
性
の
高
い
作
業
シ
ス
テ
ム
が
要
求

さ
れ
ま
す
︒
木
材
価
格
は
径
級
に
よ
り
異
な
り
︑
市
場
価
格
の
高
い
木

を
伐
採
す
る
と
収
益
が
上
が
り
ま
す
︒
私
た
ち
は
︑
皆
伐
よ
り
も
生
産

性
の
高
い
林
業
経
営
シ
ス
テ
ム
を
追
求
し
ま
す
︒
ま
た
︑
後
述
す
る
五

要
件
の
一
つ
で
あ
る
森
林
の
多
目
的
利
用
を
進
め
ま
す
︒
こ
れ
は
︑
林

産
物
生
産
か
ら
国
土
保
全
・
水
資
源
・
景
観
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

教
育
・
研
修
な
ど
︑
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
な
機
能
を
維
持
管
理
す
る

ヒ
ト
主
体
の
森
の
役
割
り
で
す
︒

　
私
た
ち
林
業
経
営
者
は
︑
国
民
の
生
活
に
必
要
な
森
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
︒
そ
し
て
︑
生
物
多
様
性
の
維
持
と
は
︑
生
存
す
る
生
物
主
体

の
役
割
り
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
︒
私
た
ち
は
地
球
上
の
弱
い
自
然
や

生
命
を
護
る
た
め
に
︑
経
済
林
に
あ
っ
て
も
生
物
多
様
性
維
持
に
心
を

配
り
ま
す
︒
森
林
の
役
割
り
は
︑
日
々
刻
々
と
変
わ
る
ニ
ー
ズ
に
よ
り
︑

ま
た
時
代
に
よ
り
変
動
し
ま
す
︒
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま

え
て
林
業
経
営
を
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

㈡
　
持
続
的
経
営
林
五
要
件
の
特
徴

　
こ
こ
で
︑
持
続
的
経
営
林
の
五
要
件
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
要
約
し
ま

し
ょ
う
︒

・
高
蓄
積
:
高
蓄
積
な
林
は
CO2
を
ス
ト
ッ
ク
し
︑
森
林
の
構
造
上
の
多

様
性
を
維
持
し
︑
現
時
の
森
林
の
資
源
価
値
を
最
大
化
し
ま
す
︒
た
だ

し
︑
CO2
固
定
機
能
は
ゼ
ロ
で
す
︒

・
高
成
長
量
:
成
長
量
の
高
い
森
林
は
CO2
を
固
定
し
地
球
温
暖
化
を
抑

制
し
ま
す
︒
循
環
資
源
と
し
て
の
森
林
の
特
徴
を
最
大
限
に
発
揮
し
︑

用
材
や
薪
な
ど
木
材
の
社
会
的
需
要
を
満
た
し
ま
す
︒
た
だ
し
︑
若
い

林
な
の
で
森
林
の
経
済
性
や
公
益
的
機
能
は
果
た
せ
ま
せ
ん
︒

・
高
収
益
:
収
益
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
人
々
の
税
金
に
よ
っ
て
森
林

の
造
成
や
維
持
管
理
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑

地
域
に
安
定
し
た
就
労
機
会
を
も
た
ら
し
︑
次
世
代
の
森
林
・
林
業
の
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担
い
手
を
育
成
︑
地
域
経
済
の
発
展
と
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
ま
す
︒

・
多
目
的
利
用
:
林
産
物
や
公
益
的
機
能
を
含
む
私
た
ち
の
生
活
に
必

要
な
要
求
を
満
た
す
︑
ヒ
ト
が
主
体
の
概
念
で
す
︒
木
材
の
ほ
か
狩
猟
︑

釣
り
︑
山
菜
︑
果
実
・
薬
の
採
集
︑
森
林
か
ら
の
食
糧
の
採
集
︑
水
源

涵
養
︑
土
壌
侵
食
防
止
︑
洪
水
緩
和
な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能
を
維
持

し
︑
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
︑
教
育
な
ど
の
機
会
を
創
造
し
ま
す
︒

・
生
物
多
様
性
:
か
け
が
え
の
な
い
地
球
生
態
系
に
お
け
る
遺
伝
子
資

源
の
保
全
や
生
物
の
存
続
に
と
っ
て
必
須
な
種
の
保
全
な
ど
生
物
が
主

体
の
概
念
で
す
︒
多
様
性
に
は
遺
伝
子
の
多
様
性
︑
種
の
多
様
性
︑
生

態
系
の
多
様
性
が
あ
り
ま
す
︒
こ
れ
ら
三
つ
の
多
様
性
は
︑
そ
れ
ぞ
れ

生
命
を
捉
え
る
レ
ベ
ル
が
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
異
な
り
︑
そ
れ
ぞ

れ
別
個
の
視
点
で
多
様
性
を
捉
え
︑
か
つ
原
核
生
物
か
ら
樹
木
ま
で
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
異
な
る
生
命
の
多
様
性
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
︒

㈢
　
森
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
目
指
す
持
続
的
経
営
林

　
五
要
件
の
一
つ
ひ
と
つ
は
互
い
に
独
立
し
て
い
る
た
め
︑
要
件
間
の

相
反
す
る
矛
盾
を
取
り
除
き
︑
解
決
す
る
の
が
持
続
的
経
営
林
づ
く
り

で
す
︒
パ
リ
協
定
を
受
け
て
︑
森
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
︑
持

続
的
経
営
林
づ
く
り
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
︒
そ
こ
で
︑
相
矛
盾
す
る

高
成
長
量
と
高
蓄
積
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
か
の
鍵
は
︑
伐
期
平

均
成
長
量
の
特
性
に
あ
る
こ
と
を
常
識
と
し
ま
し
ょ
う
︒
前
記
の
ス
ギ

伐
期
平
均
成
長
量
を
一
割
減
じ
た
林
齢
は
一
〇
〇
年
︑
二
割
減
じ
た
林

齢
は
一
五
〇
年
で
す
︒
伐
期
平
均
成
長
量
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
ち
︑

漸
減
し
て
い
く
ト
レ
ン
ド
に
着
目
し
利
用
す
れ
ば
︑
こ
の
相
互
矛
盾
を

解
決
で
き
る
森
林
経
営
が
で
き
ま
す
︒
中
層
間
伐
に
よ
る
持
続
的
経
営

林
づ
く
り
は
伐
期
平
均
成
長
量
を
一
割
減
ら
し
た
水
準
で
森
林
管
理
を

行
い
︑
五
要
件
を
満
た
し
た
森
づ
く
り
の
技
術
で
す
︒

　
経
済
林
の
な
か
で
森
林
の
多
様
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
︑
森
林
計

画
を
樹
立
す
る
調
査
段
階
で
希
少
種
を
確
認
し
︑
特
別
の
保
全
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒
当
社
は
希
少
種
の
自
生
地
を
例
え
小

面
積
で
も
囲
い
込
み
を
行
い
︑
保
全
措
置
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
︑

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
森
林
植
物
園
で
保
全
措
置
等
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

三
　
防
災
水
源
涵
養
路
網

　
五
要
件
を
達
成
す
る
に
は
︑
高
密
路
網
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必
須
要

件
で
す
︒
防
災
水
源
涵
養
路
網
は
︑
持
続
的
経
営
林
づ
く
り
を
行
う
た

め
に
開
発
し
た
路
網
技
術
で
す
︒
筆
者
は
高
収
益
の
林
業
経
営
を
行
う

た
め
︑
長
年
︑
作
業
道
作
設
技
術
と
同
齢
択
伐
林
技
術
に
つ
い
て
研

究
・
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
︒
こ
れ
ま
で
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
と

同
距
離
の
一
︑
二
〇
〇
㎞
の
作
業
道
を
作
設
し
︑
よ
う
や
く
た
ど
り
着

い
た
の
が
防
災
水
源
涵
養
路
網
で
す
︒
択
伐
林
経
営
は
高
密
路
網
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
施
業
法
で
あ
る
か
ら
で
す
︒

　
人
・
山
・
車
に
と
っ
て
の
安
全
な
防
災
水
源
涵
養
路
網
の
構
造
は
︑
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緩
い
三
~
六
％
の
縦
断
勾
配
︑
逆
カ
ン
ト
横
断
構
造
で
す
︵
図
1
︑

2
︶︒
山
側
の
側
溝
へ
雨
水
を
排
水
さ
せ
︑
側
溝
を
流
れ
る
雨
水
を
浸

透
升
や
空
ダ
ム
で
浸
透
さ
せ
ま
す
︒
重
要
な
の
は
集
中
豪
雨
対
策
で
す
︒

時
間
雨
量
一
〇
〇
㎜
の
降
水
に
も
耐
え
う
る
防
災
水
源
涵
養
路
網
を
作

設
し
ま
す
︵
写
真
1
︶︒

　
緩
い
縦
断
勾
配
︑
逆
カ
ン
ト
の
作
業
道
は
︑
山
側
に
集
材
車
が
傾
く

た
め
運
転
者
は
危
険
を
感
じ
ま
せ
ん
︒
一
〇
ｔ
ま
で
積
載
で
き
る
大
型

木
材
運
搬
車
は
高
収
益
を

保
証
し
て
い
ま
す
︒
高
性

能
林
業
機
械
を
導
入
し
︑

安
全
か
つ
生
産
性
の
高
い

作
業
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
ま
す
︒

　
路
網
密
度
は
幹
線
と
支

線
を
併
せ
て
二
七
〇
ｍ
／

ha
が
理
想
で
す
︒
幹
線
路

網
は
恒
久
作
業
道
と
し
て

常
時
整
備
し
ま
す
︒
支
線

に
は
状
況
に
応
じ
て
間
伐

時
の
み
の
一
時
使
用
の
路

線
も
あ
り
ま
す
︒

四
　 

森
づ
く
り
の

実
践

㈠
　 

森
林
委
託
者
と
の

約
束

　
森
林
を
経
営
委
託
さ
れ

る
所
有
者
と
受
託
契
約
を

図 1　路網の横断図面

図 2　浸透升の構造

写真 1　 時間雨量 70 mm 時の防災水源涵養路（右）と浸透升（左）（富士山大沢で
は過去 30 年間で最大の土石流が発生）
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結
ん
だ
一
〇
五
〇
ha
の
経
済
林
に
つ
い
て
︑
一
回
の
間
伐
ご
と
に
最
低

一
〇
万
円
／
ha
を
保
証
し
︑
委
託
者
は
間
伐
ご
と
に
収
益
を
得
つ
つ
︑

一
五
〇
年
生
で
ha
当
た
り
一
千
万
円
︑
受
託
林
全
体
で
一
〇
〇
億
円
の

資
産
価
値
を
生
む
収
益
林
づ
く
り
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
︒

㈡
　
優
良
木
の
選
木

　
こ
こ
で
言
う

優
良
木
と
は
︑

正
確
に
は
一
五

〇
年
生
ま
で
育

成
す
る
優
良
木

候
補
木
の
こ
と

で
す
︒
一
〇
〇

年
生
に
な
っ
て

は
じ
め
て
︑
優

良
木
と
称
し
ま

す
︒
そ
の
理
由

は
︑
樹
木
の
成

長
は
樹
齢
を
経

る
に
従
い
刻
々

と
変
わ
る
こ
と

と
︑
選
木
者
の

個
性
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
︒
被
圧
木
で
あ
っ
た
個
体
が
︑

着
葉
量
を
増
し
上
長
成
長
を
行
う
個
体
が
あ
り
ま
す
し
︑
ま
た
︑
間
伐

ご
と
に
立
木
本
数
の
一
割
を
優
良
木
候
補
木
と
す
る
た
め
︑
三
回
以
降

の
間
伐
に
は
こ
れ
ま
で
選
定
し
た
優
良
木
候
補
木
も
間
伐
対
象
木
に
含

ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
︒
優
良
木
の
要
件
は
︑
欠
点
が
な
く
︑

着
葉
量
が
多
く
︑
上
長
成
長
を
行
っ
て
い
る
個
体
で
す
︒
実
際
に
は
︑

三
人
が
一
組
と
な
っ
て
︑
三
〇
本
の
個
体
の
な
か
か
ら
優
良
木
三
本
を

選
ぶ
の
が
効
率
的
で
す
︒
一
人
が
遠
方
か
ら
樹
冠
・
着
葉
量
等
を
判
断

し
︑
一
人
が
個
体
の
良
否
等
を
選
び
︑
一
人
が
緯
度
・
経
度
︑
個
体
番

号
を
野
帳
に
記
入
す
る
こ
と
の
役
割
分
担
が
で
き
ま
す
︒

㈢
　
間
伐
対
象
と
な
る
準
優
占
木
（
中
層
間
伐
）

　
そ
し
て
︑
優
良
木
の
成
長
に
影
響
を
与
え
る
準
優
占
木
を
間
伐
し
ま

す
︒
中
層
間
伐
・
同
齢
択
伐
林
の
名
前
の
由
来
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
︒

準
優
占
木
一
本
に
つ
き
一
本
の
伐
採
支
障
木
と
︑
併
せ
て
伐
採
率
は
二

〇
％
以
下
に
抑
え
ま
す
︒
伐
採
支
障
木
は
伐
木
者
の
判
断
に
任
せ
ま
す

︵
写
真
2
︶︒

五
　
事
業
の
実
行

㈠
　
㈱
白
糸
植
物
園
の
概
要

　
当
社
が
取
得
し
て
い
る
認
定
・
認
証
は
︑
静
岡
県
林
業
認
定
事
業
体
︑

写真 2　 青のテープが優良木候補木、左横の個体が伐採対
象となる準優占木（65 年生）
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合
法
木
材
提
供
事
業
者
︑
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証 

森
林
管
理
︑
富
士
山

森
林
認
証
グ
ル
ー
プ
︵
六
〇
〇
ha
︶︑
Ｃ
ｏ
Ｃ
︑
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ 

Ｃ
ｏ
Ｃ
富

士
山
で
す
︒

　
事
業
を
運
営
す
る
有
資
格
者
は
︑
延
べ
数
で
技
術
士
︵
森
林
︶
一
名
︑

技
術
士
補
︵
森
林
︶
一
名
︑
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
一
名
︑
フ
ォ
レ
ス

ト
ワ
ー
カ
ー
三
名
︑
し
ず
お
か
林
業
作
業
士
三
名
︑
森
林
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
一
名
︑

森
林
情
報
士

一
名
︑
測
量

士
二
名
︑
農

学
博
士
二
名

で
す
︒

　
従
業
員
の

う
ち
林
業
現

場
作
業
員
は

七
名
で
す
︒

七
名
の
作
業

員
が
動
か
す

保
有
林
業
機

械
は
︑
木
材

運
搬
と
し
て

フ
ォ
ワ
ー
ダ

︵
写
真
3
︶
五
台
︑
ク
ロ
ー
ラ
ダ
ン
プ
一
台
︑
造
材
用
と
し
て
ハ
ー
ベ

ス
タ
二
台
︑
プ
ロ
セ
ッ
サ
一
台
︑
集
材
・
作
業
道
開
設
用
と
し
て
グ

ラ
ッ
プ
ル
七
台
︑
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
二
台
で
す
︒
作
業
員
と
保
有
林
業
機

械
の
関
係
か
ら
︑
当
社
の
事
業
実
行
シ
ス
テ
ム
は
︑
多
能
的
な
林
業
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
し
ょ

う
︒
過
去
三
か
年
間
に
七
名
の
林
業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
実
行
し
た
事
業

量
は
︑
間
伐
実
績
計
二
二
︑
七
七
九
㎥
︑
間
伐
路
網
作
設
延
長
計
三
九
︑

六
四
五
ｍ
で
し
た
︒
当
社
の
企
業
理
念
は
︑
林
業
機
械
を
長
期
間
に
わ

た
り
使
用
す
る
こ
と
︑
林
業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
複
数
あ
る
作
業
現
場
に

移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
働
く
時
間
を
恒
常
化
し
て
い
る
こ
と
で
す
︒

　
持
続
的
経
営
林
づ
く
り
は
︑
㈱
ノ
ダ
の
国
産
材
合
板
の
生
産
事
業
を

中
核
と
し
て
進
め
て
い
る
林
業
の
六
次
産
業
化
事
業
の
一
環
と
し
て
︑

一
次
産
業
部
門
の
一
角
を
担
う
か
た
ち
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
中

層
間
伐
木
の
七
〇
％
を
ノ
ダ
に
出
荷
し
経
営
安
定
に
寄
与
し
て
い
ま
す
︒

準
優
占
木
の
多
く
の
個
体
は
わ
ず
か
に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
木

材
価
格
変
動
に
関
係
な
く
合
板
用
丸
太
を
生
産
し
て
い
る
の
が
︑
労
働

生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
︒

㈡
　
地
域
に
根
ざ
し
た
六
次
産
業
化
に
向
け
て

　
持
続
的
経
営
林
五
要
件
の
う
ち
多
目
的
利
用
と
生
物
多
様
性
の
維
持

を
実
現
す
る
た
め
に
は
︑
地
域
に
根
差
し
た
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
︒
そ
こ
で
︑
農
業
の
六
次
産
業
化
と
同
様
に
地
域
で
完
結
す

写真 3　 ㈱白糸植物園が開発に協力したフォワーダ（安全
な路網と大型運材車で生産性向上）
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る
林
業
の
六

次
産
業
を
構

築
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
︒

キ
ャ
ン
プ
場

経
営
︑
入
場

料
収
入
の
図

れ
る
森
林
植

物
園
や
森
林

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
︑

都
市
住
民
の

自
然
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
を

満
た
す
た
め
︑

地
域
住
民
に

雇
用
機
会
を
与
え
る
六
次
産
業
化
を
構
築
し
て
い
ま
す
︒

　
富
士
市
か
ら
受
託
し
て
経
営
を
行
っ
て
い
る
富
士
川
キ
ャ
ン
プ
場
は
︑

東
京
都
心
か
ら
車
で
二
時
間
半
︑
富
士
山
︑
駿
河
湾
︑
富
士
市
街
な
ど

を
望
め
る
丘
に
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
︒

二
〇
二
一
年
八
月
一
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
︒
日
本

一
高
い
山
と
日
本
一
深
い
海
の
間
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
︒
夜
は
富
士
市

街
地
の
美
し
い
夜
景
を
楽
し
み
︑
早
朝
は
朝
日
の
中
で
小
鳥
の
さ
え
ず

り
を
聞
き
な
が
ら
目
を
覚
ま
す
︑
身
も
心
も
自
然
に
預
け
︑
豊
か
な
自

然
を
体
感
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
︒
そ
こ
で
使
用
す
る
薪
や
炭
︑

バ
ー
ク
堆
肥
づ
く
り
は
人
手
を
か
け
付
加
価
値
を
高
め
る
の
で
︑
生

産
・
流
通
・
販
売
を
一
貫
し
て
実
行
す
る
べ
く
事
業
化
に
着
手
し
て
お

り
ま
す
︒
ま
た
︑
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
森
林
植
物
園
を
六
次
産
業
化
の
柱

の
事
業
と
し
て
現
在
︑
建
設
中
で
す
︒

六
　
持
続
的
経
営
林
の
一
般
化
を
目
指
し
て

　
森
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
め
ざ
す
持
続
的
経
営
林
の
理
論
を
発
想
し
た
の
は

一
九
五
六
年
︑
密
度
理
論
が
林
業
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
時
で
す
︒
吉
良

竜
夫
氏
の
収
量
一
定
法
則
は
多
く
の
林
業
技
術
者
が
注
目
し
ま
し
た
が
︑

筆
者
は
対
数
正
規
分
布
の
法
則
に
着
目
し
て
︑
こ
の
理
論
を
応
用
し
た

同
齢
択
伐
林
に
つ
い
て
の
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
一
九
七

〇
年
に
は
北
海
道
定
山
渓
国
有
林
で
エ
ゾ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ツ
人
工
林
を

対
象
に
︑
一
九
八
五
年
に
は
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
で
ウ
ダ
イ
カ
ン

バ
山
火
事
再
生
林
の
実
験
を
行
い
︑
目
標
と
し
た
成
果
を
え
ま
し
た
︒

そ
こ
で
︑
一
九
九
四
年
か
ら
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
人
工
林
で
始
め
た
の
が
今

回
の
成
果
で
す
︒

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
世
界
標
準
の
一
つ
と
し
て
一
般
化
す
る
の
が
願
い
で
す
︒

︵
㈱
白
糸
植
物
園
・
代
表
取
締
役
︶

写真 4　 筑波大学大学院生の研修（鳥散布か埋土種子から
か、芽生えたヒメシャラ）
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一
　
は
じ
め
に

　
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
五
月
二
十
六
日
、
林
野
庁
の
貿
易
班
長
を

し
て
い
た
私
は
、
農
林
水
産
省
を
担
当
す
る
一
般
マ
ス
コ
ミ
の
記
者
ク

ラ
ブ
「
農
政
ク
ラ
ブ
」
の
記
者
会
見
を
受
け
た
。
林
業
専
門
紙
の
記
者

で
構
成
す
る
「
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
」
の
記
者
と
は
時
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
が
、
一
般
マ
ス
コ
ミ
の
記
者
と
の
対
応
は
初
め
て

だ
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、
米
国
が
我
が
国
の
「
人
工
衛
星
・
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
タ
ー
の
排
他
的
な
政
府
調
達
」
と
並
ん
で
、
我
が
国
の
「
木
材

製
品
の
制
限
的
な
基
準
」
を
「
包
括
貿
易
法
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
」
に

基
づ
き
協
議
す
べ
き
優
先
的
事
案
に
認
定
し
た
こ
と
（
前
日
の
二
十
五

日
に
米
国
政
府
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
（
通
商
代
表
部
）
の
官
報
告
示
で
広
報
さ
れ

た
）
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
約
一
年
に
及
ぶ
日
米
林
産
物
協
議
が

行
わ
れ
、
一
九
九
〇
年
六
月
、
日
米
林
産
物
合
意
（
以
下
「
林
産
物
合

意
」
と
い
う
）
が
結
ば
れ
た
が
、
そ
の
出
発
点
だ
っ
た
。

　
一
九
八
九
年
十
一
月
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
な
く
な
り
、
米
国
の
対
外

政
策
の
標
的
が
、
対
米
輸
出
を
拡
大
し
て
い
る
日
本
の
経
済
力
に
な
る

中
で
、
米
国
か
ら
大
量
に
輸
入
し
て
い
る
木
材
が
、
な
ぜ
主
要
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
一
つ
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
ど
ん
な
議
論
が
な
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
？
　
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　
そ
れ
か
ら
三
〇
年
た
っ
て
、
日
本
の
木
材
輸
出
政
策
の
重
要
な
タ
ー

特
集
　
平
成
林
業
逸
史
（
37
）

日
米
貿
易
紛
争
と
木
材
貿
易

―
平
成
初
期
の
紛
争
の
背
景
と
今
後
へ
の
示
唆
―

藤ふ
じ

　
　
原わ
ら

　
　
　
　
　
敬た
か
し
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ゲ
ッ
ト
が
米
国
に
な
っ
て
い
る
。
米
国
は
世
界
で
一
番
大
き
な
木
材
市

場
で
あ
る
が
、
米
国
木
材
業
界
な
ど
の
意
見
が
ど
の
よ
う
に
、
米
国
の

経
済
政
策
に
関
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
？
　
米
国
の
国
際
政
策
が

国
内
向
け
に
な
る
傾
向
が
あ
る
な
か
で
、
今
後
考
え
て
い
く
と
き
の
参

考
に
な
る
だ
ろ
う
。

二
　
ガ
ッ
ト
に
代
わ
っ
て
国
際
貿
易
の
「
不
正
」
を
裁
く

　
　
　
米
国
の
国
内
法

　
米
国
包
括
貿
易
法
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
は
二
年
間
の
時
限
立
法
で
あ

り
、
次
の
年
は
こ
れ
に
基
づ
く
認
定
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ス
ー

パ
ー
三
〇
一
条
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
こ
の
年
の
日
本
三
件
、
イ
ン
ド

二
件
、
ブ
ラ
ジ
ル
一
件
の
み
で
あ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
が
各
国

か
ら
批
判
さ
れ
、
米
国
の
行
政
府
自
身
も
そ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
議
会
筋
か
ら
「
米
国
の
交
渉
力
を
強
化
す
る
た
め

に
同
じ
よ
う
な
法
律
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
常
に
加

え
ら
れ
て
お
り
、
対
外
的
な
体
面
を
気
に
す
る
行
政
府
の
立
場
と
、
米

国
の
一
国
利
益
、
一
選
挙
区
利
益
を
求
め
る
議
会
と
の
綱
引
き
の
中
で
、

い
つ
で
も
復
活
な
い
し
さ
ら
に
強
力
な
法
案
が
通
過
す
る
可
能
性
が

残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
米
国
包
括
貿
易
法
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
の
仕

組
み
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
包
括
貿
易
法
第
三
〇
一
条
は
も
と
も
と
、
米
国
が
不
正
と
認
め
る
貿

易
相
手
国
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
条
項
で
あ
っ
た
が
、

一
九
八
八
年
の
同
法
改
訂
に
際
し
、
行
政
府
の
自
由
裁
量
権
を
大
幅
に

削
減
し
外
交
的
配
慮
に
基
づ
く
「
手
心
」（
？
）
が
加
え
ら
れ
る
余
地

を
少
な
く
し
、
調
査
の
開
始
か
ら
自
動
的
な
制
裁
の
発
動
に
い
た
る
筋

図　米国スーパー 301 条による手続き
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道
を
規
定
し
た
三
一
〇
条
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ス
ー
パ
ー
三
〇
一

条
と
称
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
図
1
は
、
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
に
関
す
る
手
続
き
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
不
公
正
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
国
な
い
し
事
案
を
米
国
政
府
が
認
定
し

（
①
、
②
）、
政
府
が
調
査
し
交
渉
し
（
③
）、
協
議
が
整
わ
ず
米
国
政

府
が
黒
と
判
断
し
た
場
合
（
④
）、
自
動
的
に
制
裁
措
置
を
発
動
す
る

（
⑤
）
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
紛
争
当
事
国
（
原
告
）
で
あ

る
米
国
が
、
調
査
協
議
し
（
ま
で
は
よ
い
が
）、
自
ら
裁
決
を
下
し
制

裁
を
加
え
る
と
い
う
裁
定
者
の
立
場
と
し
て
立
ち
振
る
舞
う
、
理
不
尽

な
仕
組
み
を
持
っ
た
制
度
で
あ
る
。
ガ
ッ
ト
締
約
国
の
明
示
の
承
認
が

な
い
限
り
制
裁
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
ガ
ッ
ト
の
確
立
し
た

紛
争
処
理
手
続
き）1
（

を
無
視
す
る
も
の
で
、
多
く
の
ガ
ッ
ト
加
盟
国
が
一

方
的
措
置
と
し
て
非
難
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
　
な
ぜ
、
木
材
が
選
定
さ
れ
た
？

　
前
述
の
よ
う
に
、
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
の
正
式
の
行
政
手
続
き
は
、

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
の
議
会
へ
の
貿
易
障
壁
の
報
告（N

ational T
rade Estim

ate
）

か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
作
成
過
程
で
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
は
関
係
業
界
か
ら
意
見

書
の
提
出
を
求
め
た
。
一
九
八
九
年
三
月
の
下
旬
公
表
さ
れ
た
意
見
書

は
、
全
部
で
三
八
件
、
コ
メ
・
半
導
体
等
対
日
関
係
一
七
件
、
う
ち
日

本
の
林
産
物
貿
易
を
不
正
と
指
摘
す
る
も
の
は
全
米
林
産
物
協
会
（
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
：
当
時
）
と
米
国
合
板
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ａ
）
の
二
件
で
あ
っ
た）2
（

。

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
意
見
書
は
、
関
税
、
関
税
分
類
、
補
助
金
、
カ
ル
テ
ル
行

為
、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
協
議）3
（

へ
の
対
応
、
国
産
材
振
興
措
置
、
建
築
基
準
法
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
な
ど
広
範
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
米
国
側
の
主
張

の
ベ
ー
ス
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
四
月
三
十
日
に
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
の
議
会
に
対
す
る
貿
易
障
害
報
告
（
図
1

①
）
で
、
我
が
国
の
林
産
物
貿
易
に
関
し
て
は
、
次
の
通
り
記
述
さ
れ

て
い
る
。

「
日
本
の
関
税
、
関
税
分
類
は
、
木
材
を
差
別
す
る
建
築
基
準
・
製
品

規
格
と
相
ま
っ
て
米
国
の
競
争
力
の
あ
る
製
品
を
は
じ
め
と
す
る
木
材

製
品
の
需
要
を
抑
圧
し
て
い
る
。
業
界
は
、
政
府
の
補
助
、
独
占
禁
止

法
、
政
府
の
調
達
政
策
、
不
必
要
に
厳
し
い
消
防
法
が
米
国
木
材
の
日

本
に
対
す
る
輸
出
を
規
制
し
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。
米
国
か
ら
、

再
三
に
わ
た
り
、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
関
税
引
下
げ
協
議
を
申
し
入
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は
さ
ら
な
る
協
議
は
必
要
な
い

と
主
張
し
て
い
る
。
全
般
的
な
関
税
の
事
項
に
つ
い
て
は
ウ
ル
グ
ア
イ

ラ
ウ
ウ
ン
ド
で
取
り
扱
う
が
、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
品
目
の

関
税
分
類
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
技
術
委
員
会
で
取
り
扱
う

も
の
で
あ
る
。
そ
の
委
員
会
は
、
建
築
基
準
や
木
材
製
品
の
問
題
を
も

取
り
扱
う
こ
と
と
な
ろ
う
」

　
こ
の
報
告
書
で
、
指
摘
さ
れ
た
我
が
国
の
品
目
は
、
コ
メ
・
半
導

体
・
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
三
八
項
目
に
上
っ
て
お
り
、
こ
の
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時
点
で
も
林
産
物
は
我
が
国
に
対
し
て
指
摘
さ
れ
た
多
く
の
分
野
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
林
産
物
に
つ
い
て
一
見
多
数
の
項
目
を
取
り
上

げ
て
い
る
が
、
多
く
の
項
目
に
つ
い
て
「
業
界
は
…
非
難
し
て
い
る
」

と
距
離
を
お
い
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
「
全
般
的
な
関
税
の
事
項

は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
で
取
り
扱
う
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
慎

重
な
記
述
の
姿
勢
す
ら
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
五
月
二
十
五
日
の
認
定
（
図
1
②
）
ま
で
の
一
か
月
間
た

ら
ず
の
間
に
林
産
物
の
三
〇
一
条
認
定
へ
の
動
き
は
加
速
さ
れ
決
定
的

と
な
っ
た
。
下
院
で
は
ワ
イ
デ
ン
議
員
（
オ
レ
ゴ
ン
州
）
等
が
中
心
と

な
り
、
五
月
十
一
日
に
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
ヒ
ル
ズ
代
表
に
連
名
で
日
本
の
林
産

物
の
貿
易
障
壁
を
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
に
認
定
す
る
よ
う
求
め
る
書
簡

が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
上
院
で
は
ボ
ー
カ
ス
財
政
委
員
会
貿
易
小
委
員

長
（
モ
ン
タ
ナ
州
）、
パ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
財
政
委
員
会
共
和
党
筆
頭
理
事

（
オ
レ
ゴ
ン
州
）
等
が
中
心
と
な
り
、
五
月
十
六
日
に
同
趣
旨
の
大
統

領
あ
て
書
簡
が
発
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
有
力
議
員
か
ら
連
日
の
よ
う

に
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
の
上
層
部
に
電
話
攻
勢
が
か
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
書

簡
の
内
容
は
、
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
意
見
書
等
の
内
容
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
も
の

で
あ
り
、
議
会
筋
・
業
界
筋
の
密
接
な
連
携
プ
レ
ー
を
う
か
が
わ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
米
国
の
木
材
産
業
の
影
響
が
議
会
（
ロ
ー
カ
ル
な
政

治
力
の
集
積
）
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
我
が
国
側
か
ら
は
、
外
交
ベ
ー
ス
で
反
論
を
行
う
と
と
も

に
、
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
、
日
本
合
板
工

業
組
合
連
合
会
等
の
業
界
団
体
が
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
な
ど
、
日
米
の
林
産
物
貿
易
問
題
が
政
治
問
題
化
し
て
無
用
の
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
な
さ
れ
た
。
だ

が
、
結
果
は
五
月
二
十
五
日
の
三
〇
一
条
認
定
と
い
う
事
態
を
迎
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。

四
　
日
米
林
産
物
協
議
の
経
過
と
そ
の
論
点

　
次
に
、「
林
産
物
協
議
」
の
過
程
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
一
九
九
〇

年
六
月
の
林
産
物
合
意
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
①
Ｊ
Ａ
Ｓ
・
建
築
基
準

と
技
術
的
貿
易
障
壁
、
②
関
税
分
類
問
題
、
③
補
助
金
の
三
つ
に
テ
ー

マ
に
分
け
て
経
緯
を
紹
介
し
よ
う
。

㈠
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
・
建
築
基
準
と
技
術
的
貿
易
障
壁

　
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
の
官
報
（
図
1
②
）
で
は
、
ガ
ッ
ト
の
「
技
術
的
貿
易
障

壁
に
関
す
る
協
定
」
を
重
要
な
課
題
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。

　
日
本
で
は
、「
…
一
般
消
費
者
の
選
択
に
資
し
、
も
っ
て
公
共
の
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
」
た
め
（
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
＝
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）
や
「
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財

産
の
保
護
を
は
か
り
、
も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
」
た
め

（
建
築
基
準
法
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
規
格
や
認
定
制
度
を
制
度
化
し
て

お
り
、
各
国
も
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
応
じ
て
技
術
基
準
を
定
め
て
い
る
。
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こ
れ
は
、
純
粋
に
各
国
の
国
内
的
な
措
置
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が

国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
よ
り
必
要
以
上
に
厳
格
で
あ
っ
た
り
、

認
定
制
度
が
輸
入
品
に
差
別
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
、
貿
易
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
ガ
ッ
ト
で
は
「
技
術
的
貿
易
障
壁
」
と
呼
ん
で
い
る
（
以
下
、
ガ
ッ

ト
、
○
○
協
定
な
ど
国
際
合
意
と
そ
の
内
容
に
言
及
し
て
い
る
が
、
す

べ
て
一
九
九
〇
年
当
時
の
合
意
内
容
で
あ
る
の
で
留
意
さ
れ
た
い
）。

　
技
術
的
障
壁
に
関
し
て
、
ガ
ッ
ト
第
三
条
は
「
内
国
の
課
税
及
び
規

則
に
関
す
る
内
国
民
待
遇
」
と
い
う
表
題
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
第
一

条
の
「
最
恵
国
待
遇
」
と
並
ん
で
ガ
ッ
ト
の
最
も
基
本
的
な
ル
ー
ル
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ガ
ッ
ト
で
は
そ
の
上
に
た
っ
て
技
術
的
障
壁
に

関
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
協
定
と
い
う
合
意
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
点
ま
で
に
、
一
九
八
四
年
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

法
改
正
に
よ
り
外
国
の
製
造
業
者
を
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
に
認
定
す
る
こ
と
を

可
能
と
し
、
日
本
の
登
録
格
付
機
関
（
Ｒ
Ｇ
Ｏ
）
が
、
認
定
申
請
を
し

た
外
国
の
工
場
に
対
し
て
調
査
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
と
時
間
を
最
小
限

と
す
る
た
め
、
外
国
の
検
査
機
関
を
指
定
し
そ
の
機
関
（
Ｆ
Ｔ
Ｏ
）
が

調
査
し
た
結
果
に
基
づ
き
Ｒ
Ｇ
Ｏ
が
認
定
を
で
き
る
よ
う
に
、
一
九
八

六
年
に
関
連
省
令
を
改
正
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
開
催
さ
れ
た
林
産
物
協
議
合
意
文
書
で
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
に
関
し
て
は
、
①
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
手
続
き
の
簡
素
化
、
②
構
造
用
パ
ネ

ル
の
規
格
に
お
け
る
釘
保
持
力
、
試
験
方
法
機
械
応
力
等
級
格
付
け
の

導
入
な
ど
規
格
の
改
正
、
③
外
国
の
別
の
試
験
方
法
の
採
用
手
続
き
の

簡
素
化
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
手
続
き
を
さ
ら
に
簡

素
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
合
意
文
書
で
建
築
基
準
に
関
し
て
は
、
建
築
基
準
の
緩
和
、

合
理
化
に
関
し
て
、
一
九
九
一
年
度
ま
で
に
「
大
断
面
木
造
建
築
物
、

枠
組
壁
工
法
建
築
物
を
、
簡
易
耐
火
建
築
物
と
し
て
位
置
づ
け
」、「
防

火
・
準
防
火
地
域
の
外
で
、
木
造
に
よ
る
三
階
建
て
共
同
住
宅
の
建
築

を
限
定
的
に
認
め
る
」
こ
と
に
、
ま
た
一
九
九
三
年
度
ま
で
に
「
防

火
・
準
防
火
地
域
域
以
外
で
、
木
造
に
よ
る
三
階
建
て
共
同
住
宅
の
建

築
の
一
般
化
を
図
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

㈡
　
関
税
分
類

　
日
米
林
産
物
協
議
の
中
で
、
米
国
は
我
が
国
の
大
断
面
構
造
用
集
成

材
に
関
す
る
関
税
分
類
が
誤
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
関
税
分
類
は
、

「
商
品
の
名
称
及
び
分
類
に
つ
い
て
の
統
一
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際

条
約
（H

arm
onization System

の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｈ
Ｓ
条
約
と

呼
ば
れ
る
）」
で
独
自
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
Ｈ
Ｓ
条
約
」
が
一
九
八

八
年
に
発
効
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
米
国
も
日
本
と
同
じ
関
税
分

類
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｈ
Ｓ
条
約
に
は
六
桁
番
号
を
ふ
っ
た

五
千
以
上
の
品
目
表
が
付
属
し
て
お
り
、
加
盟
国
は
「
Ｈ
Ｓ
の
す
べ
て

の
項
お
よ
び
号
を
追
加
又
は
変
化
す
る
こ
と
な
く
使
用
し
並
び
に
こ
れ

ら
の
番
号
を
使
用
す
る
こ
と
」（
第
三
条
一
項
（
ａ
））
が
義
務
づ
け
ら
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れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
米
国
は
、「
日
本
が
４
４
１
２
に
分
類
し
て
る
構
造

用
集
成
材
に
つ
い
て
は
、
４
４
１
８
に
分
類
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し

た
。
前
者
の
関
税
率
は
一
五
％
、
後
者
の
関
税
率
は
三
・
九
％
で
あ
り
、

こ
の
分
類
の
違
い
は
輸
入
業
者
に
取
っ
て
は
十
％
以
上
の
関
税
差
を
も

た
ら
す
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
米
国
が
論
拠
と
し
た
の
は
、
Ｈ
Ｓ
分
類
の
解
説
書
（
Ｅ
ノ
ー

ト
と
称
す
る
）
に
「
４
４
１
８
の
建
築
用
木
工
品
に
は
、
木
材
の
層
を

同
一
の
木
目
の
方
向
に
多
数
重
ね
合
わ
せ
接
着
し
た
構
造
用
の
集
成
材

の
製
品
（
グ
ル
ー
ラ
ム
）
を
含
む
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
主
張
の
是
非
を
検
討
す
る
に
は
、
①
「
グ
ル
ー
ラ
ム
」
と
は
何
か
、

②
構
造
用
集
成
材
の
「
製
品
」
と
は
何
か
、
な
ど
い
く
つ
か
解
明
す
べ

き
事
項
が
あ
っ
た
。

　
日
本
の
主
張
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
全
体
的
に
Ｈ
Ｓ
分
類
は
数
字
が
小
さ
い
場
所
に
加
工
度
が
低
い
品
目
、

数
字
が
大
き
く
な
る
に
従
い
加
工
度
は
高
く
な
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て

い
る
。
４
４
類
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、
Ｈ
Ｓ
条
約
品
目
表
の
注
に
は

「
①
粗
の
木
材
、
薪
材
、
木
く
ず
、
の
こ
く
ず
…
（
一
般
に
４
４
０
１

項
か
ら
４
４
０
６
項
ま
で
）、
②
ひ
き
若
し
く
は
割
り
、
ひ
ら
削
り
し
、

ま
る
剥
ぎ
し
、
か
ん
な
が
け
…
し
た
木
材
及
び
連
続
的
な
成
形
加
工
し

た
木
材
（
４
４
０
７
項
か
ら
４
４
０
９
項
ま
で
）、
③
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
ボ
ー
ド
、
繊
維
板
、
積
層
木
材
、
及
び

改
良
木
材
（
４
４
１
０
項
か
ら
４
４
１
３
項
ま
で
）、
④
木
製
品
（
…

４
４
１
４
項
か
ら
４
４
２
１
項
ま
で
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
何
も
加
工
し
て
い
な
い
半
製
品
で
あ
る
集
成
材
は
③
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
下
の
４
４
１
２
に
含
ま
れ
、
④
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
４
４
１
８
は
、

③
の
集
成
材
を
さ
ら
に
加
工
し
最
終
製
品
と
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
。

　
以
上
の
主
張
に
基
づ
い
て
協
議
を
し
た
結
果
、
日
米
林
産
物
合
意
の

中
で
、
関
税
分
類
に
関
し
て
は
最
終
製
品
と
し
て
４
４
１
８
の
「
建
築

用
木
工
品
」
に
分
類
す
る
集
成
材
や
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
範
囲
を
お
よ
そ
次
の
よ

う
な
考
え
方
の
下
に
明
確
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
Ａ
　
集
成
材
に
つ
い
て
は
、
①
一
定
の
断
面
（
七
六
㎜
×
一
四
〇

㎜
）
以
上
の
大
断
面
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
形
状
の
も
の
を
除

き
構
造
用
と
想
定
し
、
完
成
品
と
し
て
４
４
１
８
に
分
類
す
る
。
ま
た

②
そ
れ
以
外
の
集
成
材
に
つ
い
て
は
、
技
術
資
料
な
ど
を
も
と
に
最
終

製
品
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
４
４
１
８
に
分
類
す
る
。

　
Ｂ
　
Ｌ
Ｖ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
断
面
積
（
三
八
㎜
×
八
九
㎜
）

以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
構
造
用
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

構
造
用
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
白
な
技
術
的
資
料
が
添
付
さ
れ

る
場
合
等
は
４
４
１
８
に
分
類
す
る
。

㈢
　
補
助
金

　
日
米
林
産
物
協
議
合
意
文
書
の
最
後
は
、
次
の
よ
う
な
補
助
金
に
関
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す
る
短
い
記
述
で
終
わ
っ
て
い
る
。

「
こ
の
措
置
の
目
的
を
害
さ
な
い
た
め
、
林
産
業
界
に
対
す
る
補
助
金

が
現
在
に
お
い
て
も
将
来
に
お
い
て
も
『
ガ
ッ
ト
第
六
条
、
第
一
六
条

及
び
第
二
三
条
の
解
釈
及
び
貿
易
に
関
す
る
協
定
』
に
反
す
る
も
の
で

は
な
く
、
こ
の
観
点
に
立
ち
ガ
ッ
ト
に
お
け
る
い
か
な
る
ガ
ッ
ト
締
約

国
の
直
接
間
接
の
利
益
を
無
効
に
し
、
あ
る
い
は
侵
害
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
が
日
本
政
府
の
意
志
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
補
助
金

は
一
九
八
二
年
の
積
極
的
調
整
政
策
に
関
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
宣
言
に
も

合
致
す
る
も
の
と
な
る
」

　
合
意
文
書
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
ガ
ッ
ト
…
の
解
釈
及
び
貿
易
に
関

す
る
協
定
」
は
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド）4
（

で
締
結
さ
れ
た
一
一
の
協
定
の
う
ち

の
一
つ
で
、「
補
助
金
相
殺
措
置
に
関
す
る
協
定
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

第
一
部
は
ガ
ッ
ト
第
六
条
「
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
税
及
び
相
殺
関
税
」
に

つ
い
て
、
第
二
部
は
ガ
ッ
ト
第
一
六
条
「
補
助
金
」
に
関
す
る
規
定
等

よ
り
な
っ
て
い
る
。
こ
の
協
定
の
第
八
条
に
は
、「
署
名
国
（
日
本
）

は
補
助
金
の
交
付
に
よ
っ
て
」「
他
の
署
名
国
（
米
国
）
に
対
し
一
般

協
定
に
基
づ
い
て
直
接
又
は
間
接
に
与
え
ら
れ
た
利
益
（
例
え
ば
、
そ

の
後
行
わ
れ
る
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
結
果
、
日
本
が
関
税
を
引
き

下
げ
譲
許
し
た
場
合
の
米
国
の
利
益
）
を
無
効
化
又
は
侵
害
（
例
え
ば
、

補
助
金
に
よ
っ
て
関
税
引
き
下
げ
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
「
改
善
」
の
結

果
を
無
に
す
る
等
）」「
の
事
態
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と

に
合
意
す
る
」
と
あ
り
、
こ
の
部
分
が
、
合
意
文
書
で
、「
協
定
」
が

言
及
さ
れ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、
合
意
文
書
に
あ
る
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
宣
言
」
は
、
一
九
七
八
年
の
第
一
八
回
閣
僚
理
事
会
に
お
け
る
も

「
調
整
政
策
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
を
指
し
て
お
り
、
構
造
調
整
を

行
う
た
め
の
補
助
金
は
、
①
期
限
を
切
っ
て
、
②
漸
減
的
に
計
画
す
る

等
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
終
わ
り
に
―
紛
争
が
政
治
問
題
化
し
た
背
景

　
以
上
の
よ
う
に
、
政
治
問
題
と
な
っ
た
米
国
の
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条

に
基
づ
く
認
定
に
端
を
発
し
て
行
わ
れ
た
日
米
林
産
物
協
議
の
合
意
内

容
を
見
て
き
た
。
ガ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
国
際
的
な
当
該
時
点
で
の
合

意
を
日
本
が
守
る
よ
う
に
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
技
術
基
準
の
よ
う
に
、

そ
れ
ま
で
に
日
本
と
し
て
も
実
施
し
て
き
た
内
容
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と

い
う
内
容
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
案
が
、
日
米
間
で
政

治
問
題
化
し
た
背
景
と
原
因
に
つ
い
て
最
後
に
検
討
し
て
お
こ
う
。

（
ロ
ー
カ
ル
な
政
治
力
に
強
い
、
木
材
産
業
）

　
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
木
材
産
業
は
、
森
林
と
い

う
自
然
資
源
の
加
工
流
通
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
同
様
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
は
金
属
資
源
、
化
石
資
源
な
ど
を
基
盤
と
し
た
多
様
な
産
業
が
あ
り
、

世
界
中
の
資
源
を
集
め
て
加
工
し
て
世
界
中
に
販
売
す
る
金
属
・
化
石

資
源
系
の
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
強
力
な
社
会
的
な
パ
ワ
ー
を
持
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
比
べ
て
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
資
源
で
あ
る
森
林
資
源
を
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生
か
し
て
付
加
価
値
を
加
え
、
広
範
な
消
費
者
に
製
品
を
提
供
す
る
木

材
産
業
は
、
企
業
の
規
模
は
そ
ん
な
に
大
き
く
な
い
が
、
当
該
地
域
に

と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
が
前
述
の
よ
う
に
、

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
包
括
貿
易
法
三
〇
一
条
に
当

該
産
品
と
し
て
認
定
さ
れ
る
ま
で
、
議
会
関
係
者
の
活
発
な
活
動
、
オ

レ
ゴ
ン
州
な
ど
木
材
ビ
ジ
ネ
ス
が
拠
点
と
し
て
い
る
地
域
を
中
心
に
多

く
の
議
員
が
政
府
に
訴
求
し
た
政
治
力
の
源
泉
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

（
輸
入
国
と
輸
入
国
の
ロ
ー
カ
ル
な
市
場
の
差
異
）

　
も
う
一
つ
、
政
治
問
題
化
し
た
背
景
と
し
て
、
両
国
の
木
材
製
品
の

市
場
の
差
異
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
の
時
期
は
、
我
が
国
で
は

一
九
八
八
年
か
ら
の
住
宅
ブ
ー
ム
と
円
高
で
木
材
輸
入
が
拡
大
し
て
い

た
時
期
で
あ
る
。
対
日
輸
出
木
材
を
取
り
扱
っ
て
い
た
業
界
に
不
満
と

問
題
が
あ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
が
、
我
が
国
が
輸
入
す
る
製
品
の
多
く

は
、
日
本
市
場
で
消
費
さ
れ
る
製
品
を
日
本
で
生
産
す
る
原
料
の
丸
太

で
あ
り
、
そ
の
生
産
・
流
通
に
携
わ
っ
て
い
る
の
は
少
数
の
大
手
企
業

で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
米
国
の
既
製
品
（
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

ラ
ン
バ
ー
）
の
生
産
に
携
わ
っ
て
い
る
多
く
の
平
均
的
製
材
業
者
か
ら

み
れ
ば
、「
日
本
の
強
い
円
を
背
景
に
し
た
丸
太
買
い
付
け
に
よ
り
、

我
々
の
調
達
す
る
丸
太
の
価
格
は
上
昇
す
る
一
方
で
あ
る
。
同
じ
よ
う

に
我
々
の
生
産
し
た
製
品
を
強
い
円
で
買
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
が
、

我
々
の
生
産
す
る
既
製
品
を
日
本
は
買
わ
な
い
。
経
営
を
圧
迫
す
る
の

は
、
丸
太
ば
か
り
買
っ
て
製
品
を
買
わ
な
い
日
本
人
の
や
り
方
だ
。
日

本
の
消
費
者
に
、
世
界
一
競
争
力
の
あ
る
米
国
製
の
製
材
製
品
を
買
わ

せ
な
い
、
巧
妙
な
目
に
見
え
な
い
障
壁
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　
日
本
が
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
ラ
ン
バ
ー
を
米
国
人
ほ
ど
使
わ
ず
、
既
製

品
の
輸
入
が
少
な
い
の
は
、
日
本
人
が
違
っ
た
建
築
様
式
の
住
宅
に
住

み
、
別
の
仕
様
の
部
材
を
使
う
か
ら
な
の
だ
、
と
い
っ
た
こ
と
は
、
実

際
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
っ
て
い
る
人
に
は
常
識
に
な
っ
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
が
、
米
国
の
一
部
の
「
業
界
指
導
者
」
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
大
い
に
問
題
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

追
記

　
以
上
、
三
〇
年
前
の
日
米
間
の
木
材
貿
易
を
巡
る
二
国
間
紛
争
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
八
九
年
に
ベ
ル
リ

ン
の
壁
が
な
く
な
り
、
米
国
の
対
外
政
策
の
標
的
が
日
本
の
対
米
輸
出

の
拡
大
と
な
り
、
日
米
経
済
摩
擦
と
な
っ
た
局
面
で
の
話
で
あ
る
。
大

国
・
米
国
の
圧
力
に
議
論
で
応
じ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
時
の
後
ろ
盾

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
形
成
さ
れ
た
ガ
ッ
ト
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
各
条

約
の
条
文
だ
っ
た
。
他
方
、
現
時
点
で
の
紛
争
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛

争
は
解
決
に
向
か
う
話
し
合
い
の
糸
口
も
見
出
し
て
い
な
い
。
そ
し
て

昨
年
来
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
木
材
製
品
の
輸
入
は
、
両
国
の
輸
出
入
禁
止

と
い
う
措
置）5
（

が
取
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
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三
〇
年
前
の
木
材
貿
易
紛
争
が
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題

だ
っ
た
が
、
国
と
国
同
士
の
紛
争
が
話
し
合
い
で
解
決
す
る
場
に
、
循

環
資
源
で
あ
る
木
材
が
主
役
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
自
体
は
、
紛
争
解

決
の
土
台
を
も
っ
て
い
る
良
い
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

注（
1
）
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
条
約
で
は
「
紛
争
解
決
手
続
に
関
す
る

規
則
及
び
手
続
に
関
す
る
了
解
（
Ｄ
Ｓ
Ｕ
）」
二
三
条
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
上
の

利
益
が
害
さ
れ
た
か
否
か
の
判
断
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
紛
争
解
決
手
続
で
な
け
れ

ば
行
え
な
い
、
そ
れ
に
よ
ら
な
い
一
方
的
措
置
の
禁
止
が
明
文
化
さ
れ
た

（
2
）
藤
原
敬
（
一
九
九
二
）「
林
産
物
貿
易
と
ガ
ッ
ト
」
日
刊
木
材
紙
、
第

二
章
「
日
米
林
産
物
協
議
と
ガ
ッ
ト
」、
本
稿
の
当
時
の
事
実
関
係
の
記
載

は
多
く
同
文
献
に
よ
っ
て
い
る
（
後
述
参
考
文
献
参
照
）。

（
3
） 

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
市
場
志
向
型
分
野
別
：M

arket-O
riented, Sector-

Selective

）
協
議
（
一
九
八
五
年
）。
特
定
分
野
（
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

電
気
通
信
、
医
薬
品
・
医
療
機
器
、
林
産
物
等
）
の
日
本
市
場
ア
ク
セ
ス
に

対
す
る
障
害
に
関
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
協
議
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
、
一
部
木
材
製

品
の
関
税
撤
廃
等
に
合
意
。

（
4
） 

ガ
ッ
ト
の
体
制
下
で
数
回
包
括
的
貿
易
交
渉
が
行
わ
れ
、
第
六
回
目

（
一
九
六
四
〜
六
七
年
）
が
ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
、
第
七
回
目
（
一
九
七
四

〜
七
九
年
）
が
東
京
ラ
ウ
ン
ド
、
第
八
回
目
（
一
九
八
六
〜
九
四
年
）
が
ウ

ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
設
立
が
決
定
）
と
言
わ
れ
る
。

（
5
） 

日
本
の
輸
入
禁
止
措
置
の
根
拠
は
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の

「
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
」、「
第
二
十
一
条
　
安
全
保
障
の
た

め
の
例
外
」
の
「
締
約
国
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
の
た
め
国
際
連

合
憲
章
に
基
く
義
務
に
従
う
措
置
を
執
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
」。

参
考
文
献

武
田
八
郎
（
一
九
九
一
）「
外
材
輸
入
の
新
展
開
│
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
日

米
林
産
物
協
議
と
関
連
し
て
」、『
林
業
経
済
研
究
』
一
一
九
号
所
収

藤
原
敬
（
一
九
九
二
）（
三
）
日
米
林
産
物
協
議
と
ガ
ッ
ト
、
日
刊
木
材
新

聞
掲
載
「
林
産
物
貿
易
と
ガ
ッ
ト
」「
林
産
物
貿
易
と
ガ
ッ
ト
│
三
〇
年
前

の
連
載
記
事
」https://jsfm

f.net/boueki/gattnikan/gattnikkan.htm
l

（（
一
財
）林
業
経
済
研
究
所
フ
ェ
ロ
ー
研
究
員
／

（
一
社
）ウ
ッ
ド
マ
イ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
）
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東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
を
設
立

　
私
は
、
東
京
農
業
大
学
在
学
中
は
探
検
部
に
所
属
し
て
日
本
中
の
山

に
登
り
、
川
を
下
り
、
モ
ン
ゴ
ル
国
で
は
新
た
な
洞
窟
を
探
し
に
、
卒

業
後
は
チ
ベ
ッ
ト
を
流
れ
る
メ
コ
ン
川
を
下
っ
た
り
と
自
然
の
中
で
過

ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
大
学
卒
業
後
し
ば
ら
く
経
っ
た
二
〇
〇
〇
年

頃
か
ら
林
業
を
仕
事
に
し
た
い
と
思
い
た
ち
、
各
地
で
働
き
先
を
探
し

て
い
た
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
案
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
一
年
に
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
キ
ッ
カ
ケ
に
東
京

都
西
多
摩
郡
檜
原
村
に
あ
る
森
林
組
合
に
採
用
が
決
ま
り
、
現
場
作
業

や
現
場
管
理
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
二
〇
〇
六
年
に
森
林
組
合
か
ら
独
立
す
る
か
た
ち
で
東
京

チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
を
創
業
し
た
。
そ
し
て
、
林
業
現
場
の
労
働
環
境
改
善

や
新
し
い
林
業
の
あ
り
方
を
模
索
す
べ
く
二
〇
一
〇
年
に
株
式
会
社
へ

と
法
人
化
し
、
現
在
約
三
十
名
ほ
ど
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
既
存
の
事

業
は
大
き
く
二
つ
の
柱
が
あ
り
、
一
つ
は
森
林
整
備
請
負
事
業
、
も
う

一
つ
は
「
根
っ
こ
〜
幹
〜
枝
葉
ま
で
一
本
ま
る
ご
と
使
い
切
る
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
素
材
及
び
加
工
品
の
販
売
、
そ
し
て
森
デ
リ
バ
リ
ー

（
出
張
型
体
験
サ
ー
ビ
ス
）
に
よ
る
木
材
販
売
事
業
で
あ
る
。
現
在
は

こ
の
二
つ
の
事
業
を
追
い
か
け
る
か
た
ち
で
、
三
つ
め
の
柱
と
し
て
森

林
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
東
京
美
林
倶
楽
部
の
運
営
や
企
業

向
け
森
林
研
修
の
受
け
入
れ
な
ど
森
林
空
間
を
活
用
し
た
事
業
を
行
っ

シ
リ
ー
ズ

　森
林
の
多
面
的
利
用
で
生
み
出
す
新
た
な
森
林
経
営
（
6
）

森
林
空
間
を
活
用
し
た
新
規
事
業
の
創
出

青あ
お

　
　
木き

　
　
亮り
ょ
う　

　
輔す
け
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て
い
る
。

新
規
事
業
立
ち
上
げ
の
背
景

　
日
本
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
森
林
大
国
で
、
国
土
の
約
七
割
が
森
林
に

覆
わ
れ
て
い
る
。
水
資
源
も
豊
富
で
、
四
季
も
あ
り
、
世
界
で
も
稀
な

人
や
動
植
物
が
生
き
る
た
め
に
優
位
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。
そ

の
森
林
の
約
四
割
が
戦
後
植
林
さ
れ
た
人
工
林
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
人
工
林
も
樹
齢
が
平
均
六
〇
年
を
超
え
、
有
史
以
来
、
最
大
の
蓄

積
量
に
達
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
人
工
林
を
中
心
に
林
業
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
林
業
の

宿
命
で
あ
る
植
林
か
ら
収
穫
ま
で
の
期
間
が
長
く
、
将
来
の
木
材
価
格

が
読
め
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
育
林
コ
ス
ト
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
あ
る
意
味
博
打
の
よ
う
な
商
売
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
こ
と
は
林
業
を
専
業
と
す
る
こ
と
の
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
現
在
、
全
国
で
は
森
林
の
集
約
化
が

進
め
ら
れ
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
機
械
化
が
進
み
、
生
産
能
力
が

上
が
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
木
材
価
格
が
上
が
ら
な
い
中
で
働
き
方
改

革
に
よ
り
労
働
コ
ス
ト
は
上
が
っ
て
お
り
、
収
益
性
の
改
善
ま
で
に
は

多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
の
森
林
所
有
者
、
森
林
組

合
や
民
間
の
林
業
事
業
体
の
ほ
と
ん
ど
は
小
規
模
零
細
で
あ
り
、
思
い

切
っ
た
投
資
に
踏
み
切
れ
ず
、
新
規
事
業
を
興
す
余
裕
も
な
く
、
こ
の

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
が
、
現
在
の
林

業
を
取
り
巻
く
現
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

東
京
都
に
あ
る
村
―
檜
原
村

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
東
京
は
、
約
四
割
が
森
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
特

に
多
摩
西
部
は
森
林
資
源
が
豊
富
で
、
都
心
か
ら
車
で
一
時
間
半
〜
二

時
間
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
好
立
地
に
あ
る）1
（

。

　
そ
の
中
で
も
、
私
た
ち
が
メ

イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る

檜
原
村
は
、
最
寄
駅
で
あ
る
武

蔵
五
日
市
駅
か
ら
バ
ス
で
最
短

二
〇
分
と
公
共
交
通
の
便
が
悪

い
も
の
の
、
車
で
の
ア
ク
セ
ス

は
比
較
的
良
く
、
多
く
の
都
民

が
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
、
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
で
訪
れ

て
い
る）2
（

。

　
ま
た
、
檜
原
村
か
ら
流
れ
出

た
秋
川
の
清
流
は
、
多
摩
川
に

合
流
し
、
東
京
の
中
心
を
横
断

し
、
都
市
部
を
抜
け
東
京
湾
に

注
ぎ
込
ん
で
い
る
。
多
く
の
市

区
町
村
が
そ
の
流
域
で
つ
な

図 1　檜原村の位置
（
1
）
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が
っ
て
お
り
、
街
と
森
を
結
ぶ
流
域
が
実
感
で
き
る
程
よ
い
距
離
感
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
檜
原
村
な
ど
の
多
摩
西
部
で
林

業
を
行
う
に
あ
た
り
と
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
も
新
規
事
業
を
行
う
に

あ
た
っ
て
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
林
野
庁
が
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト

と
東
京
都
が
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
そ
れ
ら
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
国
民
の
日
本
の
森
林
に
対
す
る

期
待
と
、
都
民
が
東
京
の
森
林
に
期
待
す
る
も
の
は
違
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
森
林
に
期
待
す
る
上
位
は
ほ
ぼ
一
緒
で
二
酸
化
炭
素
吸
収

に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
や
水
土
保
全
機
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本

全
国
で
は
そ
の
次
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
木
材
生
産
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
京
で
は
木
材
生
産
は
ほ
と
ん
ど
期
待
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
代
わ
り
、
東
京
で
は
体
験
や
癒
し
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
）
4、
3
（

。
　
一
方
、
山
側
の

ニ
ー
ズ
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

森
林
経
営
管
理
制
度

が
は
じ
ま
り
、
全
国

で
森
林
所
有
者
の
意

向
調
査
が
行
わ
れ
た
。

多
く
の
森
林
所
有
者

が
自
身
で
は
管
理
を

し
て
お
ら
ず
、
森
林

組
合
や
民
間
林
業
事

業
体
に
委
託
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
管
理

を
放
棄
し
て
い
る

図 2　森林に期待する役割の変遷
（
3
）

図 3　東京の森林への期待
（
4
）
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ケ
ー
ス
も
あ
る
。
森
林
所
有
者
は
、
山
林
を
所
有
し
て
い
て
も
収
入
は

な
く
、
固
定
資
産
税
や
森
林
組
合
へ
の
賦
課
金
の
支
払
い
な
ど
毎
年
の

支
出
が
発
生
し
て
所
有
意
欲
を
失
っ
て
お
り
、
相
続
を
躊
躇
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
少
な
く
て
も
ト
ン
ト
ン
に
な
る
程
度
の
収
入
を
望
む
所
有
者

が
多
い
。
檜
原
村
で
も
同
様
で
、
何
か
収
入
を
得
ら
れ
る
手
段
が
な
い

か
と
、
近
年
、
特
に
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

会
員
制
森
林
育
成
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
東
京
美
林
倶
楽
部
」

　
そ
の
よ
う
な
中
、
弊
社
で
は
二
〇
一
四
年
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

林
業
経
営
育
成
資
金
を
活
用
し
た
森
林
取
得
費
用
を
融
資
い
た
だ
き
、

約
十
ha
の
森
林
を
購
入
し
て
東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
の
社
有
林
と
し
た
。

同
じ
年
、
そ
の
森
林
の
一
部
一
ha
ほ
ど
を
小
規
模
皆
伐
し
て
立
木
を
売

却
し
、
伐
採
跡
地
の
再
造
林
を
行
う
に
あ
た
り
、
以
前
よ
り
構
想
し
て

い
た
「
東
京
美
林
倶
楽
部
」
の
募
集
を
開
始
し
た
。

　「
東
京
美
林
倶
楽
部
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
わ
た
し
の
木
が

森
に
な
る
」
で
、「
三
〇
年
の
時
間
を
か
け
て
東
京
に
美
し
い
森
林
を

再
生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。
入
会
金
五

万
円
、
年
会
費
千
円
。
三
〇
年
で
合
計
八
万
円
の
費
用
を
い
た
だ
く
。

そ
の
費
用
を
活
用
し
て
、
初
年
度
は
春
の
植
え
つ
け
と
し
て
ス
ギ
の
苗

木
を
三
本
植
え
る
。
一
年
目
か
ら
七
年
目
ま
で
は
毎
夏
に
年
一
回
の
下

刈
り
体
験
、
八
年
目
か
ら
二
〇
年
目
ま
で
は
四
年
ご
と
に
枝
打
ち
体
験
、

二
五
年
目
と
三
〇
年
目
に
間
伐
し
、
そ
の
間
伐
材
二
本
を
お
譲
り
す
る

と
い
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
間
伐

材
は
村
内
の
加
工
業

者
を
紹
介
し
、
好
み

の
商
品
に
加
工
し
て

使
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
提
案
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

都
民
の
「
自
然
環
境

に
貢
献
し
た
い
」、

そ
し
て
「
自
然
体
験

し
た
い
」
と
い
う

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
内

容
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
都
市
で
は
体
感

で
き
な
い
「
三
〇
年

と
い
う
時
間
」
を
楽
し
む
と
い
う
、
新
た
な
価
値
観
の
創
出
に
繋
が
っ

て
い
る
の
で
は
、
と
感
じ
て
い
る
。

　
募
集
一
年
目
の
二
〇
一
四
年
十
一
月
に
は
一
〇
〇
組
、
二
年
目
は
五

〇
組
、
そ
し
て
三
年
目
以
降
は
毎
年
三
〇
組
程
度
の
募
集
を
行
い
、
二

〇
二
三
年
二
月
現
在
約
三
百
組
の
ご
家
族
に
入
会
い
た
だ
い
て
い
る
。

あ
く
ま
で
、
小
面
積
皆
伐
跡
地
の
活
用
な
の
で
、
そ
の
時
々
で
面
積
が
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変
わ
り
、
募
集
組
数
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　
こ
の
「
東
京
美
林
倶
楽
部
」
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ

う
な
効
果
が
え
ら
れ
た
。

　
ま
ず
は
、
前
記
の
費
用
を
払
っ
て
も
自
然
環
境
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
環
境
意
識
の
高
い
層
の
方
と
三
〇
年
の
お
付
き
合
い
が
で
き
る
こ
と

で
あ
り
、
弊
社
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
村
内
外
で

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
時
、
新
商
品
の
販
売

の
時
な
ど
に
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。
ま
た
、

先
に
売
上
の
見
通
し
が
立
つ
こ
と
で
将
来
の
木
材
価
格
に
左
右
さ
れ
ず

に
、
丁
寧
に
育
林
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
林
購
入
費
用
を
初

期
段
階
で
回
収
で
き
た
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
、
毎
年
の
育

林
体
験
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
と

定
期
的
に
交
流
で
き
る
機
会
で
も
あ
り
、
コ
ス
ト
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
。
た
だ
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
植
え
た
木
に
思
い
入

れ
が
強
く
入
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
育
林
過
程
で
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ

の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
は
必
要
に
な
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
苗
木
の
他
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
苗
木
を
植
え
て
お
り
、
万
が
一
会
員
の
苗
木
に
生
育
不
良
や
食
害
、

雪
害
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
三
年
目
ま
で
は
補
植
対
応
し
、

四
年
目
以
降
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
苗
木
を
育
て
て
い
た
だ
く
こ
と
で
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
二
一
年
に
は
東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
の
社
有

林
に
隣
接
す
る
森
林
や
空
間
活
用
で
き
そ
う
な
森
林
を
追
加
購
入
し
、

所
有
林
を
約
二
十
ha
に
拡
大
し
た
。

ア
ウ
ト
ド
ア
業
界
の
背
景

　
二
〇
二
〇
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
以
前
よ
り
活
況
で
あ
っ

た
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
、
各
地
の
キ
ャ
ン
プ
場
は

予
約
が
取
れ
ず
、
サ
イ
ト
は
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
日

本
で
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
は
、
一
回
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
の
一

九
六
一
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
プ
や
野
外
活
動
が
推

進
さ
れ
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
代
の
バ
ブ
ル
景
気
下
に
お
い
て
、
自
動
車
利

用
の
拡
大
に
伴
っ
て
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
。
そ
の
後
、

バ
ブ
ル
崩
壊
を
う
け
て
個
人
の
価
値
観
が
「
金
銭
の
消
費
」
か
ら
「
時

間
の
消
費
」
へ
と
変
化
し
、
キ
ャ
ン
プ
が
国
民
の
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
浸

透
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災

で
ア
ウ
ト
ド
ア
ギ
ア
が
活
躍
し
た
こ
と
や
、
そ
の
後
「
生
き
る
力
」
が

大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
は
じ
め
、
改
め
て
キ
ャ
ン
プ
や
ア

ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
見
直
さ
れ
は
じ
め
た
。

　
こ
の
頃
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
が
急
激

に
多
様
化
し
て
い
く
。
そ
れ
ま
で
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
ス
タ
イ
ル
か
ら
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
、
ブ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
（
森
林
な

ど
自
然
環
境
に
お
け
る
〝
生
活
の
知
恵
〞
の
総
称
）、
女
子
キ
ャ
ン
プ
、

グ
ル
ー
プ
キ
ャ
ン
プ
、
サ
ウ
ナ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
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は
、
お
う
ち
キ
ャ
ン
プ
や
家
電
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
一
方
で
、
最
近
で
は
キ
ャ
ン
プ
人
気
と
ギ
ア
の
低
価
格
化
に

伴
い
、
マ
ナ
ー
の
悪
化
問
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や

盗
難
、
騒
音
、
無
断
で
の
立
木
の
伐
採
や
焚
き
火
禁
止
エ
リ
ア
で
の
焚

き
火
な
ど
が
発
生
し
た
。
そ
の
対
策
に
悩
ま
さ
れ
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
閉

鎖
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ）5
（

。

会
員
制
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

　「Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｉ 

Ｎ
Ｏ 
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
が
所
有
し
て
管
理
し

て
い
る
森
林
を
運
用
す
べ
く
二
〇
二
一
年
六
月
に
檜
原
村
の
移
住
組
で

あ
る
仲
間
ふ
た
り
と
三
代
表
制
で
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、

二
〇
二
一
年
十
月
に
会
員
制
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｉ 

Ｎ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
（
モ
ッ
キ
ノ
モ
リ
）」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
こ
で
は

四
つ
の
個
性
の
異
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
用
意
（
三
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は

東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
が
所
有
、
一
つ
は
村
内
の
別
の
個
人
所
有
）
し
て
、

メ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
森
林
は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
取
得
し
て
い
る
。
会
員

利
用
者
は
年
会
費
（
ソ
ロ
会
員
：
税
込
一
一
万
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
会

員
：
税
込
一
三
万
二
千
円
）
を
払
え
ば
一
年
中
使
い
放
題
の
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
（
＝
サ
ブ
ス
ク
）
制
（
定
額
制
）
と
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
や
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
事
前
予
約
す

れ
ば
好
き
な
時
に
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

林
地
残
材
な
ど
を
活
用
し
た
薪
も
使
い
放
題
だ
。
毎
月
会
員
利
用
者
向

け
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
お
り
、
希
望
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と
も
喜
ば
れ
て
い
る
。
会
員
の
ほ
と
ん
ど

が
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
で
、
現
在
、
約
六
十
組
が
入
会
し
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
「
東
京
美
林
倶
楽
部
」
の
会
員
さ
ん
も
複
数
組
入
会
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
構
想
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
二
〇
一
九
年
に
東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
社
有
林

で
子
ど
も
向
け
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
た
時
の
会
話
の
中

で
、「
農
地
の
よ
う
に
多
く
の
人
と
森
林
を
シ
ェ
ア
で
き
る
仕
組
み
が

あ
る
と
い
い
よ
ね
」
と
い
う
話
に
な
り
、
す
で
に
各
種
体
験
プ
ロ
グ
ラ
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ム
で
活
用
し
て

お
り
、
作
業
道

も
整
備
さ
れ
て

い
る
東
京
チ
ェ

ン
ソ
ー
ズ
の
社

有
林
を
シ
ェ
ア

す
る
こ
と
を
思

い
つ
い
た
。

さ
っ
そ
く
準
備

を
進
め
る
中
で
、

コ
ン
セ
プ
ト
も

朧
げ
に
見
え
て

き
た
。「
通
常

の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
の
よ
う
に

日
常
を
自
然
に

持
ち
込
む
の
で
は
な
く
、
不
便
を
楽
し
み
自
然
に
寄
り
添
う
過
ご
し

方
」
を
提
案
し
、
利
用
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
利
用
す
る
こ
と
で
、
森
林
が

豊
か
に
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

　「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｉ 

Ｎ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
で
は
電
気
や
水
道
が
な
い
の
で
、

キ
ャ
ン
プ
に
必
要
な
も
の
は
全
て
持
ち
込
ん
で
も
ら
い
、
ゴ
ミ
は
持
ち

帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
然
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
に
つ
な
げ
た
。
通
常
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
よ
う
に
電
気
を
引
い
た

り
、
水
栓
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
た
め
に
は
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

必
要
に
な
り
、
そ
の
こ
と
は
自
然
を
大
き
く
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｉ 

Ｎ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
で
は
、
水
を
必
要
と
し
な
い
コ
ン

ポ
ス
ト
ト
イ
レ
と
土
中
の
水
脈
環
境
を
利
用
し
た
風
の
縄
文
ト
イ
レ
し

か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
便
な
環
境
で
は
あ
る
が
、
環
境
に
配
慮
し
て

い
る
こ
と
に
共
感
い
た
だ
い
た
上
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
会
員
利
用
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
す
る
こ
と
で
森
林
や
地

域
が
よ
り
良
く
な
る
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
に
、
各
種
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
林
地
残
材
を
集

材
し
て
薪
を
つ
く
る
作
業
や
間
伐
体
験
に
よ
る
間
伐
材
を
活
か
し
た
き

の
こ
栽
培
、
自
然
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
極
力
抑
え
る
よ
う
な
ア
ウ
ト
ド

ア
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
講
習
やLeave 

N
o T

race

（
環
境
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
小
限
に
し
て
、
ア
ウ

ト
ド
ア
を
楽
し
む
た
め
の
環
境
倫
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
講
習
な
ど
も
用
意

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
文
化
に
触
れ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
檜
原

村
を
満
喫
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
お
り
、
会
員
利
用
者
の
満

足
度
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
、
人
工
林
を
中
心
と
し
た
林
業
の
意
義
な
ど
を
正
確
に
伝
え

ら
れ
る
こ
と
も
大
き
い
と
思
っ
て
い
る
。「
東
京
美
林
倶
楽
部
」
同
様
、

先
に
年
会
費
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
集
客

写真 3　 MOKKI NO MORI のワークショップ風景（キノ
コの植菌作業）
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や
コ
ス
ト
管
理
に
労
力
を
使
う
必
要
が
な
い
こ
と
も
サ
ブ
ス
ク
制
の
い

い
と
こ
ろ
だ
。

　
そ
れ
ま
で
生
産
林
と
し
て
活
用
し
て
い
た
森
林
を
都
市
に
暮
ら
す

方
々
に
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
開
放
す
る
に
あ
た
り
、

実
は
心
配
な
こ
と
が
一
つ
あ
っ
た
。
山
火
事
対
策
で
あ
る
。
不
特
定
多

数
の
利
用
者
が
出
入
り
す
る
状
況
で
、
地
域
住
民
の
方
々
に
迷
惑
を
お

か
け
し
な
い
よ
う
に
マ
ナ
ー
の
徹
底
が
で
き
る
の
か
。
そ
こ
で
思
い
つ

い
た
の
が
、
会
員
制
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
入
会
希
望
者
向
け
に
毎

月
見
学
会
を
開
催
し
、「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｉ 
Ｎ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
や
利
用
方
法
、
禁
止
事
項
を
伝
え
た
上
で
、
納
得
し
て
い
た
だ
い

た
方
に
入
会
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
す
る
の
は

会
員
利
用
者
だ
け
な
の
で
、
自
然
と
会
員
同
士
が
顔
見
知
り
と
な
り
、

マ
ナ
ー
の
徹
底
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
会
員
に
は

Facebook

グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
も
随
時
、
利

用
方
法
や
注
意
事
項
を
共
有
す
る
こ
と
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
ー

ル
ド
の
至
る
と
こ
ろ
に
ト
ラ
ッ
シ
ュ
缶
を
設
置
し
、
消
火
器
や
消
火
ス

プ
レ
ー
な
ど
を
常
備
し
て
い
る
。
不
特
定
多
数
の
利
用
者
が
入
り
乱
れ

る
キ
ャ
ン
プ
場
と
は
違
い
、
会
員
同
士
顔
の
見
え
る
関
係
が
築
け
た
こ

と
で
、
連
帯
意
識
が
芽
生
え
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環
境
が

整
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
二
年
目
に
入
り
、
サ
ブ
ス
ク
方
式
も
年
額
一
括
支
払

い
だ
け
で
は
な
く
毎
月
払
い
制
度
を
新
設
し
た
り
、
ス
ポ
ッ
ト
会
員
制

度
（
サ
ブ
ス
ク
で
は
な
く
都
度
支
払
い
）、
会
員
に
よ
る
紹
介
制
度
を

用
意
す
る
こ
と
で
会
員
は
増
え
て
お
り
、
二
年
目
で
一
〇
〇
組
の
会
員

を
目
指
し
て
い
る
。
売
上
の
一
部
は
賃
料
と
し
て
森
林
所
有
者
に
支
払

わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
新
た
な
不
動
産
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
東

京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
と
し
て
は
さ
ら
な
る
森
林
の
取
得
も
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
別
の
森
林
所
有
者
か
ら
も
、
不
採
算
森
林
か
ら
の
収
入
が
発
生
し

て
喜
ば
れ
て
い
る
。
会
員
利
用
者
が
一
〇
〇
組
を
超
え
た
場
合
は
新
し

く
フ
ィ
ー
ル
ド
を
増
や
す
予
定
で
、
そ
の
結
果
、
よ
り
会
員
の
満
足
度

も
上
が
る
と
思
わ
れ
、
地
域
の
未
利
用
森
林
の
活
用
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
複
数
の
候
補
地
を
用
意
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
都
市
住
民
が
あ
ま
り
入
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
エ
リ
ア
を
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
で
、

森
林
所
有
者
と
し
て
も
森
林
の
新
し
い
活
用
が
で
き
、
新
た
な
収
入
源

に
つ
な
が
る
こ
と
は
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
。
ま
た
、

都
市
住
民
と
し
て
も
、
自
分
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
イ
ト
の
よ
う
に
、
普

段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
森
林
空
間
を
悠
然
と
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
利
用
料
を
支
払
い
、
そ
こ
で
活
動
す
る
こ
と
で
地
域
の
林
業
や
自

然
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、

ｗ
ｉ
ｎ-

ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
は
、
森
林
の
活
用
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
空
き
地
を

駐
車
場
と
し
て
借
り
る
こ
と
で
地
元
住
民
か
ら
も
喜
ば
れ
て
お
り
、
村

内
で
の
買
い
物
や
温
泉
利
用
な
ど
地
域
経
済
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
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き
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｉ 

Ｎ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
以

来
、「hinata

ア
ウ
ト
ド
ア
大
賞
二
〇
二
一
『
大
賞
』」、「
二
〇
二
二
年

度
　
日
本
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
大
賞
『
特
別
賞
』」、「
Ｂ
Ｅ-

Ｐ
Ａ
Ｌ

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ワ
ー
ド
二
〇
二
二
『
キ
ャ
ン
プ
場
部
門
三
位
』」
な
ど
、

林
業
業
界
以
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
こ
の
取
り

組
み
が
社
会
の
中
で
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
安

堵
し
て
い
る
。
近
年
の
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が
背
景
に
あ
る

こ
と
で
、「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｉ 

Ｎ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

樹
齢
一
〇
〇
年
の
森
に
向
け
て

　
今
後
、
東
京
の
森
も
人
工
林
は
成
長
を
続
け
、
森
林
空
間
も
成
熟
し

て
い
く
。
私
が
こ
の
仕
事
を
離
れ
る
頃
に
は
資
源
と
し
て
重
要
な
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
が
よ
り
大
径
木
と
な
り
、
広
葉
樹
が
共
生
で

き
る
素
晴
ら
し
い
樹
齢
一
〇
〇
年
の
森
が
こ
の
東
京
に
も
広
が
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
森
林
空
間
を
よ
り
多
く
の
人
と
共
有
す
る
た
め

に
も
、
今
か
ら
そ
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

「
東
京
美
林
倶
楽
部
」
や
「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｉ 

Ｎ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
で
の
取

り
組
み
は
、
そ
の
た
め
の
仲
間
づ
く
り
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
林
業
や
森
林
利
用
が
多
様
化
す
る
こ
と
は
、
よ
り
多
様
な
人
々
と
の

関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
多
様
な
取
り
組
み
へ
と
つ
な

が
り
大
き
く
発
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
今
後
、
林
業
が
よ
り
活
性
化
す

る
た
め
に
は
、
顔
の
見
え
る
範
囲
で
あ
る
流
域
を
意
識
し
、
山
側
や
都

市
側
と
い
っ
た
考
え
で
は
な
く
、
共
に
同
じ
流
域
で
暮
ら
す
人
間
と
し

て
交
流
を
し
な
が
ら
、
そ
の
土
地
で
育
ま
れ
た
自
然
と
う
ま
く
付
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
よ
り
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
1
） 

東
京
都
産
業
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w
.sangyo-rodo. 

m
etro.tokyo.lg.jp/

（
2
）
檜
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w
.vill.hinohara.tokyo.jp/

（
3
）
林
野
庁
（
二
〇
二
〇
）「
令
和
元
年
度
　
森
林
・
林
業
白
書
」

（
4
）
二
〇
二
三
年
二
月
、
東
京
都
都
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

（
5
） N

ew
sPicks 2021/11/20

【
図
解
】
参
入
企
業
続
出
「
キ
ャ
ン
プ

ブ
ー
ム
」
の
ワ
ケ
よ
り（

株
式
会
社
東
京
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ズ
・
代
表
取
締
役
）
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分
布
を
回
復
す
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
狩
猟
、
漁
労
、
採
集
を
中
心
と
し
た
移
動
型
経
済
社
会
で
あ
っ
た
縄

文
時
代
の
貝
塚
か
ら
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下
、
シ
カ
）
の
骨
は
多
く
出

土
す
る
が
、
弥
生
時
代
の
土
器
や
銅
鐸
、
銅
剣
等
の
線
刻
修
飾
画
と
し

て
最
も
よ
く
登
場
す
る
動
物
も
シ
カ
だ
と
い
う
。
絵
柄
か
ら
当
時
の
生

活
や
文
化
、
風
習
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
興
味
深

い
の
は
歩
く
シ
カ
や
そ
の
群
れ
と
い
っ
た
生
態
学
的
な
絵
柄
だ
け
で
な

く
、
矢
が
刺
さ
っ
た
シ
カ
や
弓
で
シ
カ
を
狙
う
人
（
写
真
1
）
と
い
っ

た
狩
猟
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
酒
を
入
れ
る
甕
な
ど

に
も
描
か
れ
て
お
り
、
動
物
の
肉
（
し
し
）
と
い
う
自
然
の
恵
み
に
対

す
る
儀
礼
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
水
田
の
稲
、
畑
の
小
麦
、
ア
ワ
、
ヒ

エ
、
小
豆
を
加
害
す
る
動
物
で
あ
る
シ
カ
を
捕
獲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

五
穀
豊
穣
を
願
う
農
耕
儀
礼
と
捉
え
る
ほ
う
が
、
収
ま
り
が
良
い
よ
う

に
思
え
る
。
発
生
し
始
め
た
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
ど
う
対
処
す

れ
ば
良
い
か
を
最
初
に
考
え
、
捕
獲
す
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
し
た

の
は
、
定
住
型
農
耕
社
会
を
形
成
し
た
弥
生
時
代
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
は
今
か
ら
お
よ
そ
二
千
三
百
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
各
地
の
藩
政
資
料
や
民
俗
誌
か
ら
江
戸
時
代
中
期
の
様
子
を
見
る
と
、

シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
防
除
と
捕
獲
の
二
本
立
て

で
対
抗
し
て
い
た
よ
う
だ
。
現
在
の
私
た
ち
は
、
農
地
や
林
地
に
防
鹿

柵
を
設
置
し
て
シ
カ
の
侵
入
を
阻
止
し
て
い
る
が
、
当
時
は
木
柵
や
鹿し

し

シ
リ
ー
ズ

　ニ
ホ
ン
ジ
カ
狂
騒
曲
、
終
楽
章
へ
向
け
て
（
1
）

ニ
ホ
ン
ジ
カ
狂
騒
曲

岡お
か

　
　
　
　
　
輝て
る

　
　
樹き
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垣が
き

に
そ
の
役

割
を
持
た
せ

て
い
た
し
、

藩
主
の
号
令

の
も
と
、
住

民
を
総
動
員

し
今
よ
り
も

ず
っ
と
大
き

な
規
模
で
捕

獲
し
て
い
た

と
い
う
記
録

も
あ
る
。
現

在
、
野
生
動

物
に
よ
る
被

害
対
策
は
科

学
的
、
理
論

的
に
は
進
歩
し
、
言
葉
こ
そ
「
被
害
地
管
理
（
柵
の
設
置
な
ど
）」、

「
個
体
数
管
理
（
捕
獲
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
や
っ

て
い
る
こ
と
自
体
は
三
百
年
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
シ
カ
は
林
業
に
と
っ
て
も
農
業
に
と
っ
て
も
最
大
の
加
害
獣
と
な
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
被
害
額
は
ゆ
う
に
一
二
〇
億
円
を
超
え
る
。
一
九
九

〇
年
頃
か
ら
、
そ
れ
ま
で
シ
カ
を
見
か
け
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
地
域

に
お
い
て

も
確
認
さ

れ
る
よ
う

に
な
り
、

国
や
都
道

府
県
の
管

理
指
針
、

管
理
計
画

等
に
お
い

て
も
分
布

拡
大
と
い

う
言
葉
が

目
立
つ
よ

う
に
な
っ

た
。
し
か

し
、「
分
布

拡
大
」
と
い
う
言
葉
は
あ
る
意
味
正
し
く
な
い
。
シ
カ
は
も
と
も
と
日

本
全
土
に
生
息
し
て
い
た
動
物
で
あ
り
、
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争

ま
で
の
半
世
紀
に
激
減
し
て
多
く
の
地
域
か
ら
消
え
、
戦
後
に
な
っ
て

再
び
「
そ
の
分
布
を
回
復
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
（
図
1
）。
先
述
の

藩
政
資
料
等
は
、
現
在
シ
カ
の
分
布
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
も

当
時
シ
カ
害
に
悩
ん
で
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。
例
え
ば
二
〇
二
二
年
時

写真 1　 袈
け さ

裟 襷
だすき

文
もん

銅鐸に描かれた弓でシカを狙う人（東
京国立博物館提供、https://webarchives.tnm.jp/
imgsearch/show/E0102670）

図 1　 シカの分布域（出典　1945 年：小泉ら
（
4
）、2018 年：

環境省）
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点
で
、
男
鹿
半
島
で
は
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
七
三
〇
年

頃
に
は
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
が
深
刻
化
し
た
こ
と
か
ら
延
べ
一
万
人

以
上
の
勢
子
ら
に
よ
っ
て
追
い
立
て
、
八
千
頭
あ
ま
り
を
捕
獲
し
た
記

録
が
残
っ
て
い
る）1
（

。
こ
う
し
た
例
は
各
地
に
見
ら
れ
、
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
分
布
が
回
復
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
誌
一
六
三
七
号）2
（

や

森
林
総
合
研
究
所
の
広
報
誌
（『
季
刊
森
林
総
研
』
五
七
号）3
（

）
に
解
説

が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
分
布
回
復
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
触
れ
て
お

こ
う
。

　
動
物
の
分
布
そ
の
も
の
や
捕
獲
数
、
被
害
額
な
ど
の
面
的
な
拡
が
り

を
把
握
す
る
際
に
よ
く
使
わ
れ
る
、
日
本
全
土
を
一
定
の
経
線
、
緯
線

で
格
子
状
に
分
割
し
た
「
地
域
メ
ッ
シ
ュ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
メ
ッ
シ
ュ
に
対
象
動
物
の
目
撃
地
点
や
捕
獲
地
点
を
記
し
た
地
図

を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
例
え
ば
ど
の
地
域
ま
で
シ
カ
の
分
布
が
拡
が
っ

て
い
る
の
か
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
1
）。
こ
こ
で
は
ま
ず
、

戦
後
し
ば
ら
く
シ
カ
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
青
森
県
、
秋
田
県
に
岩
手

県
五
葉
山
出
自
の
シ
カ
が
目
撃
さ
れ
始
め
て
か
ら
そ
の
分
布
が
回
復
し

て
い
く
過
程
を
見
て
み
る
。
シ
カ
目
撃
地
点
と
重
な
る
メ
ッ
シ
ュ
を
塗

り
つ
ぶ
し
、
こ
れ
ら
の
メ
ッ
シ
ュ
を
重
な
ら
な
い
よ
う
に
集
め
て
正
方

形
を
作
ろ
う
。
そ
の
面
積
は
シ
カ
が
分
布
し
て
い
る
エ
リ
ア
の
面
積
を

お
お
よ
そ
意
味
す
る
。
こ
の
面
積
の
平
方
根
（
す
な
わ
ち
正
方
形
一
辺

の
長
さ
）
を
年
ご
と
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
み
よ
う
（
図
2
）。

　
図
2
に
二
〇
一
一
年
以
降
青
森
県
、
秋
田
県
に
お
い
て
シ
カ
が
再
び

目
撃
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
地
点
が

拡
が
っ
て
い
く
過

程
を
雌
雄
別
に
示

す
。
ま
ず
、
い
ず

れ
も
右
上
が
り
の

「
直
線
」
に
な
る

と
い
う
特
徴
が
あ

り
、
こ
れ
は
正
方

形
の
一
辺
の
長
さ

が
毎
年
「
同
じ
」

速
度
で
長
く
な
っ

て
い
く
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
戦
後
に
シ
カ
が
全
国
に
分
布
を
回
復
し
て
い
く
過
程
で
も

同
じ
よ
う
な
現
象
が
確
認
さ
れ
て
お
り）5
（

、
こ
の
こ
と
は
数
理
モ
デ
ル
に

よ
っ
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
そ
の
傾
き
の
違
い
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
傾
き
は
一
年
あ

た
り
の
増
加
量
な
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
速
度
（
㎞
／
年
）」
の
指
標
で

あ
る
。
青
森
県
、
秋
田
県
に
侵
入
し
た
オ
ス
の
分
布
域
が
拡
が
っ
て
い

く
速
度
は
、
メ
ス
よ
り
も
ず
っ
と
速
く
お
よ
そ
一
・
六
倍
で
あ
る
。
シ

カ
が
目
撃
さ
れ
始
め
た
エ
リ
ア
に
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
お
く

と
、
ま
ず
オ
ス
が
写
り
、
数
年
後
に
メ
ス
が
撮
影
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

図 2　 青森県、秋田県におけるシカ分布地域の
拡大速度（○・細実線：オス、●・太実
線：メス）
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分
布
回
復
過
程
に
お
い
て
、
好
奇
心
旺
盛
で
動
き
回
る
オ
ス
が
新
天
地

へ
侵
入
し
、
そ
の
後
メ
ス
が
じ
わ
じ
わ
と
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
仔
を
生
む
メ
ス
の
存
在
は
そ
の
地
に
シ
カ
が
定
着
し
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
メ
ス
の
分
布
が
拡
が
る
速
度
は
、
シ
カ
が
そ
れ
ま

で
い
な
か
っ
た
地
域
に
定
着
し
て
い
く
速
度
と
言
い
か
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
さ
ら
に
あ
る
地
域
へ
の
定
着
が
起
こ
る
と
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
し
て
農
作
物
等
へ
の
被
害
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
有
害
捕

獲
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
有
害
捕
獲
地
域
の
拡
大
は

被
害
発
生
地
域
の
拡
大
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
速
度
は
定
着

速
度
の
お
よ
そ
半
分
で
あ
る）5
（

。

　
過
去
約
三
五
年
の
分
布
回
復
過
程
か
ら
シ
カ
の
生
息
に
適
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
環
境
要
因
を
抽
出
し
、
そ
の
要
因
が
気
候
変
動
に
よ
っ

て
ど
う
変
化
す
る
か
と
い
う
予
測
値
と
最
新
の
分
布
状
況
を
加
味
し
て

回
復
過
程
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
シ
カ
の
分
布

域
は
二
〇
二
五
年
に
は
日
本
全
土
の
七
割
を
超
え
、
二
〇
五
〇
年
に
は

お
よ
そ
九
割
に
達
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る）6
（

。
や
が
て
は
日
本
全

土
が
シ
カ
の
分
布
域
と
な
り
、
農
林
業
被
害
対
策
に
追
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
シ
カ
の
分
布
回
復
を
阻
止
、
あ
る
い
は
そ
の
速
度
を

少
し
で
も
遅
く
し
て
被
害
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
捕

獲
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

捕
獲
事
業
の
強
化

　
環
境
省
と
農
林
水
産
省
が
策
定
し
た
「
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
強
化
対

策
」（
二
〇
一
三
年
）
で
は
、
そ
の
後
一
〇
年
間
で
本
州
以
南
の
シ
カ

の
生
息
数
（
二
〇
一
一
年
時
点
で
二
六
一
万
頭
）
を
半
減
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
た
。
二
〇
一
五
年
に
は
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
（
鳥
獣
保
護
管
理
法
）
を
改
正
し
、
そ
の
中
で
シ
カ
を
イ

ノ
シ
シ
と
と
も
に
第
二
種
特
定
鳥
獣
と
し
て
指
定
し
た
。
鳥
獣
行
政
は

都
道
府
県
を
基
本
的
単
位
と
し
て
お
り
、
各
自
治
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
動
物
種
の
保
護
管
理
計
画
を
策
定
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
の
だ
が
、
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生
息
数

が
著
し
く
増
加
し
、
ま
た
そ
の
生
息
地
が
戦
後
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
第
二
種
特
定
鳥
獣
と
い
う
別
扱
い
に
し
、「
保
護
」
と
い
う
言
葉
を

消
し
て
シ
カ
（
イ
ノ
シ
シ
）
管
理
計
画
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
こ
の
法
改
正
で
は
、
捕
獲
事
業
の
強
化
と
そ
れ
を
支
え
る
従
事
者
の

育
成
、
確
保
を
目
指
し
、
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
の
創
設
、
認
定

鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
制
度
の
導
入
、
網
猟
免
許
及
び
わ
な
猟
免
許
の
取

得
年
齢
の
引
き
下
げ
等
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
捕
獲
従
事
者
は
確
か
に
増
え
た
。
認
定
鳥
獣
捕
獲

等
事
業
者
数
は
一
四
〇
社
を
超
え
、
年
々
減
少
し
て
い
た
狩
猟
免
許
所

持
者
の
数
は
下
げ
止
ま
っ
た
。
林
野
庁
事
業
に
よ
る
後
押
し
を
受
け
て
、

林
業
事
業
体
も
み
ず
か
ら
、
あ
る
い
は
地
元
猟
友
会
と
連
携
し
て
シ
カ

捕
獲
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。
国
有
林
職
員
が
職
員
実
行
で
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シ
カ
を
捕
獲
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
人
々
の
努
力
に

よ
っ
て
こ
こ
数
年
の
シ
カ
捕
獲
数
は
年
間
約
六
十
万
頭
と
な
っ
て
い
る

が
、
横
ば
い
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
気
に
か
か
る
。

　「
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
強
化
対
策
」
が
目
標
と
し
た
年
、
そ
れ
が
今

年
二
〇
二
三
年
で
あ
る
。
環
境
省
が
途
中
経
過
と
し
て
二
〇
二
二
年
三

月
に
公
表
し
た
内
容
に
よ
る
と
、
本
州
以
南
の
シ
カ
の
生
息
数
は
二
〇

一
四
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
二
〇
二
〇
年
に
は
約
二
一
八
万
頭

と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。
生
息
数
推
定
に
使
わ
れ
て
い
る
統
計
学
的
な

方
法
は
、
生
息
数
と
相
関
が
あ
る
と
さ
れ
る
捕
獲
数
、
登
録
狩
猟
者
数

当
た
り
の
捕
獲
数
等
い
く
つ
か
の
指
標
と
、
過
去
の
研
究
か
ら
わ
か
っ

て
い
る
シ
カ
の
繁
殖
生
態
学
的
情
報
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
推
定
に
は
い
ろ
い
ろ
な
仮
定
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
全
府
県

に
お
け
る
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
そ
も
そ

も
野
生
動
物
の
生
息
数
は
常
に
変
動
す
る
こ
と
か
ら
あ
く
ま
で
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
現
時
点
で
は
こ
れ
以
上
も
っ
と
も
ら
し
い
数
値
は
な

い
。

林
業
被
害
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
台
頭

　
拡
大
造
林
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
の
主
た
る
加
害
獣
は
ノ
ネ
ズ
ミ
、
ノ

ウ
サ
ギ
で
あ
り
、
年
間
四
〇
万
ha
植
栽
し
て
二
〇
万
ha
が
被
害
に
あ
っ

た
時
期
も
あ
っ
た）7
（

。
図
3
で
は
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
面
積
が
ど
う
増

え
て
き
た
か
を
強
調
す
る
た
め
に
縦
軸
の
最
大
値
を
八
、
〇
〇
〇
ha
に

し
て
お
り
、
そ
れ

ゆ
え
一
九
八
〇
年

頃
ま
で
の
ノ
ネ
ズ

ミ
、
ノ
ウ
サ
ギ
に

よ
る
被
害
面
積
は

グ
ラ
フ
の
範
囲
を

突
き
抜
け
て
い
る

こ
と
に
注
意
さ
れ

た
い
。
面
積
だ
け

で
見
る
と
拡
大
造

林
期
の
被
害
は
現

在
と
レ
ベ
ル
が
全

く
違
う
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
植
栽
木
が
成
長
し
て
ノ
ネ
ズ
ミ
、
ノ
ウ
サ
ギ
に
食
べ
ら
れ
な

く
な
っ
た
た
め
に
こ
れ
ら
二
種
に
よ
る
被
害
は
減
少
し
て
い
く
が
、
個

体
数
増
加
と
分
布
回
復
に
と
も
な
っ
て
一
九
九
〇
年
頃
に
は
シ
カ
に
よ

る
被
害
面
積
が
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
以
降
ト
ッ
プ
を
保
ち
続
け

て
い
る
。（
図
3
）。
二
〇
二
二
年
十
二
月
の
林
野
庁
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

二
〇
二
一
年
度
の
シ
カ
に
よ
る
林
業
被
害
は
約
三
、
五
〇
〇
ha
で
野
生

動
物
に
よ
る
被
害
総
面
積
の
約
七
一
％
を
占
め
る
。
な
お
、
こ
こ
数
年

被
害
面
積
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
す
べ
て
の
地
域
に

お
い
て
捕
獲
や
防
除
対
策
が
奏
功
し
た
と
考
え
る
の
は
早
計
だ
ろ
う
。

図 3　 野生動物による森林被害面積の推移（細
実線：ノネズミ、点線：ノウサギ、太実
線：ニホンジカ、データ：「森林・林業
統計要覧」各年版）
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拡
大
造
林
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
人
工
林
資
源
は
す
で
に
主
伐
期
を
迎

え
て
お
り
、
森
林
資
源
の
持
続
的
利
用
を
考
え
る
上
で
、
ま
た
森
林
が

持
つ
防
災
や
気
候
変
動
緩
和
、
生
物
の
保
全
等
の
多
面
的
機
能
に
大
き

く
依
存
す
る
私
達
の
社
会
を
存
続
さ
せ
る
上
で
、
皆
伐
後
に
は
再
造
林

を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
伐
採
後
に
植

林
さ
れ
ず
に
放
棄
さ
れ
る
造
林
未
済
地
が
拡
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
深

刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
こ
こ
数
年
の
被
害
面
積
減
少

に
も
影
響
し
て
い
る
。
植
え
て
も
ど
う
せ
シ
カ
に
や
ら
れ
る
、
防
除
対

策
に
コ
ス
ト
が
掛
か
り
す
ぎ
る
…
シ
カ
に
よ
る
被
害
の
多
さ
だ
け
が
再

造
林
放
棄
の
原
因
で
は
な
い
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、

被
害
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
、
そ
の
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
は
我
が

国
の
森
林
・
林
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
。
な
お
前
述
の
と
お
り
、

戦
後
の
拡
大
造
林
期
に
お
け
る
加
害
獣
は
ノ
ネ
ズ
ミ
、
ノ
ウ
サ
ギ
で

あ
っ
た
。
当
時
、
シ
カ
の
生
息
数
は
少
な
く
空
白
地
帯
す
ら
あ
り
、
そ

の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
か
っ
た
。
現
代
の
林
業
被
害
防
除
に
お

い
て
は
、
シ
カ
を
重
点
対
象
と
し
な
が
ら
、
ノ
ネ
ズ
ミ
、
ノ
ウ
サ
ギ
に

よ
る
被
害
が
増
加
す
る
可
能
性
も
忘
れ
ず
に
対
策
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

終
楽
章
へ
向
け
て

　
こ
れ
ま
で
、
尊
敬
す
べ
き
先
達
ら
に
よ
っ
て
シ
カ
研
究
は
精
力
的
に

行
わ
れ
て
き
た
。
私
た
ち
の
（
国
研
）
森
林
研
究
・
整
備
機
構
　
森
林

総
合
研
究
所
に
お
い
て
も
、
シ
カ
に
よ
る
林
業
被
害
が
始
ま
っ
た
頃
に

は
薬
剤
メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
忌
避
剤
試
験
を
行
い
、
ま
た
地
方
公
設
林

業
試
験
場
の
研
究
者
と
防
鹿
柵
に
つ
い
て
考
え
た
。
個
体
群
管
理
と
い

う
考
え
方
が
浸
透
し
始
め
た
の
と
前
後
し
て
食
性
、
行
動
、
繁
殖
、
遺

伝
的
構
造
な
ど
生
態
学
的
な
知
見
を
得
る
た
め
の
研
究
や
、
捕
獲
手
法

の
開
発
に
関
わ
る
研
究
も
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
植
物
生
態
や
育
林
・
保

育
技
術
の
開
発
を
研
究
対
象
と
し
て
い
た
研
究
者
も
加
わ
り
、
森
林
生

態
系
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
解
明
や
シ
カ
被
害
防
除
手
法
の
高
度
化

を
目
指
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
知
見
は
国
の
方
針
や
自
治
体

の
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
策
定
等
に
も
貢
献
し
た
。

　
現
在
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
過
去
の
研
究
成
果
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

新
し
い
手
法
を
取
り
入
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
近
年
、
そ
の
内

容
が
大
き
く
進
展
し
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
シ
カ
被
害
と
い
う
社
会

的
騒
乱
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
狂
騒
曲
が
す
ぐ
に
終
楽
章
へ
移
行
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
ま
た
そ
の
終
楽
章
が
始
ま
っ
た
と
し
て
も
長
く
続
く
も
の
な

の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
最
初
の
指
揮
棒
の
動
き
、
移
行
へ
向
け
た

糸
口
の
よ
う
な
も
の
は
見
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。

　
こ
れ
か
ら
一
二
回
に
わ
た
っ
て
最
新
の
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知

見
を
紹
介
し
て
い
く
。
最
初
に
林
業
被
害
を
防
除
す
る
手
法
に
つ
い
て

再
考
し
た
い
（
特
集
（
2
）、（
3
））。
採
算
性
と
い
う
経
済
学
的
な
視

点
か
ら
も
手
法
を
考
え
よ
う
（
特
集
（
4
））。
先
述
の
近
年
横
ば
い
と

な
っ
て
い
る
捕
獲
数
も
気
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
取
組
を
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も
と
に
捕
獲
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
触
れ
（
特
集
（
5
））、
さ
ら
に
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
捕
獲
の
取
組
（
特
集
（
6
）、（
7
））
や
、
捕
獲

し
た
シ
カ
と
い
う
自
然
の
恵
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
も
触
れ
る
（
特
集

（
8
））。
次
に
空
間
的
ス
ケ
ー
ル
を
広
げ
て
個
体
数
増
加
と
分
布
回
復

に
対
す
る
捕
獲
の
役
割
を
全
国
レ
ベ
ル
で
再
考
し
（
特
集
（
9
））、
一

方
で
森
林
生
態
系
の
一
員
と
し
て
の
シ
カ
の
存
在
意
義
も
考
え
る
（
特

集
（
10
））。
そ
し
て
分
布
回
復
の
話
題
に
再
び
立
ち
返
り
、
ま
ず
二
〇

二
〇
年
に
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
危
機
で
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
、
人

と
動
物
と
環
境
の
健
全
性
に
つ
い
て
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
観
点
か
ら
考
え

（
特
集
（
11
））、
最
後
に
分
布
回
復
が
原
因
で
起
こ
る
シ
カ
自
身
の
遺

伝
的
撹
乱
と
い
う
懸
念
に
触
れ
（
特
集
（
12
））、
シ
カ
と
い
う
種
そ
の

も
の
の
存
続
に
つ
い
て
述
べ
て
こ
の
特
集
を
ま
と
め
よ
う
。
こ
の
特
集

が
ニ
ホ
ン
ジ
カ
問
題
の
解
決
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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文
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）
長
岐
喜
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狩
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│
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岡
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〇
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│
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〇
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│
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勇
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〇
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カ
は
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〇
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で
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の
勢
力
を
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に
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る
と
予
測
さ
れ
ま
す
」、『
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和
三
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版
研
究
成
果

選
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二
〇
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一
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一
八
│
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九
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w

.ffpri.affrc.go.jp/pubs/
seikasenshu/2021/docum

ents/p18-19.pdf

（
7
）
山
田
文
雄
（
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国
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）
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一
　
は
じ
め
に

　
竹
中
工
務
店
は
、
一
六
一
〇
（
慶
長
十
五
）
年
、
織
田
信
長
の
普
請

奉
行
で
あ
っ
た
竹
中
藤
兵
衛
正
高
に
よ
り
創
業
さ
れ
た
、
建
築
を
専
業

と
す
る
大
手
建
設
会
社
の
ひ
と
つ
で
す
。
四
百
年
を
超
え
る
歴
史
の
中

で
数
多
く
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
建
物
、
東
京
タ
ワ
ー
・
東
京
ド
ー

ム
・
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
な
ど
を
建
設
し
て
き
ま
し
た
。
宮
大
工
の
棟
梁

と
し
て
の
伝
統
建
築
の
時
代
か
ら
、
近
年
も
秋
田
県
大
館
市
の
世
界
最

大
級
の
木
造
ド
ー
ム
の
ニ
プ
ロ
ハ
チ
公
ド
ー
ム
な
ど
を
手
掛
け
る
な
ど
、

木
造
建
築
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
当
社
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
の
も
と
、
持
続
可
能
な
社
会
に
は
循
環

型
資
源
で
あ
る
木
材
利
用
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
二
〇
一
六
年
に
木

造
・
木
質
建
築
推
進
本
部
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。「
木
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
森
と
ま
ち
の
未
来
を
つ
く
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
住

宅
で
は
な
い
、
大
型
・
中
高
層
木
造
建
築
を
推
進
す
る
べ
く
活
動
し
て

い
ま
す
。
以
下
、
当
社
の
木
造
・
木
質
建
築
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
　
世
界
の
潮
流
で
あ
る
木
造
建
築

　
い
ま
、
世
界
各
地
で
高
層
木
造
建
築
（
写
真
1
）
が
次
々
と
計
画
・

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
欧
米
に
は
「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
言

竹
中
工
務
店
の
木
造
・
木
質
建
築
へ
の
取
り
組
み

松ま
つ

　
　
崎ざ
き

　
　
裕ひ
ろ

　
　
之ゆ
き
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葉
が
あ
り
、
そ
れ
は
鉄
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
代
わ
り
に
、

ま
ず
は
じ
め
に
木
材
利
用
を

検
討
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
そ
し
て
、
欧
州
に
は

ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
条
例
を

も
つ
都
市
も
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
い
ま
な
ぜ
木
造
建

築
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
・
気
候
変
動
対
策
・
脱
炭

素
社
会
実
現
の
た
め
で
す
。

森
林
は
CO2
を
吸
収
し
て
固
定

化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
木
を
伐
っ
て
使
っ

て
、
を
く
り
返
す
こ
と
で
循

環
資
源
と
し
て
の
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
循
環
型
資

源
の
木
材
利
用
は
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
は
重
要

で
あ
り
、
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
使
う
限
り
で
は
CO2
を
発

生
さ
せ
る
ば
か
り
で
す
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
時
代

背
景
も
あ
り
、
環
境
建
築
で
あ
る
木
造
建
築
が
世
界
の
潮
流
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
欧
米
に
お
け
る
木
造
建
築
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
三
〇
％
の
建

物
軽
量
化
、
②
二
五
％
の
工
期
短
縮
、
③
一
〇
％
の
低
コ
ス
ト
、
④
八

五
％
の
工
事
車
両
交
通
量
削
減
、
⑤
四
〇
％
の
工
事
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

⑥
一
〇
〇
％
の
カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
ク
（
CO2
を
吸
収
し
た
森
林
か
ら
産
出

さ
れ
た
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
炭
素
を
固
定
）、
と
さ
れ
、
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
（
Ｅ
ｕ
ｒ
ｂ
ａ
ｎ
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

　
そ
し
て
、「
木
造
オ
フ
ィ
ス
に
入
居
す
る
企
業
は
環
境
意
識
が
高
く
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
観
点
か
ら
評
価
が
高
い
」「
木
造
オ
フ
ィ
ス
に
入
居
す

る
企
業
に
は
、
若
く
て
優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
」
と
も
言
わ
れ
、
先
進

的
Ｉ
Ｔ
企
業
の
新
築
オ
フ
ィ
ス
な
ど
は
、
木
造
を
採
用
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

三
　
国
内
の
木
造
建
築
の
現
状
と
今
後

㈠
　
木
造
建
築
の
現
状

　
そ
し
て
日
本
で
も
、
い
ま
木
造
建
築
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇

二
〇
年
の
「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」、
二
〇
二

一
年
の
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お

け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る
「
都
市
（
ま

写真 １　世界の高層木造建築

山　　林　2023・4

45

ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」
の
成
立
な
ど
に
よ
り
、
中
高
層
建
築
の
木

造
・
木
質
化
が
推
進
さ
れ
、
追
い
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
欧
米
同
様
に
環
境
建
築
と
し
て
、
ま
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
施
策
と
し
て
の
木
造
建
築
、
さ
ら
に
は
森
林
荒
廃
と

林
業
衰
退
と
い
う
社
会
課
題
を
解
決
す
る
施
策
、
す
な
わ
ち
木
材
需
要

拡
大
を
進
め
る
施
策
と
し
て
の
木
造
建
築
と
な
り
ま
す
。

㈡
　
建
築
に
お
け
る
木
材
利
用

　
図
1
は
、
わ
が
国
の
木
材
需
要
の
多
く
を
占
め
る
建
築
市
場
に
お
け

る
木
造
建
築
の
現
況
で
す
。
建
物

の
階
数
別
、
木
造
と
非
木
造
の
着

工
面
積
数
を
グ
ラ
フ
で
示
し
て
い

ま
す
。
一
〜
三
階
の
大
部
分
を
占

め
て
い
る
木
造
は
、
ほ
ぼ
住
宅
建

築
で
す
。
木
材
需
要
の
大
部
分
は
、

住
宅
建
築
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
い
ま
日
本
は
人
口
減
少
の

時
代
と
な
り
、
住
宅
着
工
件
数
は

年
々
減
少
す
る
中
、
木
造
住
宅
建

築
に
よ
る
木
材
需
要
の
拡
大
は
、

今
後
望
め
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

木
材
需
要
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
木
造
建
築
で
は
な

か
っ
た
四
階
建
以
上
の
建
物
を
木
造
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
中
高
層

建
築
を
木
造
化
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

㈢
　
建
築
基
準
法
と
木
造
建
築

　
こ
れ
ま
で
住
宅
以
外
で
木
造
建
築
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
理
由
は
、

戦
争
火
災
や
災
害
に
よ
る
建
物
の
焼
失
か
ら
、
火
事
に
な
ら
な
い
「
不

燃
都
市
」
を
目
指
し
た
建
築
基
準
法
が
一
九
五
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
た

め
で
す
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
あ
ま
り
、
一
定
の
制
限
と
規
制
の
中
で
、

街
な
か
は
、
鉄
骨
造
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
建
物
ば
か
り
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
二
〇
〇
〇
年
の
建
築
基
準
法
改
正
、
仕
様
規
定

か
ら
性
能
規
定
の
導
入
に
よ
り
、
耐
火
建
築
物
を
含
む
全
て
の
建
物
の

木
造
化
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と

同
じ
性
能
を
持
っ
た
耐
火
木
造
建
築
の
登
場
で
す
。

㈣
　
耐
火
集
成
材
「
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
Ⓡ
」
の
技
術
開
発

　
規
制
緩
和
の
動
き
を
に
ら
み
、
当
社
で
は
二
〇
〇
〇
年
初
頭
よ
り
中

高
層
木
造
の
技
術
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
耐
火
構
造
の
要
件
を
満

た
し
木
材
を
「
現
し
」
で
使
用
可
能
な
耐
火
集
成
材
「
燃
エ
ン
ウ
ッ

ド
」
は
、
二
〇
〇
三
年
に
基
礎
ア
イ
デ
ア
が
創
起
さ
れ
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の

助
成
（
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
り
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
の
断
面
は
、
柱
梁
と
な
る
集
成
材
の
荷
重
支
持
部
の

周
囲
に
、
比
熱
が
高
く
吸
熱
効
果
を
有
す
る
セ
メ
ン
ト
・
石
膏
系
材
料

に
よ
る
燃
え
止
ま
り
層
、
そ
の
外
側
を
木
の
燃
え
代
層
で
囲
む
、
独
自

の
三
層
構
造
（
図
2
）
で
す
。
火
災
時
は
燃
え
代
層
が
燃
え
て
炭
化
し
、

図 1　建築市場における木造建築
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燃
え
止
ま
り
層
が
熱
を
吸
収

し
、
荷
重
支
持
部
が
木
材
の

燃
焼
温
度
で
あ
る
二
六
〇
℃

に
至
ら
ず
、
燃
え
な
い
仕
組

み
で
す
。
二
〇
一
一
年
に
国

土
交
通
大
臣
に
よ
る
一
時
間

耐
火
認
定
を
受
け
、
一
般
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
適
用
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
三
年
に
燃
エ
ン

ウ
ッ
ド
を
適
用
し
た
初
め
て

の
耐
火
木
造
建
築
で
あ
る

「
大
阪
木
材
仲
買
会
館
」（
写

真
2
：
事
務
所
・
二
〇
一
三

年
完
成
・
三
階
建
・
一
、
〇

三
二
㎡
・
大
阪
府
大
阪
市
）

と
「
サ
ウ
ス
ウ
ッ
ド
」（
商
業
施
設
：
二
〇
一
三
年
完
成
・
四
階
建
・

一
万
八
七
四
㎡
・
神
奈
川
県
横
浜
市
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
大
阪
木
材

仲
買
会
館
は
耐
火
建
築
で
あ
り
な
が
ら
木
の
柱
梁
を
現
し
で
用
い
つ
つ
、

内
装
お
よ
び
外
装
に
多
く
の
木
材
が
使
用
さ
れ
た
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン

グ
な
建
物
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
に
日
本
建
設
業
連
合
会
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
、

日
本
建
築
学
会
作
品
選
奨
等
、
多
数
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
燃
エ
ン

ウ
ッ
ド
の
開
発
自
体
も
、

二
〇
一
四
年
に
日
本
建

築
学
会
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
燃
エ
ン

ウ
ッ
ド
を
適
用
し
た
耐

火
木
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
年
々
増
加
し
て
現
在
、

工
事
中
を
含
め
計
二
一

件
と
な
り
ま
し
た
（
二

〇
二
三
年
二
月
時
点
）。

耐
火
木
造
建
築
の
実
績

に
お
い
て
は
、
当
社
は

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
は
、
二
〇
一
七
年
に
二
時
間
、
二
二
年
に
は
三
時
間

耐
火
性
能
の
大
臣
認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
防
耐
火
基
準

上
の
階
数
制
限
が
な
く
な
り
、
超
高
層
木
造
建
築
の
実
現
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
利
用
で
き
る
樹
種
は
カ
ラ
マ
ツ
・
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
で
、
日

本
中
の
森
林
利
用
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
一
時
間
耐
火
認
定
燃
エ
ン

ウ
ッ
ド
に
つ
い
て
は
、
技
術
を
オ
ー
プ
ン
化
し
、
当
社
が
設
計
や
施
工

に
関
わ
ら
な
く
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
利
用
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

図 2　燃エンウッドの構造

写真 2　大阪木材仲買会館（ 撮影： 母倉知樹）
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目
的
は
国
産
材
需
要
の
拡
大
で
あ
り
、
木
造
建
築
市
場
の
拡
大
で
す
。

㈤
　「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
」
に
よ
る
技
術
開
発

　
い
ま
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
い
う
新
た
な
木
材
が
日
本
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
はCross Lam

inated T
im

ber

の
略
、
日
本
語
で
は
直
交

集
成
板
で
す
。
繊
維
方
向
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
木
材
の
強
度
を
高
め

る
た
め
に
、
繊
維
方
向
を
直
交
さ
せ
積
層
接
着
し
た
パ
ネ
ル
型
の
集
成

材
で
す
。
一
九
九
〇
年
代
初
期
に
欧
州
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ

は
薄
い
挽
き
板
を
積
層
接
着
し
、
大
型
の
板
状
部
材
を
つ
く
る
点
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
の
五
分
の
一
程
度
の
重
量
で
あ

る
た
め
、
中
高
層
建
物
の
床
や
壁
に
用
い
る
こ
と
で
基
礎
構
造
の
簡
素

化
・
地
震
力
低
減
・
施
工
性
向
上
等
が
期
待
で
き
ま
す
。
欧
米
で
は
現

在
、
建
築
材
料
と
し
て
集
合
住
宅
や
事
務
所
な
ど
都
市
部
の
大
型
・
多

層
建
築
に
広
く
利
用
さ
れ
、
年
間
生
産
量
は
一
〇
〇
万
㎥
に
迫
り
、
こ

の
二
〇
年
間
で
生
産
量
が
三
十
倍
近
く
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
二
〇
一
六
年
に
建
築
材
料
や
設
計
法
な
ど
が
告
示
化
さ
れ
、

国
も
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
に
力
を
入
れ
、
木
材
需
要
拡
大
の
切
り
札
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
に
お
い
て
も
、
軽
量
な
板
材
ゆ
え
に
中
高
層

ビ
ル
の
床
壁
へ
の
利
用
が
有
効
と
考
え
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
床
壁
工
法
の

技
術
開
発
を
進
め
、
大
型
・
中
高
層
の
木
造
建
物
へ
の
適
用
を
進
め
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
採
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
、
工
事
中
を
含

め
計
一
八
件
あ
り
ま
す
（
二
〇
二
三
年
二
月
時
点
）。

㈥
　
中
高
層
木
造
建
築
と
そ
の
事
例

　
二
〇
一
〇
年
「
公
共
建

築
物
等
木
材
利
用
促
進

法
」
の
施
行
で
、
こ
の
一

〇
年
間
に
公
共
建
築
を
中

心
に
多
く
の
低
層
木
造
建

築
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

中
高
層
木
造
建
築
の
実
現

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
で
耐

火
集
成
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
耐

火
技
術
開
発
が
一
気
に
進

ん
だ
こ
と
で
、
海
外
に
遅

れ
て
日
本
で
も
よ
う
や
く

中
高
層
木
造
建
築
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
当
社
の
中
高
層
木
造
建
築
の
実
施
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　「PA
RK

 W
O

O
D

 

高
森
」（
写
真
3
：
共
同
住
宅
・
二
〇
一
九
年
完

成
・
一
〇
階
建
て
・
三
、
六
〇
五
㎡
・
宮
城
県
仙
台
市
）
は
、
日
本
初

の
高
層
木
造
建
築
で
す
。
建
築
主
は
、
建
物
へ
の
木
材
利
用
を
推
進
し

て
い
る
三
菱
地
所
様
で
す
。
鉄
骨
造
の
架
構
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
床
ス
ラ
ブ
と

耐
力
壁
を
採
用
し
、
加
え
て
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
柱
を
二
〜
一
〇
階
に
採
用

し
ま
し
た
。
同
規
模
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
比
較
し
、
工
期
短
縮

写真 3　三菱地所　PARK WOOD 高森
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を
三
か
月
、

建
物
の
三

〇
％
軽
量

化
に
よ
る

基
礎
工
事

軽
減
な
ど

図
る
こ
と

が
で
き
、

木
材
利
用

に
よ
る
建

築
生
産
性

向
上
を
実

証
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
兵
庫
県
林
業
会
館
」（
写
真
4
：
事
務
所
・
二
〇
一
九
年
完
成
・
五

階
建
・
一
、
五
六
七
㎡
・
兵
庫
県
神
戸
市
）
は
、
鉄
骨
造
の
架
構
に
Ｃ

Ｌ
Ｔ
を
床
ス
ラ
ブ
と
耐
震
壁
に
採
用
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
自
体
に
は
耐

火
性
能
が
な
く
床
ス
ラ
ブ
に
耐
火
被
覆
を
施
し
ま
す
が
、
こ
の
建
物
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
耐
震
壁
に
つ
い
て
は
地
震
時
の
み
有
効
と
し
、
接
合
部
の
工
夫

に
よ
り
石
膏
ボ
ー
ド
な
ど
の
被
覆
を
せ
ず
、
現
し
を
可
能
と
し
た
初
事

例
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
鉄
骨
造
へ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
耐
震
壁
を
組
み
込
ん

だ
高
層
・
超
高
層
建
築
へ
の
展
開
が
可
能
で
す
。

　「
フ
ラ
ッ
ツ  

ウ
ッ
ズ 

木
場
」（
写

真
5
：
共
同
住
宅
・

二
〇
二
〇
年
完
成
・

一
二
階
建
・
九
、
一

五
〇
㎡
・
東
京
都
江

東
区
）
は
、
免
震
構

造
を
採
用
し
た
日
本

初
の
免
震
高
層
木
造

建
築
で
す
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
架

構
に
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド

柱
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
耐
震
壁
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
床
ス
ラ
ブ
を

採
用
し
ま
し
た
。
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
柱
で
は
、
設
計
者
か
ら
要
望
が
多

か
っ
た
「
丸
型
」
と
「
外
部
仕
様
」
を
開
発
・
初
採
用
し
ま
し
た
。
ま

た
、
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
梁
で
は
、
今
後
長
ス
パ
ン
化
を
図
る
た
め
に
、
鉄

筋
を
挿
入
す
る
こ
と
で
断
面
を
大
き
く
す
る
こ
と
な
く
耐
力
と
剛
性
を

高
め
た
、「
鉄
筋
入
り
」
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
梁
を
開
発
・
初
採
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
パ
ン
一
〇
ｍ
以
上
の
事
務
所
ビ
ル
へ
の
適
用
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　「H
U
LIC &

 N
ew

 GIN
ZA

 8

」（
写
真
6
：
商
業
施
設
・
二
〇
二

写真 4　兵庫県林業会館（撮影：母倉智樹）

写真 5　フラッツ ウッズ 木場
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一
年
完
成
・
一
二
階
建
・
二
、
四
五
七
㎡
・
東
京
都
中
央
区
）
は
、
銀

座
の
中
央
通
り
に
建
て
ら
れ
た
日
本
初
の
高
層
木
造
商
業
建
築
で
す
。

建
築
主
は
、
環
境
建
築
を
推
進
し
て
い
る
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
㈱
様
で
す
。

鉄
骨
架
構
に
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
柱
・
梁
に
よ
る
架
構
を
組
込
み
、
ま
た
Ｃ

Ｌ
Ｔ
を
床
ス
ラ
ブ
に
採
用
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
床
ス
ラ
ブ
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
の
合
成
床
ス
ラ
ブ
と
し
、
被
覆
な
し
で
天
井
面
を
「
現
し
」

と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
外
装
デ
ザ
イ
ン
は
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計

事
務
所
で
す
。
に
ぎ
や
か
な
銀
座
に
建
つ
木
造
商
業
建
築
と
い
う
こ
と

で
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
水
戸
市
民
会
館
」（
劇
場
他
・
二
〇
二
二
年
完
成
・
四
階
建
・
二
万

三
、
二
三
二
㎡
・
茨
城
県
水
戸
市
）
は
、
当
社
最
新
木
造
建
築
で
す
。

燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
オ
ー
プ
ン
化
後
に
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
が
初
採
用
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
ま
す
。
設
計
は
、
伊
東
豊
雄
建
築
設
計
事
務
所
・

横
須
賀
満
夫
建
築
設

計
事
務
所
共
同
企
業

体
で
す
。
当
社
は
入

札
に
よ
り
受
注
し
、

施
工
し
ま
し
た
。
燃

エ
ン
ウ
ッ
ド
は
過
去

最
大
使
用
量
の
約
一
、

五
〇
〇
㎥
で
あ
り
、

燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
を
や

ぐ
ら
組
み
し
た
や
ぐ

ら
広
場
（
写
真
7
）

は
、
圧
巻
の
木
造
大

空
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
七
月
に
一
般

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
中
高
層
木
造
建
築
は
、
い
ず
れ
も

鉄
骨
造
ま
た
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
架
構
に
木
造
を
組
み
込
ん
だ
混

構
造
、
木
造
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
建
築
と
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
コ
ア
部

分
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
シ
ャ
フ
ト
や
階
段
部
分
、
水
廻
り
、
建
物
足
元
な

ど
は
建
築
計
画
上
ま
た
施
工
上
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
耐
震
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄
骨

造
で
あ
る
こ
と
が
合
理
的
な
た
め
で
す
。
木
材
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

写真 7　水戸市民会館 1階やぐら広場
（撮影：川澄・小林研二写真事務所）

写真 6　 HULIC ＆ New GINZA 8
（撮影：FOTOTECA）
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ト
・
鉄
骨
を
適
材
適
所
に
用
い
た
合
理
的
な
木
造
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
建
築

が
、
海
外
も
含
め
て
現
代
木
造
建
築
の
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
当
社
も

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
純
木
造
建
築
も
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
耐
火
性
だ

け
で
な
く
耐
震
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
様
々
な
工
夫
・
技
術
開
発
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ル
な
木
造
建
築
で
す
。
今
後
は

様
々
な
形
の
木
造
建
築
が
数
多
く
建
設
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
ま

す
。　

㈧
　
木
造
建
築
市
場
拡
大
へ
の
課
題

　
世
界
最
古
の
木
造
建
築
で
あ
る
法
隆
寺
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
木

造
建
築
は
日
本
の
誇
れ
る
伝
統
文
化
で
す
。
し
か
し
日
本
は
現
代
の
木

造
建
築
、
特
に
中
高
層
木
造
に
お
い
て
は
海
外
に
遅
れ
を
取
っ
て
い
ま

す
。
地
震
国
で
あ
る
日
本
に
は
、
世
界
で
最
も
厳
し
い
防
耐
火
基
準
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
中
高
層
木
造
を
実
現
さ
せ
る
に
は
技
術
的
に
困
難
で

し
た
。

　
欧
米
各
国
に
お
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
頃
ま
で
の
建
設
可
能
な
木
造

建
築
は
二
階
建
程
度
ま
で
で
し
た
。
し
か
し
気
候
変
動
対
策
や
CO2
削
減

の
た
め
に
木
造
建
築
が
必
要
と
さ
れ
、
技
術
が
検
証
さ
れ
、
規
制
緩
和

が
進
み
ま
す
。
そ
し
て
二
十
年
近
く
を
要
し
て
、
高
層
木
造
建
築
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
木
造
建
築
の
生
産
性
・
施
工
性
向
上
が
認
識
さ
れ

る
と
と
も
に
木
造
建
築
市
場
は
拡
大
し
、
建
設
コ
ス
ト
面
で
も
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
よ
り
も
安
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
中
高
層
木
造

建
築
が
一
般
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
日
本
で
木
造
建
築
市
場
が
拡
大
し
て
い
く
に
は
、
大
き
く
三

つ
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
①
技
術
開
発
、
②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
新
構
築
、
③
規
制
緩
和
で
す
。
①
は
、
木
材
同
士
ま
た
は
異
材
料
と

の
接
合
技
術
、
木
材
を
現
し
で
見
せ
る
技
術
、
建
築
・
構
造
・
設
備
が

整
合
し
た
周
辺
技
術
の
開
発
で
す
。
②
は
、
新
た
な
木
造
建
築
市
場
拡

大
に
向
け
た
、
木
材
の
適
正
価
格
と
安
定
調
達
に
向
け
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
新
構
築
で
す
。
現
状
の
木
材
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
住
宅
市

場
向
け
で
あ
り
、
大
規
模
・
中
高
層
木
造
建
築
市
場
に
は
適
し
て
い
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
海
外
で
の
木
材
需
要
が
高
ま
り
、
輸
入
材
が
高
騰
し
調

達
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
下
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
新
構

築
を
い
ち
早
く
進
め
る
べ
き
で
す
。
③
は
、
欧
米
同
様
に
耐
火
基
準
の

規
制
緩
和
と
合
理
化
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
課
題
を
同
時
並
行
に
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
造

建
築
の
需
要
が
高
ま
り
、
建
設
コ
ス
ト
も
下
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

欧
米
で
は
課
題
解
決
に
は
二
〇
年
間
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
日
本

で
は
欧
米
に
追
い
つ
く
た
め
に
も
こ
の
五
年
か
ら
一
〇
年
間
で
解
決
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

四
　
森
林
グ
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
Ⓡ

　
現
在
、
竹
中
工
務
店
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
森

林
グ
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
」（
図
3
）
と
名
付
け
た
活
動
に
取
組
ん
で
い
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ま
す
。「
森
林

グ
ラ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
」
と
は
、

植
え
る
↓
育
て

る
↓
伐
る
↓
使

う
と
い
う
従
来

の
「
森
林
サ
イ

ク
ル
」
を
発
展

さ
せ
た
、
森
林

資
源
と
地
域
社

会
の
持
続
可
能

な
好
循
環
を
目
指
し
た
当
社
が
提
唱
す
る
活
動
で
す
。
森
林
再
生
・
林

業
活
性
化
・
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
な
が
る
活
動
で
す
。

森
林
グ
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
の
具
体
例
と
し
て
は
、「
木
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
木
造
建
築
、「
森
の
産
業
創
出
」
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
他
、

「
持
続
可
能
な
森
づ
く
り
」
に
植
林
・
地
産
地
消
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
化
、「
木
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
や

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
技
術
開
発
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
森
林
グ
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
日
本
の
社
会
課
題
で
あ
る
森
林

の
荒
廃
と
林
業
の
衰
退
を
解
決
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
考
え
ま
す
。

二
〇
二
二
年
十
月
に
は
、「
森
の
産
業
創
出
」
と
し
て
、
木
材
の
カ
ス

ケ
ー
ド
利
用
を
目
指
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
事
業
化
（
当
社
と

地
元
企
業
等
の
共
同
出
資
）
が
あ
り
、
二
〇
二
二
年
十
月
に
は
愛
媛
県

内
子
町
に
「
内
子
龍
王
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

五
　
お
わ
り
に

　
以
上
、
竹
中
工
務
店
の
木
造
・
木
質
建
築
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
今
や
日
本
で
も
中
高
層
木
造
建
築
が
ト
レ
ン
ド
に
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
国
内
の
中
高
層
木
造
建
築
市
場
規
模
は
小
さ
く
、

今
後
の
市
場
拡
大
は
必
須
で
す
。

　
国
が
進
め
る
「
革
新
的
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
に
も
、
農
林

水
産
業
・
吸
収
源
分
野
に
「
高
層
建
築
等
の
木
造
化
」
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
施
策
と
し
て
の

検
討
課
題
で
あ
り
、
今
後
は
国
が
進
め
る
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

補
助
事
業
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
木
造
建
築
の
技
術
開
発
・
課
題
解
決

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
は
日
本
で
も
環
境
建
築
と
し
て
の
多
く
の
中
高
層
木
造
建
築
の

建
設
が
進
ん
で
い
く
と
考
え
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の

た
め
に
も
、
循
環
型
資
源
で
あ
り
CO2
を
固
定
化
で
き
る
木
材
の
利
用
を

拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
近
い
将
来
は
、
鉄
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
同
様
ま
た
は
代
替
さ
れ
る
建
築
材
料
と
し
て
「
木
材
」
が
位

置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

（
株
式
会
社
竹
中
工
務
店
・
参
与 

木
造
・
木
質
建
築
統
括
）

図 3　森林グランドサイクル
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欧
州
に
お
け
る
人
口
当
た
り

　
丸
太
換
算
木
材
消
費
量

立た
ち

　
　
花ば
な

　
　
　
敏さ
と
し　　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
欧
州
に
お
け
る
人
口
一
人
当
た
り
丸
太
換
算

木
材
消
費
量
は
、
二
〇
一
五
年
に
南
東
欧
の

〇
・
七
㎥
か
ら
北
欧
の
二
・
六
四
㎥
ま
で
の
範

囲
に
あ
り
、
欧
州
全
体
で
は
一
・
一
㎥
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源

や
可
処
分
所
得
の
多
少
、
木
材
加
工
部
門
に
対

す
る
投
資
水
準
、
木
材
利
用
に
関
す
る
文
化
の

違
い
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
、

欧
州
で
は
日
本
よ
り
も
木
材
を
多
く
消
費
し
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
欧
州

に
お
け
る
木
材
消
費
の
動
向
は
経
済
発
展
に
左

右
さ
れ
、
特
に
建
設
部
門
が
重
要
で
あ
り
、
包

装
・
製
紙
業
界
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
も
影
響

さ
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
Ｅ
Ｕ
二
七
か
国
に
英
国
と
ノ
ル

ウ
ェ
ー
を
加
え
た
二
九
か
国
を
対
象
に
人
口
一

千
人
当
た
り
丸
太
換
算
木
材
消
費
量
を
概
観
し

よ
う
（
表
）。
一
九
九
〇
年
に
一
二
か
国
が
一
千

㎥
を
超
す
消
費
量
と
な
っ
て
お
り
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
デ

ン
マ
ー
ク
で
は
二
千
㎥
を
超
し
て
い
た
。
二
〇

一
五
年
に
そ
の
数
は
一
九
か
国
に
増
加
し
、

チ
ェ
コ
や
ク
ロ
ア
チ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト

ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ

キ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
い
う
い
わ
ゆ
る
旧
東
欧

諸
国
が
加
わ
っ
た
。
本
誌
第
一
五
六
五
号
本
欄

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
十
年
余
り
の
間
に

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
林
産
会
社
が
こ
れ
ら
の
国
に

進
出
し
て
お
り
、
国
内
経
済
の
発
展
に
伴
う
木

材
製
品
消
費
の
増
加
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
企
業

に
よ
る
中
間
財
と
し
て
の
丸
太
需
要
の
高
ま
り

も
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
九
九
〇
〜
二
〇
一
五
年
の
変
化
と
し
て
八

か
国
で
減
少
し
、
一
〇
〜
一
五
年
に
は
二
〇
か

　
私
た
ち
は
木
材
消
費
量
を
国
単
位
で
把
握
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
人
口
当
た
り
で
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日

本
に
つ
い
て
、
林
野
庁
「
木
材
需
給
表
」
と
総

務
省
統
計
局
「
人
口
推
計
」
の
デ
ー
タ
に
よ
り

計
算
し
て
み
る
と
、
人
口
一
千
人
当
た
り
総
国

内
消
費
量
（
丸
太
換
算
）
は
二
〇
二
一
年
に
六

二
九
㎥
で
あ
り
、
そ
の
量
は
一
九
七
三
年
を

ピ
ー
ク
に
傾
向
と
し
て
減
少
し
て
き
た
。
こ
の

状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
欧
州
を
事
例
に

し
て
「State of Europe

’s Forests 2020

」

に
基
づ
き
人
口
当
た
り
丸
太
換
算
木
材
消
費
量

を
概
観
し
て
み
た
い
。
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国
で
減
少
し
て
い
る
。
傾
向
と
し

て
は
人
口
当
た
り
木
材
消
費
量
が

少
な
い
中
東
欧
等
で
は
増
加
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
二

〇
一
〇
年
代
に
な
っ
て
減
少
し
て

い
る
国
が
少
な
く
な
く
、
特
に

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
経
済

活
動
の
低
迷
等
に
よ
り
減
少
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
と
、

欧
州
で
は
経
済
や
社
会
に
木
材
を

し
っ
か
り
活
か
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
か
つ
て
人
口
当
た
り
木

材
消
費
量
が
少
な
か
っ
た
旧
東
欧

諸
国
で
は
そ
の
量
を
徐
々
に
伸
ば

し
て
お
り
、
欧
州
で
は
多
く
の
国

に
お
い
て
日
本
よ
り
も
人
口
当
た

り
木
材
消
費
量
が
多
い
。
こ
う
し

た
消
費
構
造
に
つ
い
て
、
日
本
に

は
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言

え
る
。

（
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
・
准
教
授
）

表　欧州における 1,000 人当たり丸太換算木材消費量
単位：m3/年/1,000 人、％�

年当たり変化
1990 2000 2010 2015 1990～2015 2010～2015

量 率 量 率
オーストリア 2,296 2,815 3,031 2,956 29 1.1 -15 -0.5
ベルギー 1,718 1,643 1,722 1,743 1 0.1 4 0.3
ブルガリア 387 396 823 807 18 3.2 -3 -0.4
チェコ 882 989 1,306 1,252 16 1.5 -11 -0.9
クロアチア 229 853 1,047 1,020 34 6.7 -5 -0.5
キプロス 751 541 504 413 -15 -2.6 -18 -3.9
デンマーク 2,005 2,672 2,007 1,947 -3 -0.1 -12 -0.6
エストニア 635 2,495 3,946 4,289 159 8.7 69 1.7
フィンランド 3,189 4,211 3,835 3,687 22 0.6 -30 -0.8
フランス 1,680 1,657 1,380 1,312 -16 -1.1 -14 -1.0
ドイツ 1,418 1,527 1,658 1,689 12 0.8 6 0.4
ギリシャ 646 769 686 660 1 0.1 -5 -0.8
ハンガリー 595 832 819 821 10 1.4 0 0.1
アイルランド 859 1,223 709 640 -10 -1.3 -14 -2.0
イタリア 973 1,277 1,231 1,167 8 0.8 -13 -1.1
ラトビア 956 1,894 2,193 2,470 66 4.2 55 2.4
リトアニア 116 944 1,836 2,033 83 13.3 39 2.1
ルクセンブルク 1,849 1,467 2,576 2,147 13 0.7 -86 -3.6
マルタ 397 491 420 359 -2 -0.4 -12 -3.1
オランダ 1,347 1,440 1,204 1,126 -10 -0.8 -16 -1.3
ノルウェー 1,881 1,998 2,147 2,004 5 0.3 -29 -1.4
ポーランド 413 637 1,141 1,170 33 4.6 6 0.5
ポルトガル 628 850 803 790 7 1.0 -3 -0.3
ルーマニア 508 424 680 731 10 1.6 10 1.5
スロバキア 626 877 1,370 1,231 26 3.0 -28 -2.1
スロベニア 1,232 1,553 1,965 2,024 34 2.2 12 0.6
スペイン 844 1,145 813 774 -3 -0.4 -8 -1.0
スウェーデン 2,439 2,945 2,816 2,628 8 0.3 -38 -1.4
英国 1,075 1,210 1,004 947 -6 -0.6 -11 -1.2
注： 1990 年データは 1990～92 年、2000 年のそれは 1998～2012 年、2010 年のそれは 2008～12

年、2015 年のそれは 2013～17 年の平均値が取られている。ここでは、EU 加盟国に英国と
ノルウェーを加えて作表した。

資料：UNECE/FAO (2020) State of Europe’s Forests 2020、p.340
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〈
第 
三
八
三 

回
〉

多
様
性
と
力

　
私
の
村
の
家
が
あ
る
群
馬
県
は
、
地
域
ご
と

に
独
立
性
が
強
い
県
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
地

域
に
よ
っ
て
自
然
条
件
が
異
な
る
。
新
潟
と
の

県
境
に
近
い
北
の
地
域
は
豪
雪
地
帯
で
、
こ
こ

に
は
数
多
く
の
ス
キ
ー
場
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が

私
の
家
が
あ
る
上
野
村
で
は
、
雪
は
ほ
ん
の
少

し
し
か
降
ら
な
い
。
今
年
な
ど
は
、
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
に
履
き
替
え
な
く
て
も
冬
が
越
せ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。
た
だ

し
夜
の
気
温
は
か
な
り
低
下
す
る
の
だ
け
れ
ど
、

体
感
的
に
は
群
馬
県
の
中
心
都
市
が
あ
る
高
崎
、

前
橋
な
ど
の
方
が
寒
く
感
じ
る
。
そ
の
原
因
は

赤
城
お
ろ
し
な
ど
の
空
っ
風
に
あ
っ
て
、
上
野

村
は
谷
が
深
い
か
ら
風
が
山
の
上
を
通
過
し
て

し
ま
っ
て
、
谷
底
に
ま
で
降
り
て
こ
な
い
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
群
馬
県
で
も
館
林
市
や
板
倉
町

の
あ
る
東
の
方
に
行
け
ば
、
こ
こ
は
埼
玉
県
と

の
県
境
を
も
つ
関
東
平
野
の
地
域
で
、
冬
も
東

京
な
み
に
暖
か
い
。

　
群
馬
県
は
、
地
域
に
よ
っ
て
気
候
が
大
き
く

異
な
る
。
さ
ら
に
群
馬
の
中
央
部
な
ど
は
、
広

い
地
域
で
土
壌
が
火
山
灰
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

長
野
と
の
県
境
に
あ
る
浅
間
山
は
、
大
噴
火
を

す
る
と
溶
岩
も
、
さ
ら
に
火
山
灰
も
群
馬
県
側

に
流
れ
て
く
る
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

他
に
も
赤
城
山
や
白
根
山
な
ど
い
く
つ
も
の
火

山
が
県
内
に
は
あ
っ
て
、
群
馬
の
中
央
部
が
火

山
灰
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。
そ

の
結
果
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
広
い
水
田
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ず
、
畑
作
地
帯
が
広
が
る
こ
と

と
な
っ
た
。
群
馬
の
伝
統
的
な
食
文
化
は
粉
食

文
化
で
、
伊
香
保
温
泉
の
近
く
で
つ
く
ら
れ
て

い
る
水
沢
う
ど
ん
や
桐
生
う
ど
ん
、
館
林
う
ど

ん
は
、
群
馬
の
三
大
う
ど
ん
と
し
て
人
々
に
好

ま
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
今
日
で
も
何
か
あ

る
と
家
で
う
ど
ん
を
打
つ
習
慣
が
残
っ
て
い
る
。

　
群
馬
は
古
代
か
ら
養
蚕
が
さ
か
ん
で
山
の
斜

面
に
は
桑
畑
が
展
開
し
て
い
た
が
、
な
ぜ
山
に

桑
を
植
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
ふ
た
つ
の
説
が

あ
る
。
ひ
と
つ
は
養
蚕
の
た
め
と
い
う
も
の
で

あ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
は
土
砂
の
流
出
や
山
腹

崩
壊
を
防
ぐ
も
の
だ
っ
た
と
い
う
説
で
あ
る
。

火
山
灰
が
堆
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
大
雨
が
降

る
と
土
壌
流
出
が
起
こ
り
や
す
い
し
、
そ
れ
は

山
腹
崩
壊
に
も
つ
な
が
る
。
だ
か
ら
土
止
め
と

し
て
桑
を
植
え
た
。
桑
は
根
が
強
く
、
山
を
安
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定
さ
せ
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
い
ま
で
も
群
馬

で
は
、
桑
の
根
を
抜
く
と
き
に
は
山
崩
れ
を
起

こ
さ
な
い
か
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
話
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
桑

の
山
が
生
ま
れ
、
そ
の
桑
を
有
効
利
用
す
る
方

法
と
し
て
養
蚕
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が

第
二
の
説
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
東
の
板
倉
町
に
い
け
ば
、
こ
こ
は

か
つ
て
は
水
郷
地
帯
で
舟
が
交
通
手
段
と
し
て

多
用
さ
れ
た
地
域
だ
っ
た
。
打
ち
掛
け
を
身
に

ま
と
っ
た
花
嫁
は
、
舟
に
乗
っ
て
夫
の
待
つ
家

に
向
か
っ
た
。

　
こ
う
い
う
地
域
だ
か
ら
、
群
馬
の
農
業
と
か

群
馬
の
地
域
づ
く
り
と
か
い
わ
れ
て
も
、
イ

メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
農
業
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
地

域
づ
く
り
が
あ
る
。
今
日
的
に
い
え
ば
多
様
性

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
群
馬
県
は
そ
も
そ
も
、

単
一
の
論
理
で
方
針
を
出
す
こ
と
な
ど
不
可
能

な
地
域
な
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
は
林
業
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
た

の
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
群
馬
の
地

に
上
州
林
業
が
生
ま
れ
て
く
る
。
た
だ
し
そ
れ

は
、
多
摩
川
を
利
用
し
た
青
梅
林
業
や
荒
川
を

用
い
た
西
川
林
業
の
よ
う
に
人
工
林
を
つ
く
る

林
業
で
は
な
く
天
然
木
を
伐
採
し
、
利
根
川
を

流
送
さ
せ
て
江
戸
に
運
ぶ
林
業
だ
っ
た
。
現
在

で
も
群
馬
で
は
、
江
戸
時
代
に
植
え
ら
れ
た
よ

う
な
高
年
齢
の
杉
は
、
神
社
や
寺
の
境
内
に
で

も
行
か
な
け
れ
ば
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
私
の
家
の
あ
る
上
野
村
に
な
る
と
、
こ

の
村
を
流
れ
る
利
根
川
の
支
流
、
神
流
川
の
水

量
が
細
く
、
村
の
な
か
で
は
筏
が
組
め
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
林
業
は
お
こ
な

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
上
野
村
で
林
業
が
は
じ

ま
る
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
山
に

天
然
の
栗
の
木
が
多
く
、
線
路
の
枕
木
を
確
保

す
る
た
め
に
栗
の
伐
採
と
出
荷
が
は
じ
ま
っ
た
。

戦
後
に
な
っ
て
植
林
が
推
進
さ
れ
た
が
、
い
ま

で
も
上
野
村
の
森
の
七
割
は
天
然
林
で
あ
る
。

　
そ
の
地
域
の
自
然
条
件
や
歴
史
的
な
経
緯
を

基
盤
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
な
ら
、
林
業
も

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
林
業
と
し
て
展
開
し

て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
分

野
で
は
、
明
治
時
代
に
国
有
林
が
生
ま
れ
、
国

有
林
が
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た
す
か
た
ち
で

全
国
を
網
羅
す
る
森
林
管
理
の
方
法
が
広
が
っ

て
い
っ
た
。
明
治
以
降
に
日
本
の
人
口
が
増
加

し
、
都
市
も
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
か
ら
、

大
量
の
木
材
が
日
本
と
し
て
は
必
要
に
な
っ
た

こ
と
は
私
も
否
定
し
な
い
。
人
工
林
な
ら
同
じ

規
格
の
使
い
や
す
い
木
を
、
天
然
林
材
よ
り
も

短
期
間
で
、
大
量
に
生
産
で
き
る
。
そ
れ
は
近

代
化
を
す
す
め
る
明
治
以
降
の
日
本
と
し
て
は

必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
か
ら
地
域
性

が
失
わ
れ
た
こ
と
も
確
か
だ
っ
た
。
私
た
ち
は

ど
こ
に
い
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
森
を
み
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
地
域
の
人
々
も
、
自
分
た

ち
の
自
然
や
文
化
圏
の
な
か
に
森
が
あ
る
と
い

う
感
覚
を
減
少
さ
せ
て
い
っ
た
。
地
域
の
人
々

の
森
離
れ
と
、
森
の
地
域
離
れ
が
同
時
に
起

こ
っ
て
い
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
視
点

か
ら
も
、
持
続
性
の
あ
る
森
、
力
の
あ
る
森
と

は
何
な
の
か
と
い
う
問
い
に
、
今
日
で
は
向
き

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
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森
の
採
譜
（
133
）

風
の
こ
と
づ
て

丹た
ん

　
　
治ぢ

　
　
富ふ 

美み 

子こ 

　
　

　
　
春
に
な
れ
ば

　
　
萌
黄
色
け
ぶ
る

　
　
山
つ
ら
な
り
て

　
　
桜
花
散
り
急
ぐ
枝
に

　
　
鳥
の
来
て
悲
し
み
て
鳴
く

　
　
瀬
は
早
み

　
　
滝
音
ま
さ
り
て

　
　
美
し
き
ふ
る
さ
と

桜
は
　
日
本
民
族
で
あ
れ
ば
多
く
が
好
む
花
で

あ
ろ
う

芽
吹
き
始
め
た
遠
く
の
山
々
の
萌
黄
色
の
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
　
山
桜
の
花
の
色
は
筆
舌
に
尽
く
し

が
た
く
　
た
だ
た
だ
息
を
の
む
ば
か
り
で
あ
る

桜
の
花
の
咲
く
頃
に
な
る
と
　
私
は
決
ま
っ
て

あ
る
人
の
こ
と
を
思
い
出
す

二
〇
〇
〇
年
　
私
は
オ
ペ
ラ
「
み
づ
ち
」
を
書

き
上
げ
た

自
然
に
対
す
る
思
い
の
叫
び
を
　
い
ず
れ
必
ず

押
し
寄
せ
る
で
あ
ろ
う
自
然
災
害
の
恐
怖
を
表

現
し
た
オ
ペ
ラ
に
書
き
上
げ
た

日
本
の
美
し
い
自
然
を
讃
え
　
人
々
の
心
が

帰
っ
て
行
く
と
こ
ろ
は
「
美
し
い
ふ
る
さ
と
」

の
景
色
で
あ
る
と
　
終
章
で
大
合
唱
と
な
る
の

で
あ
る

練
習
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
頃
　
若
い
副
指
揮

者
が
　
練
習
を
見
守
っ
て
い
る
私
の
そ
ば
に
来

て
　
質
問
と
い
う
よ
り
ク
レ
ー
ム
の
よ
う
な
語

り
か
け
で

「
桜
が
散
る
の
を
見
て
　
ど
う
し
て
鳥
が
悲
し

む
の
か
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

私
は
　
し
ば
ら
く
質
問
の
意
味
も
わ
か
ら
ず
に

い
た
が
　
次
第
に
驚
き
に
も
変
わ
っ
て
い
っ
た

そ
の
人
は
　
桜
が
散
る
の
を
見
て
鳥
が
悲
し
い

と
思
う
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
表
情
で
　
私
は
あ
ま
り
に
も
驚
い

て
名
回
答
を
し
た
か
ま
で
は
覚
え
て
い
な
い

そ
の
後
　
大
学
で
教
え
る
こ
と
を
与
え
ら
れ
　

私
は
目
の
前
の
若
い
学
生
達
に

　
　
桜
花
散
り
急
ぐ
枝
に

　
　
　
　
鳥
の
来
て
悲
し
み
て
鳴
く

　
　
　
　

と
は
　
ど
う
い
う
光
景
か
を
尋
ね
た
が
　
全
員

私
の
期
待
通
り
の
答
え
を
得
る
こ
と
が
出
来
た

日
本
人
の
持
つ
優
れ
た
感
性
は
　
失
わ
れ
る
こ
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と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
安
堵
し
た

し
か
し
芸
術
に
携
わ
る
人
が
こ
の
よ
う
で
は

な
ん
と
も
悲
し
い
　
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い木
々
の
芽
吹
き
が
始
ま
る
と
　
幹
か
ら
は
水
を

吸
い
上
げ
る
音
さ
え
す
る
と
い
う

私
に
は
ま
だ
そ
の
経
験
が
な
い
が
　
聴
診
器
を

白
樺
の
幹
に
当
て
る
と
吸
い
上
げ
る
音
が
す
る

と
い
う
の
で
あ
る

せ
せ
ら
ぎ
の
よ
う
な
水
音
な
の
だ
ろ
う
か

一
度
ド
イ
ツ
人
に
そ
の
話
を
す
る
と

「
き
っ
と
日
本
人
に
は
聴
こ
え
る
で
あ
ろ
う
」

と
名
言
が
返
っ
て
き
た
と
い
う

日
本
人
の
感
性
の
豊
か
さ
は
世
界
中
の
人
か
ら

認
め
ら
れ
　
外
国
人
に
は
聞
き
分
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
虫
の
音
の
よ
う
に
　
白
樺
の
幹
を
流

れ
る
水
音
が
聴
こ
え
る
に
違
い
な
い

奈
良
公
園
の
鹿
は
散
り
こ
ぼ
れ
た
桜
の
花
び
ら

を
食
べ
る
と
い
う

花
び
ら
は
唇
に
優
し
く
　
食
む
た
び
に
桜
の
花

の
香
り
が
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う

長
野
県
南
相
木
の
湖
の
ほ
と
り
に
私
の
歌
碑
が

あ
る

　
　
桜
花

　
　
　
散
る
と
知
り
て
も

　
　
　
　
　
咲
き
そ
ひ
し

　
　
　
　
夢
の
あ
か
し
と

　
　
　
　
　
　
風
に
こ
と
づ
つ

　
　
　
　
　
　

桜
と
共
に
生
き
て
き
た
私
の
人
生
は
　
沢
山
の

桜
を
詩
や
歌
に
し
た

し
か
し
　
こ
の
歌
は
ひ
と
し
お
思
い
入
れ
の
深

い
も
の
で
あ
る

い
つ
し
か
　
桜
は
自
分
自
身
で
あ
る
と
さ
と
り

私
の
書
き
残
し
た
詩
や
歌
は
　
書
い
て
も
書
い

て
も
せ
つ
な
い

ま
る
で
　
風
に
こ
と
づ
け
て
い
る
よ
う
に
は
か

な
い
も
の
な
の
で
あ
る

こ
の
歌
碑
の
そ
ば
に
は
　
私
の
知
る
関
係
者
の

人
た
ち
の
手
で
　
山
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
と

聞
く

（
詩
人
、
作
家
）
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一
　
は
じ
め
に

　
桜
守
と
い
う
言
葉
が
世
に
示
す
よ
う
に
、
人
が
植
え
た
サ
ク
ラ
を

放
っ
て
お
い
て
も
美
し
く
保
て
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
人
が
身
近
で
愛
し
ん
で
い
る
サ
ク
ラ
の
木
に
は
、
あ
ま
り
多
く
の
人

は
関
心
を
示
す
こ
と
の
な
い
、
そ
の
葉
や
幹
を
食
べ
て
い
る
虫
た
ち
が

い
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
種
類
の
少
な
い
動
物
は
狭
食
性
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
広
食
性
と
呼
ば
れ
、
サ
ク
ラ
の

木
を
用
い
る
昆
虫
に
は
、
狭
食
性
の
も
の
も
広
食
性
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
サ
ク
ラ
の
仲
間
ば
か
り
を
利
用
す
る
狭
食
性
の
虫
は
、
樹
皮
下
に

潜
る
コ
ス
カ
シ
バSynanthedon hector

（
写
真
1
）
や
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リA

rom
ia bungii

（
写
真
2
）、
広
食
性
の
虫
は
葉
を
食

べ
る
も
の
に
マ
イ
マ
イ
ガLym

antria dispar

（
写
真
3
）
や
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リH

yphantria cunea

、
樹
皮
下
に
潜
る
も
の
に
ゴ

マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リA

noplophora chinensis

や
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リA

noplophora glabripennis

（
写
真
4
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
幼
虫
が
、
樹
皮
下
の
組
織
や
葉
を
食
害
し
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
の
害
虫
に
は
、
も
と
か
ら
日
本
に
い
る
も
の
（
在
来
種
）
も
、

海
外
か
ら
来
た
外
来
種
も
あ
っ
て
、
私
の
知
る
限
り
、
日
本
の
樹
木
で

三
種
以
上
の
外
来
種
に
加
害
さ
れ
て
い
る
木
は
サ
ク
ラ
だ
け
で
す
。
在

来
種
は
コ
ス
カ
シ
バ
、
マ
イ
マ
イ
ガ
、
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
で
、
外
来

種
は
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
、
ツ
ヤ
ハ
ダ

サ
ク
ラ
の
虫
害
に
つ
い
て

加か 

賀が 

谷や

　
　
悦え
つ

　
　
子こ

森林保全・環境編
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ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
で
す
。
ち
な
み
に
、
マ
イ
マ
イ
ガ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

型
の
も
の
が
北
米
で
樹
木
の
大
害
虫
と
な
っ
た
た
め
、
海
外
で
は
侵
入

が
警
戒
さ
れ
て
い
る
種
で
、
サ
ク
ラ
の
木
の
上
や
中
で
は
、
内
外
の
外

来
種
問
題
が
煮
詰
ま
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
サ
ク
ラ
の
虫
害
を
紹
介
し
、
そ
の
対
策
を
示
し
ま
す
。

二
　
コ
ス
カ
シ
バ

　
ア
ン
ズ
や
ウ
メ
、
モ
モ
、
ス
モ
モ
の
害
虫
と
し
て
知
ら
れ
る
コ
ス
カ

シ
バ
は
、
桜
並
木
で
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。
コ
ス
カ
シ
バ
は
蛾
で
、
成

虫
は
翅
が
透
明
な
の
で
一
見
、
ハ
チ
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ハ
チ
へ
の

擬
態
だ
と
実
感
し

た
の
は
、
成
虫
を

指
で
つ
か
ん
だ
時

の
こ
と
で
し
た
。

捕
ま
え
て
い
る
指

の
方
に
向
け
て
、

「
ほ
ら
刺
す
ぞ
」

と
ば
か
り
に
尾
端

を
曲
げ
て
き
て
、

無
い
針
を
あ
る
か

の
よ
う
に
脅
か
し

て
き
た
の
で
す
。

本
種
の
幼
虫
は
、
幹
に
あ
る
コ
ブ
や
ご
つ
ご
つ
し
て
い
る
内
樹
皮
の
厚

い
と
こ
ろ
を
よ
く
利
用
し
て
い
て
、
そ
の
寄
生
部
の
外
に
は
顆
粒
状
の

虫
糞
が
見
ら
れ
ま
す
。
幼
虫
は
十
分
に
成
長
す
る
と
外
樹
皮
に
少
し
頭

を
出
し
て
蛹
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
羽
化
し
て
飛
び
立
ち
ま
す
。

　
本
種
が
多
少
加
害
し
た
所
で
、
サ
ク
ラ
が
弱
っ
た
り
枯
れ
た
り
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
特
段
の
防
除
を
行
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

コ
ス
カ
シ
バ
が
増
え
す
ぎ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
時
は
、
捕
殺
や

農
薬
の
使
用
の
他
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
で
交
信
攪
乱
を
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
交
信
攪
乱
と
は
合
成
し
た
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
大
量
か
つ
継
続
的

に
野
外
に
放
出
す
る
こ
と
で
、
オ
ス
と
メ
ス
を
出
会
え
な
く
し
て
し
ま

う
方
法
で
す
。
次
世
代
の
生
産
を
抑
制
し
て
、
個
体
群
密
度
を
徐
々
に

下
げ
て
い
き
ま
す
。

三
　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ 

　
令
和
元
年
七
月
号
の
本
誌
に
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
に
つ

い
て
記
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
な
紹
介
に
留
め
ま
す
。
特
定

外
来
生
物
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
日
本
で
加
害
し
て
い
る
の
は
、

サ
ク
ラ
や
ウ
メ
・
モ
モ
な
ど
、
サ
ク
ラ
亜
科
の
樹
木
で
す
。
現
在
で
は

樹
木
の
被
害
が
認
め
ら
れ
る
の
が
群
馬
県
、
栃
木
県
、
茨
城
県
、
埼
玉

県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
大
阪
府
、
奈
良
県
、

和
歌
山
県
、
兵
庫
県
、
徳
島
県
の
一
三
都
府
県
に
及
ん
で
い
ま
す
。
北

関
東
や
関
西
で
は
、
サ
ク
ラ
並
木
を
全
滅
近
く
に
追
い
や
っ
た
り
、
果

写真 1　コスカシバ
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樹
被
害
が
激
化
し
た
り
、
国
宝
の
社
寺
の
サ
ク
ラ
が
被
害
に
あ
っ
た
り

と
、
本
種
に
よ
る
苛
烈
な
被
害
は
鎮
静
の
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
樹
皮

に
穿
つ
排
糞
孔
か
ら
、
本
種
の
幼
虫
は
フ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
木
屑
と
虫

糞
の
混
合
物
を
木
の
外
に
押
し
出
し
ま
す
。
サ
ク
ラ
の
木
か
ら
多
く
の

フ
ラ
ス
が
認
め
ら
れ
る
時
は
、
本
種
の
加
害
を
疑
い
ま
す
。

　
本
種
の
防
除
や
被
害
の
発
見
か
ら
の
対
策
に
は
、
前
回
の
記
事
か
ら

は
長
足
の
進
歩
が
あ
り
ま
す
。
掘
り
取
っ
た
り
、
網
で
巻
い
て
飛
散
防

止
し
た
り
す
る
物

理
的
防
除
、
幼
虫

や
成
虫
を
農
薬
で

殺
虫
す
る
化
学
的

防
除
、
微
生
物
を

用
い
て
駆
除
す
る

生
物
的
防
除
の
手

法
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、

平
成
三
十
年
度
か

ら
令
和
三
年
度
ま

で
実
施
し
た
「
農

研
機
構
生
研
支
援

セ
ン
タ
ー
　
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

強
化
研
究
推
進
事
業
」「
サ
ク
ラ
・
モ
モ
・
ウ
メ
等
バ
ラ
科
樹
木
を
加

害
す
る
外
来
種
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
法
」
の
成
果
で
す
。

技
術
の
詳
細
は
「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
法
）
1
（

」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

三
　
マ
イ
マ
イ
ガ

　
マ
イ
マ
イ
ガ
は
広
食
性
で
す
が
、
サ
ク
ラ
の
木
に
幼
虫
が
い
る
こ
と

を
よ
く
見
る
虫
で
、
幼
虫
は
糸
を
出
し
て
ぶ
ら
下
が
る
の
で
ブ
ラ
ン
コ

毛
虫
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
く
っ
き
り
と
し
た
色
合
い
の
幼

虫
で
す
の
で
、
触
る
と
危
険
と
思
う
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
目

に
つ
く
大
き
さ
ま
で
育
っ
た
幼
虫
に
は
毒
針
毛
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

毛
虫
で
す
の
で

手
づ
か
み
で
駆

除
す
る
と
、
毛

が
刺
さ
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
手
袋

を
し
た
り
箸
を

つ
か
っ
た
り
す

る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
交

尾
し
た
雌
成
虫
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は
、
ス
ポ
ン
ジ
状
の
卵
塊
で
卵
を
産
み
ま
す
。
マ
イ
マ
イ
ガ
の
防
除
は

こ
の
卵
塊
の
除
去
が
効
果
的
で
す
。

　
原
産
地
で
は
個
体
数
が
急
増
し
て
も
土
着
の
捕
食
者
や
寄
生
者
や
病

気
に
よ
り
、
大
発
生
は
収
束
し
て
い
き
ま
す
が
、
侵
入
先
で
は
そ
の
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
本
種
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
北
米
に
、
一
世
紀
半

ほ
ど
前
に
持
ち
込
ま
れ
た
後
の
森
林
被
害
は
大
規
模
で
す
さ
ま
じ
く
、

今
な
お
巨
額
を
投
じ
て
分
布
の
拡
散
を
防
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
種

は
国
際
自
然
保
護
連
合
の
指
定
す
る
「
世
界
の
侵
略
的
外
来
種
ワ
ー
ス

ト
一
〇
〇
」
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
コ
ン
テ
ナ
等
に
卵
塊
が
つ
い
て
日

本
か
ら
海
外
へ
の
逸
出
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
船
舶
調
査
等
で
注
意
が

払
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
本
種
は
英
語
で
は
ジ
プ
シ
ー
モ
ス
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
、
ス
ポ
ン
ジ
モ
ス
と
呼
び
方
が
変
わ
り

ま
し
た
。
生
き
物
の
呼
び
方
と
は
い
え
、
偏
見
を
含
む
言
葉
を
使
う
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
と
、
多
く
の
人
が
判
断
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め

で
す
。四

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
戦
後
ま
も
な
く
日
本
に
や
っ
て
き
た
外
来

生
物
で
、
昭
和
の
頃
に
は
大
発
生
が
頻
繁
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
本
種
が

大
発
生
す
る
と
、
め
ぼ
し
い
葉
が
食
い
尽
く
さ
れ
、
木
の
下
に
は
た
く

さ
ん
の
コ
ロ
コ
ロ
し
た
虫
糞
が
転
が
り
ま
す
。
幼
虫
が
葉
を
食
べ
、
夏

に
丸
裸
に
な
っ
た
桜
並
木
を
頻
繁
に
見
た
記
憶
を
持
つ
人
は
、
五
十
代

以
上
の
世
代
に
多
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
で
も
時
折
、
目
立
つ
規
模
で

の
発
生
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
に
比
べ
て
随
分
と
大
人
し
く
な
り
ま

し
た
。
幼
虫
が
若
齢
の
間
は
巣
網
の
中
で
集
合
し
て
い
る
の
で
、
枝
ご

と
巣
網
を
除
去
す
る
こ
と
が
有
効
な
防
除
で
す
。
巣
網
か
ら
這
い
出
る

大
き
さ
に
幼
虫
が
な
っ
て
し
ま
う
と
、
一
頭
一
頭
を
捕
殺
す
る
に
は
労

力
が
か
か
る
た
め
、
薬
剤
施
用
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
般
に
食
葉
性
害
虫
が
多
く
の
葉
を
食
害
し
て
、
見
た
目

で
は
大
被
害
の
よ
う
で
も
、
成
木
で
は
枯
死
に
至
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

や
み
く
も
に
害
虫
が
発
生
し
た
か
ら
と
農
薬
を
施
用
す
る
の
で
は
な
く
、

様
子
を
見
る
と
い
う
選
択
肢
も
大
切
で
す
。

五
　
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

　
柑
橘
の
害
虫
と
し
て
知
ら
れ
る
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
は
サ
ク
ラ
を
特

に
好
む
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
幹
の
地
際
の
部
位
を
加
害
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
種
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
出
て
く
る
怪
獣

ゼ
ッ
ト
ン
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
程
で
、
人
里
で
は
一
番
よ
く
目
に
し
て

知
ら
れ
て
い
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
で
し
ょ
う
。
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

同
様
に
排
糞
孔
か
ら
フ
ラ
ス
を
出
し
ま
す
が
、
含
ま
れ
て
い
る
木
屑
が

さ
さ
く
れ
立
っ
て
い
た
ら
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
フ
ラ
ス
で
す
。
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
フ
ラ
ス
の
木
屑
は
く
り
ぬ
い
た
よ
う
な
丸
み
が

あ
る
形
を
し
て
い
る
の
で
、
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
幼
虫
の
加
害
が
認
め
ら
れ
た
ら
、
掘
り
取
っ
て
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駆
除
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
本
種
が
健
全
な
サ
ク
ラ
に
数
多

く
寄
生
し
て
衰
弱
さ
せ
る
こ
と
は
稀
で
す
の
で
、
手
出
し
を
し
て
サ
ク

ラ
の
内
樹
皮
を
傷
つ
け
な
く
て
も
よ
い
と
筆
者
は
思
っ
て
い
ま
す
。

六
　
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

　
こ
ち
ら
は
、
前
項
で
説
明
し
た
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
そ
っ
く
り
な

姿
を
し
て
い
ま
す
が
、
外
来
種
で
す
。
マ
イ
マ
イ
ガ
同
様
に
「
世
界
の

侵
略
的
外
来
種

ワ
ー
ス
ト
一
〇

〇
」
に
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
そ

の
ど
ち
ら
も
極

め
て
広
食
性
な

の
で
、
侵
入
先

で
ど
の
よ
う
な

樹
種
に
被
害
を

与
え
る
の
か
予

測
が
困
難
な
と

こ
ろ
が
共
通
し

て
い
ま
す
。
ツ

ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
は

北
米
や
欧
州
に
も
侵
入
し
て
お
り
、
一
旦
侵
入
を
確
認
し
た
国
で
は
根

絶
の
た
め
に
何
千
、
何
万
本
も
の
広
葉
樹
を
伐
採
し
た
事
例
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
種
が
サ
ク
ラ
も
食
樹
と
し
て
い
る
と
い
う
報
告
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
）
2
（

。
日
本
へ
の
侵
入
定
着
が
見
つ
か
っ
た
の
が
二
〇
二
〇
年
）
3
（

と
、

ま
だ
発
見
間
も
な
い
外
来
種
の
た
め
、
サ
ク
ラ
を
ど
の
程
度
好
ん
で
利

用
す
る
の
か
、
サ
ク
ラ
の
ど
の
部
位
を
利
用
す
る
の
か
な
ど
は
明
ら
か

で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
脅
威
が
サ
ク
ラ
に
及
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
森
林
総
合
研
究
所
で
は
「
林
野
庁
　
令
和
四
年
度
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る
被
害
や
防
除
方
法
等
に
関
す
る
調
査
事
業
」
の
中

で
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
見
つ
け
よ
う
！
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
）
4
（

」
を
作
成
、
配
布
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
は
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
本
種
の
見
分
け
方
や
、
国
内
で
の
被
害
が

確
認
さ
れ
た
樹
種
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
関
心
を
お
持
ち
の

方
に
は
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

七
　
花
咲
く
春
を
護
る
た
め
に
は

　
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
サ
ク
ラ
は
バ
ラ
科
サ

ク
ラ
属
に
属
す
る
植
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
の
中
で
は
春
の
景
色

に
は
欠
か
せ
な
い
主
役
で
あ
り
、
文
化
的
に
は
多
く
の
心
情
が
託
さ
れ

る
多
面
的
な
生
物
で
す
。
長
年
、
サ
ク
ラ
の
害
虫
の
調
査
研
究
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
で
の
愛
着
の
深
さ
や
そ
の
植
え
ら
れ
た
由

来
な
ど
を
理
解
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
防
除
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
の
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重
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ク
ラ
の
害
虫

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
対
応
を
即
座
に
強
力
に
行
う
べ
き
か
、
様

子
を
見
て
い
て
も
大
丈
夫
な
の
か
に
は
濃
淡
が
あ
り
ま
す
。
外
来
種
の

穿
孔
性
害
虫
で
あ
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
と
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
は
、
被
害
の
拡
散
阻
止
の
た
め
に
伐
倒
駆
除
を
含
め
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
一
方
、
在
来
種
で
あ
る
コ
ス
カ
シ
バ
や
マ
イ
マ
イ
ガ
に

は
あ
ま
り
急
い
で
農
薬
を
施
用
し
た
り
せ
ず
、
収
ま
っ
て
い
く
か
ど
う

か
様
子
を
見
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
伐
倒
駆
除
が
必
要
と
な
っ
た
際
は
、

速
や
か
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
関
わ
る
人
の
賛
同
を
得
難

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
害
木
を
伐
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
木
を
救
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
早
期
の
実
施
に
よ
り
後
顧
の
憂
い
を
絶
つ
こ

と
が
一
番
の
対
策
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
つ
い
て
は
、
被
害
状
況
ご
と
で

力
を
入
れ
る
べ
き
対
策
を
防
除
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
防
除
法
」
で
説
明
し
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
悲
観
的
に
伝
え
た
く
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
地
の
サ
ク
ラ

を
め
ぐ
る
状
況
は
大
変
厳
し
い
で
す
。
外
来
種
か
ら
、
サ
ク
ラ
を
適
切

に
管
理
す
る
た
め
の
情
報
が
管
理
者
に
行
き
わ
た
っ
て
お
ら
ず
、
場
当

た
り
的
な
対
応
で
し
の
ご
う
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
そ
の
要
因
の
一

つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
花
咲
く
春
を
護
る
た
め
に
は
、
必
要
な
防

除
強
度
を
適
切
に
判
断
し
て
、
時
宜
を
逃
さ
ず
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
、

そ
の
た
め
に
は
専
門
性
を
持
っ
て
決
断
で
き
る
樹
木
管
理
者
が
増
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
筆
者
は
微
力
な
が
ら
も
、
多
く
の
サ
ク

ラ
管
理
に
関
わ
る
人
に
そ
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
」
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
樹
木
管
理
者
が
高
め
た
専
門
性
に
基
づ
い
て

方
針
を
示
し
、
地
域
の
人
た
ち
が
発
見
や
駆
除
に
協
力
し
て
い
く
中
で

よ
う
や
く
花
咲
く
春
が
末
永
く
護
ら
れ
ま
す
。
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▼
令
和
五
年
「
み
ど
り
の
学
術
賞
」
受
賞
者
が

決
定
―
春
島
（
倉
田
） 

の
り
博
士
、
津
村
義
彦

博
士
が
受
賞
―

一

　み
ど
り
の
学
術
賞
に
つ
い
て

　「
み
ど
り
の
学
術
賞
」
は
、「
み
ど
り
」
に
つ

い
て
の
国
民
の
造
詣
を
深
め
る
た
め
に
、
国
内

に
お
い
て
植
物
、
森
林
、
緑
地
、
造
園
、
自
然

保
護
等
に
係
る
研
究
、
技
術
の
開
発
そ
の
他
の

「
み
ど
り
」
に
関
す
る
学
術
上
の
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
個
人
に
内
閣
総
理
大
臣
が
授
与
す
る

も
の
で
す
（
平
成
十
八
年
八
月
八
日
閣
議
決

定
）。

　
受
賞
者
は
、「
み
ど
り
」
に
関
す
る
学
術
に
深

い
見
識
を
有
す
る
者
で
構
成
さ
れ
る
「
み
ど
り

の
学
術
賞
選
考
委
員
会
」
で
の
審
議
を
経
て
、

決
定
さ
れ
ま
す
。

二

　今
年
の
受
賞
者
に
つ
い
て

　
第
一
七
回
と
な
る
今
回
は
、「
イ
ネ
の
ゲ
ノ

ム
情
報
基
盤
の
確
立
と
生
殖
・
多
様
性
研
究
」

に
関
す
る
功
績
と
し
て
春
島
（
倉
田
）
の
り
博

士
（
国
立
遺
伝
学
研
究
所
名
誉
教
授
、
総
合
研

究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
）
と
、「
森
林
樹
木
の

遺
伝
的
地
域
性
の
解
明
と
森
林
の
遺
伝
的
保
全

管
理
へ
の
展
開
」
に
関
す
る
功
績
と
し
て
津
村

義
彦
博
士
（
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
教
授
、
筑

波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
長
）
の
二
名
に
対

し
、
授
与
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

三

　授
賞
式
に
つ
い
て

　
授
賞
式
は
、
後
日
開
催
予
定
の
「
み
ど
り
の

式
典
」
に
お
い
て
行
う
予
定
で
す
。

四

　そ
の
他

　
受
賞
者
に
よ
る
受
賞
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
後
日

開
催
予
定
で
す
。

＊
み
ど
り
の
式
典
、
受
賞
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
公
表
い
た
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
先

林
野
庁
森
林
整
備
部
森
林
利
用
課

　
　
　
　
　
　
山
村
振
興
・
緑
化
推
進
室

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
：

　
　
　
〇
三
―
三
五
〇
二
―
八
二
四
三

▼
森
林
づ
く
り
活
動
等
を
通
じ
て
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
貢
献
す
る
企
業
等
の
取
組
を

大
募
集
！
―
「
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ

二
〇
二
三
」
募
集
中
―

一

　概
要

　
日
本
の
国
土
の
約
三
分
の
二
は
森
林
が
占
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
適
切
に
整
備
、
保
全
す
る

こ
と
は
、
森
林
に
よ
る
CO2
吸
収
量
の
確
保
・
強

化
に
つ
な
が
り
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
企
業
等
が
自
ら
、
ま
た
は
支
援
（
以
下

「
支
援
等
」
と
い
う
）
を
し
て
行
う
森
林
づ
く
り

活
動
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
活

力
を
活
か
し
た
森
林
づ
く
り
は
、
森
林
整
備
に

よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
国
民
運
動
と
し
て
展

開
す
る
上
で
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
を
未
来
に

守
り
伝
え
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

適
切
な
森
林
の
整
備
、
保
全
に
つ
な
が
る
企
業

等
の
森
林
づ
く
り
活
動
や
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ

ジ
ッ
ト（

注
）の
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
企
業
等
の

取
組
を
募
集
し
ま
す
。

　 （
注
）
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
、
Ｊ-

ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
及
び
Ｊ-

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
の
森
林
管
理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
認
証
さ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
指
し
ま
す
。

二

　募
集
期
間

〇
応
募
者
登
録
の
期
間
：

　
令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら

　
　
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
一
七
時
ま
で

〇
応
募
様
式
・
添
付
資
料
の
提
出
期
間
：

　
令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら

　
　
令
和
五
年
五
月
三
十
一
日
一
七
時
ま
で

三

　募
集
内
容

〇
森
林
づ
く
り
部
門
：

　
令
和
三
年
度
及
び
令
和
四
年
度
の
間
に
企
業

等
が
支
援
等
を
し
て
行
っ
た
造
林
、
保
育
等
の
森

林
整
備
に
つ
い
て
、
次
の
二
点
を
募
集
し
ま
す
。

①
整
備
し
た
森
林
に
係
る
一
年
間
の
CO2
吸
収
量
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②
森
林
整
備
に
関
す
る
取
組
内
容

〇
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
部
門
：

　
令
和
三
年
度
及
び
令
和
四
年
度
の
間
に
企
業

等
が
無
効
化
し
た
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
次
の
二
点
を
募
集
し
ま
す
。

①
無
効
化
し
た
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
量
（
CO2
吸
収

量
）

②
無
効
化
し
た
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
関
す
る
活

用
内
容
及
び
効
果

　 （
注
意
：
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
部
門
で
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
創
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
者
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
仲
介
事
業
者
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
無
効
化
し
た
者
の
連
名
に
よ
り
応

募
し
て
く
だ
さ
い
）

〇
両
部
門
の
応
募
資
格
：
法
人
、
団
体
、
個
人
、

地
方
公
共
団
体

四

　応
募
方
法

　
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
応
募

様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
内
容
を
確
認
で
き
る
添
付
資
料
を
用
意
の
上
、

同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
応
募
者
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
登
録
後
、
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
務

局
（
林
野
庁
企
画
課
）
か
ら
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
の
で
、
メ
ー
ル
の
内
容
に
従
い
応
募
様
式
等

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
応
募
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：https://w

w
w

.
rinya.m

aff.go.jp/j/kikaku/forest_co2_
challenge/2023.htm

l

五

　表
彰
方
法

「
三
　
募
集
内
容
」
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
林

野
庁
で
確
認
し
、
②
に
つ
い
て
は
外
部
有
識
者

に
よ
る
審
査
委
員
会
に
お
い
て
審
査
基
準
に
基

づ
き
審
査
し
ま
す
。

　
①
、
②
の
結
果
を
総
合
的
に
踏
ま
え
、
以
下

の
と
お
り
受
賞
者
を
選
定
し
、
表
彰
を
行
い
ま

す
。

・
グ
ラ
ン
プ
リ
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）:

　
全
て
の
応
募
者
の
う
ち
一
件

・
優
秀
賞
（
林
野
庁
長
官
賞
）:

　 

森
林
づ
く
り
部
門
で
九
件
以
内
、
Ｊ-

ク
レ

ジ
ッ
ト
部
門
で
三
件
以
内

六

　結
果
の
公
表

〇
グ
ラ
ン
プ
リ
・
優
秀
賞
の
受
賞
者
に
つ
い
て

は
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
公
表
し
ま

す
。
ま
た
、
全
て
の

応
募
者
に
つ
い
て

「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
し
て
公
表

し
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様

は
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ト
ナ
ー
マ
ー
ク
」
を

取
組
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
受
賞
者
等
の
公
表
は
、
募
集
終
了
後
、
本
年

の
夏
頃
ま
で
に
行
う
予
定
で
す
。

七

　注
意
事
項

〇
応
募
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
応
募
様
式
等
に
記

載
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
の
許
諾

な
く
林
野
庁
が
二
次
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
ま
す
。

〇
応
募
様
式
等
の
内
容
の
記
載
等
に
虚
偽
が
あ

り
、
ま
た
は
選
定
後
に
顕
彰
の
対
象
と
し
て
ふ

さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
の
登
録
及

び
表
彰
を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
一
つ
の
森
林
整
備
に
関
す
る
取
組
を
、「
森

林
づ
く
り
部
門
」「
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
部
門
」
の

両
方
の
部
門
に
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
二
〇
二

二
」
に
応
募
し
た
森
林
整
備
に
関
す
る
取
組
を
、

「
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
二
〇
二
三
」
に

お
い
て
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
お
問
合
せ
先

林
野
庁
林
政
部
企
画
課
企
画
第
一
班

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
：

　
　
　
〇
三
―
三
五
〇
二
―
八
〇
三
六
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ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
改
正
案
、
今
国
会
に
提
出

　―
木
材
の
合
法
性
確
認
の
義
務
付
け
強
化

　
違
法
伐
採
の
根
絶
を
目
指
し
た
「
合
法
伐
採
木
材
等

の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
通
称
「
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」）」
は
、
二
〇
一
七
年
に
施
行
さ
れ

て
か
ら
五
年
が
経
過
し
た
こ
と
で
見
直
し
の
時
期
に
き

て
お
り
、
政
府
は
今
国
会
で
改
正
法
の
提
出
を
行
っ
た
。

　
違
法
伐
採
木
材
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
日
本

の
木
材
業
界
は
極
め
て
関
心
が
薄
い
。
こ
れ
は
今
ま

で
取
り
扱
っ
て
き
た
木
材
が
、
国
産
材
は
主
と
し
て

人
工
林
材
を
対
象
と
し
て
扱
っ
て
き
て
お
り
、
す
べ

て
が
管
理
さ
れ
た
森
林
か
ら
の
生
産
品
で
あ
っ
た
こ

と
、
輸
入
材
に
つ
い
て
も
そ
の
主
体
は
北
米
産
針
葉

樹
材
で
あ
り
、
国
・
州
な
ど
の
公
有
林
か
ら
の
生
産

で
、
厳
し
い
保
続
生
産
体
制
の
下
で
生
産
さ
れ
る
な

ど
、
違
法
伐
採
に
つ
な
が
る
よ
う
な
素
材
供
給
体
制

で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
ア
ジ
ア
途
上
国
や
南
米
等
か
ら
の

木
材
供
給
が
世
界
市
場
に
お
い
て
急
速
に
拡
大
す
る

中
で
、
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
と
し

て
国
際
市
場
で
は
急
速
に
違
法
伐
採
木
材
へ
の
批
判

が
強
ま
り
、
日
本
で
も
五
年
前
に
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
の
制
定
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
年

経
っ
た
今
で
も
、
木
材
総
需
要
量
の
う
ち
登
録
木
材

関
連
事
業
者
に
よ
り
合
法
性
が
確
認
さ
れ
た
木
材
の

数
量
は
約
四
割
に
し
か
過
ぎ
な
い
―
と
い
う
の
が
我

が
国
で
の
実
情
だ
。

　
政
府
は
、
Ｇ
７
会
合
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
林
業
担
当
大
臣

会
合
等
で
違
法
伐
採
根
絶
に
対
す
る
取
組
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
、
政
府
も
合
法
性
が
確
認

さ
れ
た
木
材
の
流
通
比
率
を
よ
り
一
段
と
向
上
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産

業
省
、
国
土
交
通
省
共
同
で
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
案
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

　
今
回
改
正
の
要
点
は
、
素
材
生
産
事
業
者
ま
た
は

木
材
輸
出
事
業
者
に
対
し
て
は
合
法
性
に
対
す
る
情

報
提
供
の
義
務
化
を
定
め
る
と
と
も
に
、
川
上
の
木

材
関
連
事
業
者
（
原
木
市
場
、
製
材
工
場
等
）
や
水

際
の
木
材
関
連
事
業
者
（
輸
入
事
業
者
）
に
対
し
て

も
合
法
性
の
確
認
等
を
義
務
付
け
る
―
と
い
う
も
の
。

扱
う
木
材
の
合
法
性
を
確
認
す
る
義
務
付
け
が
強
化

さ
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

　受
賞
校
発
表

　
国
土
緑
化
推
進
機
構
は
こ
の
程
、
全
日
本
学
校
関

係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
校
を
発
表
し
た
。
受
賞

校
は
、
本
年
六
月
四
日
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
る
第

七
三
回
全
国
植
樹
祭
の
会
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
を
受
賞
し
た
学
校
は
以
下
の
通

り
。
▽
学
校
林
等
活
動
の
部
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

―
葛
巻
町
立
江
刈
小
学
校
（
岩
手
県
）、
彦
根
市
立
鳥

居
本
中
学
校
（
滋
賀
県
）、
▽
学
校
環
境
緑
化
の
部

（
文
部
科
学
大
臣
賞
）
―
阿
武
町
立
福
賀
小
学
校
（
山

口
県
）、
行
田
市
立
太
田
中
学
校
（
埼
玉
県
）、
学
校

法
人
開
桜
学
院
日
々
輝
学
園
高
等
学
校
（
栃
木
県
）

二
月
の
木
材
価
格

▽
素
材
価
格
-ス
ギ
中
丸
太
（
径
一
四
㎝
〜
二
二
㎝
、

長
三
・
六
五
〜
四
ｍ
）
一
七
、
三
〇
〇
円
、
前
月
比

一
〇
〇
円
安
、
ヒ
ノ
キ
中
丸
太
（
同
寸
）
二
三
、
〇

〇
〇
円
、
同
変
わ
ら
ず

▽
製
品
卸
売
価
格
-ス
ギ
正
角
（
一
〇
・
五
㎝
角
、
長
三

ｍ
、
乾
燥
材
）
一
〇
三
、
八
〇
〇
円
、
前
月
比
三
〇
〇
円

安
、
ヒ
ノ
キ
正
角
（
一
〇
・
五
㎝
角
、
長
三
ｍ
、
乾
燥

材
）
一
一
七
、
一
〇
〇
円
、
前
月
比
四
、
九
〇
〇
円
安

農
林
水
産
省
統
計
「
木
材
価
格
」、
価
格
は
農
林
水
産

省
統
計
発
表
の
一
㎥
当
た
り
荷
重
平
均
値
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☆
す
っ
か
り
暖
か
く
な
り
、
本
格
的

な
春
の
訪
れ
と
新
年
度
の
爽
や
か
さ

を
感
じ
ま
す
。

☆
巻
頭
言
は
、
仁
多
見
氏
に
「
時
空

間
ツ
ー
ル
に
よ
る
地
域
林
業
経
営
Ｄ

Ｘ
と
事
業
デ
ザ
イ
ン
」
と
題
し
て
ご

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
林
内
の
地

形
や
立
木
、
施
業
記
録
等
の
デ
ー
タ

か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
で
、
経
営
・
工
程
の
計
画
を
よ
り

詳
細
に
立
て
や
す
く
な
る
手
法
が
解

説
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
た
今
後
の
事
業
設
計
の

あ
り
方
も
記
さ
れ
、
経
営
方
針
を
考

え
る
た
め
に
有
効
な
材
料
と
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

☆
今
月
号
よ
り
、
新
た
な
シ
リ
ー
ズ

「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
狂
騒
曲
、
終
楽
章
へ
向

け
て
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
全
一

二
回
を
予
定
し
て
お
り
、
第
一
回
目

は
森
林
総
合
研
究
所
四
国
支
所
長
の

岡
氏
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
太
古
か
ら
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

被
害
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
に
触
れ

た
上
で
、
現
在
の
状
況
や
課
題
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い

ま
す
。

　―
訂
正
―

　
本
誌
二
月
号
（
一
六
六
五
号
）
に

お
い
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

四
頁
下
段
　
左
か
ら
二
行
目

　（
誤
）
管4

総
理
→（
正
）
菅4

総
理

令和 5年度　林業技士資格認定　養成研修・審査のご案内
　林業技士制度は、森林・林業に関する専門的業務に従事する技術者の養成を目的
としており、登録者は全国各地の林業経営や森林土木事業のリーダーとして活躍し
ています。
　令和 5年度の林業技士の募集、資格認定等は次のとおり実施予定です。
　※各部門とも希望者が少数の場合は、翌年以降に延期することがあります。
1：養成研修による認定・登録
実施部門　�森林評価（森林評価士）、森林土木、林業機械、林業経営、森林環境、林

産、森林総合監理
申込期間　5月 1日（月）～6月 30 日（金）
研修内容　①通信研修：8～9月の 2か月間
　　　　　②スクーリング研修：①の合格後に受講します
　　　　　　10～12 月のうち、各部門ごとに連続する 4日間（林業経営は 5日間）
2：資格要件審査による認定・登録
（1）森林土木部門　　申請書の提出期間　7月 1日（土）～8月 31 日（木）
　　　　　　　　　　レポートの提出　5科目　提出期限　11 月 10 日（金）
（2）作業道作設部門　申請書の提出期間　7月 1日（土）～8月 31 日（木）
　　（作業道作設士）　筆記試験の実施　11 月上旬（半日程度）東京都内で実施
お問合せ：（一社）日本森林技術協会　森林系技術者養成事務局　林業技士担当：荒井
　　　　　TEL：03-3261-6692



森
林
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
145
）

　
　
　
　
　
　

　

 「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
年
賀
は
が
き
」 

　

　
前
号
で
年
賀
は
が
き
に
お
け
る
森
林
認
証
へ
の
取

り
組
み
を
取
り
上
げ
、
そ
の
際
に
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
い
ま
す
が
、
年
賀
は

が
き
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
事
業
の
二
本
柱
で
す

の
で
関
連
し
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
年
賀
は
が
き
」
は
、
温
暖

化
ガ
ス
削
減
へ
の
貢
献
に
限
定
し
た
寄
付
金
＝
五
円

を
プ
ラ
ス
し
て
五
五
円
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

期
間
は
平
成
二
十
年
用
か
ら
二
十
四
年
用
ま
で
の
五

か
年
で
し
た
が
、
初
年
度
は
、
京
都
議
定
書
の
第
一

約
束
期
間
が
始
ま
る
年
頭
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
三
か
年
の
料
額
印
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（
図
上
）。
発
行
目
的
を
象
徴
し
た
よ
い
デ

ザ
イ
ン
で
す
。
年
賀
に
続
く
部
分
の
左
側
に
は
「
地

球
温
暖
化
ガ
ス
削
減
年
賀
は
が
き
」、
右
側
に
は
「
地

球
の
た
め
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
」（
英
文
）
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
央
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、

は
が
き
下
部
（
図
下
）
の
赤
地
に
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
は
が
き
」、
緑
地
に
「
地
球
温
暖
化
防
止
は
が

き
」
と
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
「
こ
の
寄
付
金
は
、
地

球
温
暖
化
防
止
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援

し
、
京
都
議
定
書
の
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
目
標
マ
イ
ナ
ス
六
％
に
貢
献
し
ま
す
」
と
具
体
的

に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
郵
便
事
業
Ｋ
Ｋ
か
ら
は
次
の

よ
う
に
広
報
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
…
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
年
賀
は
が
き
（
以
下
、

は
が
き
）
に
は
年
賀
寄
付
金
と
弊
社
の
同
等
額
の
寄

付
金
を
合
わ
せ
て
一
〇
円
が
付
与
さ
れ
、
一
枚
の
は

が
き
で
約
二
・
八
㎏
の
CO2
削
減
に
貢
献
す
る
。
我
が

国
の
日
常
生
活
に
起
因
す
る
一
人
当
た
り
の
CO2
排
出

量
は
一
週
間
で
約
二
六
㎏
な
の
で
、
一
〇
枚
の
は
が

き
に
よ
り
そ
の
量
を
ほ
ぼ
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

具
体
的
に
は
寄
付
金
は
排
出
権
の
取
得
・
消
却
に
全

て
当
て
ら
れ
る
。
排
出
権
は
途
上
国

の
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ

Ｄ
Ｍ
）
か
ら
得
ら
れ
る
排
出
権
、
国

内
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
・
吸
収

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
得
ら
れ
る
排
出

権
（
Ｊ-
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
を
対
象
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
国
内
外
二
種
類
の

排
出
権
の
取
得
に
当
て
ら
れ
、
結
果

と
し
て
家
庭
等
で
の
排
出
量
を
オ
フ

セ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
削
減
目

標
＝
マ
イ
ナ
ス
六
％
達
成
に
貢
献
す

る
。
…
」

と
述
べ
た
上
で
「
…
こ
の
は
が
き
は
、

年
賀
状
と
い
う
国
民
的
行
事
に
基
づ

き
、
多
く
の
人
々
が
自
ら
の
意
思
に

よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
寄
付
活
動
を
通
じ
て

参
加
す
る
と
い
う
世
界
で
も
類
を
見
な
い
取
り
組
み

で
あ
る
。
そ
の
重
要
性
や
社
会
的
意
義
は
、
今
後
よ

り
一
層
高
ま
る
も
の
と
考
え
る
。
…
」
と
強
調
し
て

い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
平
成
二
十
一
年
度
実
績
に
つ
い
て
は
、

寄
付
金
総
額
一
億
五
千
万
円
、
償
却
CO2
総
量
は
四
万

一
千
CO2
ｔ
と
な
っ
て
い
ま
す
（
上
述
一
枚
当
た
り
削

減
量
の
算
出
根
拠
）。
な
お
、
発
行
停
止
後
は
一
般
的

な
年
賀
寄
付
金
に
よ
る
社
会
貢
献
事
業
助
成
の
一
つ

「
地
球
環
境
の
保
全
」
の
中
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。 

（
羽
賀
正
雄
）

上：料額印面 2008‘09‘10（平成 20, 21, 22）
［縮小 70%］
下：2009 お年玉抽選番号、寄付金 5 円の
説明、はがきの種類（カーボンオフセット
はがき）［縮小 60%］


